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精霊に愛されすぎた腹ペコ聖女、追放されたけど隣国王太子に溺愛されて幸せいっぱいです










１章　腹ペコ聖女、追放




「――オフィーリア・カーウィラ、貴様との関係も今日限りだ！　この不当な婚約を破棄して、俺は、このシャーリー・ドルマリアと婚約することをここに宣言するっ！」

　高らかに響き渡る声に静まり返る会場。数百人の招待客が集った大広間の最さい奥おうにある壇上で、たった今婚約破棄を宣言したのはスーリア王国の王太子、アティカス・デナン・スーリア。その隣で、ライトゴールドの髪とエメラルドグリーンの瞳を持った令嬢、シャーリーが豊満な胸をアティカスに寄せながら、にっこりと唇を歪ゆがめた。

「うふふ、嬉うれしいですわ！　アティカス殿下」

　その状況を眺める貴族達は戸惑いつつも、やはりこうなったかと言いたげな表情を浮かべている。

　しかし会場はシーンと静まり返ったままで、いくら待ってもなぜかその言葉に対する返事はない。先ほどまで叫んでいたアティカスは大きな咳払いをしてから、何事もなかったかのように再び口を開いた。

「おい！　オフィーリア、今日はどのテーブルにいるんだ!?」

　その言葉によって、料理が並べられたテーブルに貴族達の視線が集まっていく。

　美しく盛り付けられた料理の数々。そのほとんどは手がつけられていないままだったが、一卓だけ次々に皿が空っぽになっていくテーブルがあった。

　すでに食べ終わった皿が数十枚綺き麗れいに積み上げられ、真っ白なテーブルクロスがひと際目立っている。そこに座るのはたったひとりの小柄な少女。

　少女は周囲の目が自分に集まっていることに気づくことなく、ウェイターが次々に運んでくる料理を吸い込むように食べている。

「むー……っ！　今日もご飯が美お味いしいです！」

「食べてばかりいないで話を聞けっ」

「この芋は、もう少し柔らかい方が美味しい気がしますが……でも固めに茹ゆでてあるのも、やっぱり好きです！　神様、今日もありがとうございますっ」

「――オフィーリアッ！　お前だ！　お前に言っている！　食べてばかりいないで、少しは話を聞け」

「んぐ……？」

　少女は壇上からアティカスに名前を呼ばれたことに気づくと、口の中に入っていたものを咀そ嚼しゃくしてからゴクリと飲み込んだ。ナプキンで口元を丁てい寧ねいに拭くと、手を合わせてから「今日も美味しい食事をありがとうございます」と言って立ち上がる。

　にっこりと柔らかい笑みを浮かべているこの少女こそ、先ほどアティカスに呼ばれていたオフィーリア・カーウィラだった。くるくると癖のあるピンクゴールドの髪は腰ほどまでの長さで、丸く大きなヘーゼルの瞳と小さな唇は小動物を連想させる。

　小柄で幼く見えがちではあるが、オフィーリアは今年で十七歳になる。八歳の時からこのスーリア王国の聖女として、国を守るために働いてきた。アティカスとシャーリーはオフィーリアよりもふたつ年上の十九歳。シャーリーもまた、この国の聖女のひとりだ。

『聖女』とは、スーリア王国に生まれる、不思議な力を使える少女のことだ。この国に存在するという『精霊』の姿を見て、交流し、特別な力を借りることができる。スーリア王国では彼女達を『聖女』と呼び、城に囲い大切にしているのだ。

　聖女の力は大きく分けてふたつある。ひとつは国土に結界を張り保護する『守護の力』、もうひとつは怪け我がを治したり病の症状を緩和したりする『癒しの力』だ。

　精霊は聖女に力を貸す代わりに、自らの体に溜たまってしまう悪いものを聖女に取り払ってもらう。その黒くモヤモヤとしたものが体にまとわりつくことを、精霊はとても嫌っているのだ。

（……まだまだ食べ足りないですが、みんな見ていますし）

　オフィーリアはアティカスの方を向き、周囲の視線を感じながらも丁寧に腰を折る。

　今日はパーティーだが、オフィーリアは婚約者であるはずのアティカスからドレスを贈られることもなく、聖女服で参加していた。

　聖女の給金は家族に送ってもらっているため自分でドレスを買うお金もない。過去に一度、母から譲り受けたドレスを着てパーティーに参加したことがあったが、令嬢達から見ると安物だったようで馬鹿にされてしまった。アティカスにも『二度とそのドレスを着るな』と怒鳴られてしまい、そのドレスはクローゼットにしまったままである。

　かっちりとした王太子らしい服を着ているアティカスの隣にいるシャーリーは、目がチカチカしてしまうほど豪華なドレスを身にまとっている。

「はい、アティカス殿下！　なんでしょうか？」

「なんでしょうか、ではない！　はぁ……まったく。なんでこんな能天気でなにも考えていないような女が、俺の婚約者だったのだ」

　アティカスは深いため息を吐きながらブラウンの髪をガシガシと掻かいた。苛いら立だちを露あらわにするように眉をひそめ、鮮やかなスカイブルーの瞳が細められた。

　アティカスは中性的で綺麗な顔立ちをしている。令嬢達からはモテるようで、垂れ目と左目の下にある泣きぼくろが色っぽいと言われていた。オフィーリアも初めてアティカスを見た時は、絵本の中から飛び出てきた本物の王子様のような見た目に興奮したものだ。

　そんな彼の婚約者に選ばれたと聞いたのは、聖女の仕事を始めて二年後のこと。それ以来厳しい王妃教育を受け、最近ようやく全ての課程が終わったばかりだ。

　オフィーリアは決して高い地位の生まれではない。自然溢れる辺境のカーウィラ領、子爵家に生まれ、八歳で城に来るまでは優しい家族と動物達と共に、裸足で草原を駆け回りながら暮らしていた。

「本当……こんな〝芋聖女〟は、アティカス殿下には似合いませんわ」

「そうだな。シャーリーのように美しく力も兼ね備えた聖女が相応しいと、なぜ父上と母上は気づいてくださらなかったのか」

　どうして子爵令嬢である自分が選ばれたのか、正直なところわからないし、もっと相応ふさわしい令嬢がたくさんいるのに、と思うのはオフィーリア自身も同じだ。

「きっと、この偽にせ物ものの聖女に洗脳されているのですわ」

「あぁ、そうに違いない」

　アティカスとシャーリーがいつものようにオフィーリアの文句を言っている間、オフィーリアは皿に残っている料理にチラリと視線を向けた。正直言って、まだまだ食べ足りない。

（ダメです！　また食べすぎだって怒られちゃいます！　我慢して。オフィーリア）

　自らにそう言い聞かせても、タラリと涎よだれが流れそうになり、みんなにバレないように、じゅるりと啜すする。

（温かいうちに食べたかったけれど、仕方ありません……！　待っていてくださいね、お芋さん）

　アティカスの文句と愚痴は一度始まると、とても長いことをオフィーリアは知っていた。しかし厳しい王妃教育のおかげもあって、オフィーリアは笑みを崩さない。

　そんなところもアティカスは気に入らないらしく、なにをしても文句を言われるので、こういう場合、オフィーリアは彼の気が済むまで話を聞くことを心掛けていた。そんなことをずっと繰り返していると、もう食べ物の心配をしながらでも聞き流せるくらいにはメンタルが強くなった。

　その時、殺気の籠った視線を感じて、オフィーリアは上を見た。シャーリーはオフィーリアの平然とした態度が気に入らないようだ。

（シャーリー様、またなにか嫌なことがあったのでしょうか。今日も機嫌が悪そうです）

　シャーリー・ドルマリア。ドリマリア公爵の令嬢である彼女はスーリア王国の華と呼ばれるほどの美貌の持ち主で、その容姿は貴族達の中でもよく話題に上がっている。本人はよく「山のように婚約の申し出がきて困っている」と機嫌がよさそうに語っていた。

　シャーリーは令嬢達の中心にいたが、常になにかに苛立っていて、他の聖女や令嬢達も彼女には特段、気を遣っていたように思う。

　同じ聖女として働く仲間だったオフィーリアは、いつもシャーリー率いる高位の貴族令嬢達にのけ者にされていた。

『田舎貴族』『芋聖女』『スーリア王国の聖女に相応しくない』

　クスクスと馬鹿にするように笑われて、刺すような視線を感じていた。

　肩身の狭い思いをしていたオフィーリアだが、王都に来て唯一嬉しかったことは、父と母に言われていた通り、これまで食べたことがない美味しい食べ物がたくさんあることだった。恐らくカーウィラ子爵領にいたら知ることはなかった料理達だろう。

　今日のパーティーも美味しい料理を食べることだけを楽しみにしていた。

　というか、そもそもこれがなんのためのパーティーなのかも知らなかった。

　国王と王妃は平和条約に関する会議への出席のため、今日から二週間ほど国を空けることになっていた。ふたりが出かけてすぐに、なぜか国中の貴族達が集められて急きゅう遽きょこのパーティーが開催された。

　教会に出向いて祈りを捧げていたオフィーリアも「すぐに来るように」と呼び出されたのだが、あまりにも突然だったので不思議に思っていた。

（もしかして、このパーティーは私に婚約破棄を告げるために開かれたのでしょうか……）

　そうだとしたら、アティカスが国王と王妃が国を空ける間を狙って急にみんなを集めたことにも納得がいく。

　彼に逆らえるものがいなくなり、やりたい放題というわけだ。

　他の貴族達もそれがわかっているからなにも言わないのだろう。確かにこんな状況でとばっちりを受けたくはない。

　けれどオフィーリアだって、アティカスとの婚約を解消すること自体は構わない。疑問に思うことは国王や王妃の許可なく勝手に婚約を解消して大丈夫なのかということだ。それにアティカスは『シャーリーと婚約する』と言っているが、それには正式な手続きがいるはずだ。オフィーリアは首を傾かしげた。

（国王陛下と王妃殿下が帰ってきたら改めて話し合いになりそうですね……。もしかしたらアティカス殿下の婚約者じゃなくなれば、家に帰ってもいいって言われるのかもしれません！）

　そんな想像を膨らませていたオフィーリアだが、次の瞬間、予想外のことが起こる。突然、後ろから拘束するように腕を掴つかまれたのだ。何事かと振り向くと、怖い顔をした騎士達がこちらを睨にらみつけている。

（見覚えのある顔ですが、もしかして……！）

　それがアティカスの近衛騎士達だと気づいた時には、すでに彼らに囲まれて、逃げられなくなっていた。まるで罪人のような扱いに戸惑いを隠せない。

（なぜアティカス殿下の近衛騎士達が？　一体なにが起きているんでしょう……）

　そんなことを考えていると、オフィーリアの頭の中にある声が響いた。アティカスの声色だった。

《オフィーリアをこの国から消し去る……こうするしか、もうシャーリーと結ばれる道はないんだ》

「……消すって、本当ですか!?」

「なんの話をしているんだ？」

　思わず応えてしまったオフィーリアだったが、一方のアティカスは困惑した様子でオフィーリアを見ている。その反応で、先ほどの声は彼の心の中の言葉なのだと理解することができた。精霊達の力だ。

　以前もオフィーリアに危機が迫った時、精霊達が同じように危険を知らせてくれたことがあった。

　すぐに逃げなければと身を捩よじるが、強い力で押さえつけられて身動きがとれない。

「ふん……暴れても無駄だぞ」

「離してください！」

　今、自分に危機が迫っている。それだけはわかった。オフィーリアは必死に声を張り上げた。

「シャーリーから全て聞いている。お前は、父上と母上に気に入られるために他の聖女達を蔑ないがしろにして、虐しいたげ、聖女達の功績を全て自分のものにしていたらしいな」

「私は、そんなことをしておりません！」

「証言は嫌というほど出てきたぞ」

「よく調べてください！　私はちゃんと……」

「それにいつもバクバクと食べ物を食べるだけ！　民からの人気はまぁまぁあるようだが、それも偽りのものだろう」

「確かに人より多く食べますけど、その分ちゃんと働いてきました！」

　オフィーリアは一緒に働いている聖女達に助けを求めるように視線を送ったが、みんな気まずそうに視線を逸そらしたり、いい気味だと言いたげに笑っている。

　嵌はめられた――すぐにそう思った。アティカスの言っていることは全て嘘うそだった。

　むしろ真実はその逆で、シャーリーを筆頭に他の聖女達に面倒な仕事を押し付けられていたのはオフィーリアの方だ。

　オフィーリアがショックのあまり押し黙っていると、瞳を潤ませたシャーリーは悲劇のヒロインのように悲しげな声で叫んだ。

「聞いてください、皆様！　オフィーリア様は精霊達を独占することで、わたくし達に仕事をさせないように立ち回っていたのですわ！」

　シャーリーの言葉に目を見開いた。どうしてこんな風に平然と嘘をつけるのだろうと、オフィーリアは愕がく然ぜんとするばかりだ。

　オフィーリアの側そばにいる精霊達はシャーリーの言葉に反発するように飛び回って怒っている。シャーリーに向かって突進していく精霊もいたが、彼女はまるで虫でも払うかのように精霊を叩たたいて追い払ってしまった。それにはオフィーリアも開いた口が塞がらない。

　何匹かの精霊達がフラフラと戻ってくるのを両手で受け止めた。「大丈夫？」と声をかけながら力を込めると、精霊達はまたふよふよと自分の力で飛んで行く。

　ホッと息を吐き出したオフィーリアとは違い、シャーリーは気に入らないと言いたげに唇を噛かんだあとに、こちらに向かって指をさした。

「見てくださいませ！　今もわたくしを励まそうと近寄ってきた精霊を奪ったのですわ……！」

「そ、そんなことしていません！」

「アティカス殿下には見えないでしょうが、無理矢理従わされて精霊達も疲弊しております」

「……そうなのか」

　精霊は聖女としての力を持っている少女にしか見えない。その言葉に反論するように精霊達はオフィーリアの周りに集まり、まん丸ないつもの姿とは違って刺とげ々とげしく怒りを露わにしている。シャーリーはそれを見て不服そうに眉を寄せた。

「そうですわよね？　聖女の皆様方」

　聖女達は、シャーリーの言葉に大きく頷うなずいている。中には目を背けている聖女もおり、彼女達の周りで体を刺々させて不満をアピールしている精霊達のことは無視している。

「まさかお前が、こんなあくどい方法で他の聖女を虐げていたとはな！」

「え!?」

「見損なったぞ！　オフィーリア」

「違います！　聞いてください！　私は……っ」

「言い訳は不要だ。国を代表する聖女であるはずの俺の婚約者がこんな悪女だったなんてな」

「悪女って、そんな……」

　その言葉にシャーリーは満足そうに笑っている。オフィーリアからしたら、悪女と言われるべきはシャーリーの方だ。しかしアティカスの目にはシャーリーではなく、オフィーリアが悪女に映っているのだろう。

「王家を謀はかった罪で処刑してやりたいところではあるが……」

「――処刑!?」

　オフィーリアはその言葉を聞いて、思わず叫んでしまった。

（今まで、頑張ってきたのに……！　こんなやってもいない罪で死ななくちゃいけないなんて絶対に嫌です）

　悔しさや悲しさが入り混ざって、感情がぐちゃぐちゃになっていた。今までの努力は、こんな簡単に切り捨てられてしまうのだろうか。オフィーリアは今までの自分の頑張りを全て否定された気がして悲しみに暮れていた。慰めるようにオフィーリアの側に寄る精霊達を見て、シャーリーは再び思いきり顔を歪めた。

「しかし、それでは可か哀わい想そうだとシャーリーが言ったから国外追放にしてやろう。シャーリーの慈悲に感謝しろよ」

「え？」

「同じ聖女の仲間でしたもの。それに国王陛下や王妃殿下も悲しむでしょうしね」

「………っ」

「オフィーリア様を信頼していたのに残念ですわ。うふふ」

　オフィーリアは開いた口が塞がらなかった。全て己の計略だというのに、よくもまあぬけぬけと言えるものだ。

　王太子の隣で勝ち誇ったような笑みを浮かべるシャーリーと、今まさにどん底に突き落とされたオフィーリア。懸命に聖女として働いてきただけなのに、冤えん罪ざいをこうむり、今から国外に追放されてしまうらしい。処刑は免まぬかれたといえど、むごい仕打ちであることに変わりはない。

（……こ、こんなことって）

　オフィーリアの頭によぎったのは家族達のことだった。

　恐らくいくら「違う」と言っても、この状況では反抗するだけ無駄だろう。味方もいないオフィーリアにはアティカスの決定を覆くつがえすことはできない。

　だったらオフィーリアがやるべきことはひとつだけだ。

「わかりました！　私はどうなっても構いません。ですが、家族にだけはなにもしないでください」

「なに……？」

「まぁ、図ずう々ずうしい」

「まだ育ち盛りの弟達も三人いるんです！　どうかお願いします！　カーウィラ子爵家は関係ありません。だから罰を与えないでくださいっ」

　オフィーリアは必死に頭を下げた。

　その様子を見て、アティカスはフッと鼻で笑った。

「いいだろう！　それに田舎貴族など、どうでもいい」

「……よかった！」

　オフィーリアがホッと息を吐き出した時だった。

「それと以前から言いたいことがあった」

「な、なんでしょうか」

　壇上に立っているアティカスは近くの壁を思いきり叩いた。バンッという大きな音にオフィーリアの肩は大きく揺れた。

「――食いすぎなんだよっ！　穀こく潰つぶしが！　毎日毎日バクバクと目め障ざわりだ。なぜ父上がこんな聖女を許すのか！　信じられない」

「本当……はしたないですわ」

「……っ」

　その言葉にズキリと胸が痛んだ。人より多く食べることはオフィーリア自身、申し訳ないと思っている。そんな罪悪感を覚えていたからこそ、オフィーリアは聖女の仕事を人一倍、頑張っていたのかもしれない。

「オフィーリア！　今すぐ馬車に乗り、国から出て行け！」

「……はい」

　オフィーリアは小さく頷いて、アティカスの近衛騎士達に腕を引かれるまま歩き出した。チラリと後ろを振り返ると、シャーリーの赤い唇がニタリと歪んでいた。

　それよりもオフィーリアは思っていた。

（こんなことになるのなら、話を聞く前にもっとご飯を食べておけばよかった……！）

　後悔から足が止まりそうになるが、騎士達にズルズルと引きずられて行く。ひとりの騎士を見上げてポツリと「あのパンを数本、持って行っちゃダメでしょうか？」と問いかけてみるものの、無視されてしまう。

　馬車に放り込まれても、オフィーリアは冷静だった。アティカスやシャーリーに嫌われていることはわかっていたし、仲良さげなふたりを見ていて、いつかこうなると思ってはいた。しかし、まさか国外追放されるとは……。

　国王と王妃がいたら、また違った展開になったのかもしれないが、あの場にはアティカスに逆らえる人はいなかった。そもそもこの国には、国王達を除いてアティカスに意見できる者などいないだろう。

　それがわかっていたからアティカスもシャーリーも、このタイミングを狙ってパーティーを開いたのだ。

　国王達が帰ってきた時にはもうオフィーリアはいない。

（……お腹なか空いたなぁ。追放先に美味しい食べ物はあるのでしょうか）

　ギュルギュルと音を立てるお腹を押さえた。なぜこんなにもお腹が空くのか、オフィーリア自身もわからない。

（お父様、お母様……カーウィラ領のお芋が食べたいです……）

　故郷のことを思い出し、自分の手をギュッと握りながら、オフィーリアはこれまでの人生を思い出していた。




◆　◆　◆




　オフィーリアはカーウィラ子爵家の令嬢として生を受けた。

　カーウィラ領は、スーリア王国では珍しく、広大な畑と山々に囲まれた自然豊かな土地だった。しかし良くも悪くも、それ以上でも以下でもなかった。子爵位を賜たまわったといっても名ばかりで、特産品といえば大量に穫とれる〝芋〟だけ。決して裕福な家ではなかった。いや、城で過ごした今だからわかるが、超貧乏だったと思う。

　しかしオフィーリアは幸せだった。動物や不思議な精霊達――もっとも、幼い頃は自分を囲む色とりどりの丸い塊が精霊だとは知らずに過ごしていたが、自然に囲まれて伸び伸びと育った。領民は優しかったし、なにより領地でたくさん穫れる芋はオフィーリアの大好物だった。家族達は「もう見るのすら嫌だ」と言っていたが、オフィーリアはお腹いっぱい美味しい芋が食べられることが嬉しかった。

「どうしてうちの畑は芋ばかり大量に穫れるのかしら」

「さぁ……」

「私はこのお芋が大好きです！」

「ハハッ、オフィーリアは今日も元気だなぁ」

「ますますいっぱい食べるようになって……成長期かしら？」

「そうに違いない！　オフィーリア、いっぱい食べて大きくなりなさい」

「けど、食べても食べても太らない。不思議よね！　羨ましいわ」

「子供なんてそんなもんだ！　ハッハッハッー！」

　そんな風に陽気な家族と楽しく暮らしていた。

　しかし、オフィーリアが八歳の時に事件が起きる。芋に飽き飽きしていた父が他の作物の苗を大量に仕入れて育てようとした結果、上手く育たずに大失敗。商人に騙だまされたと気づいた時には、大量の借金を抱えることになったのだ。

　まだ幼い弟達もいたため、わらにも縋すがる思いで教会に向かった。両親が隣で必死に「お金が降ってきますように」「芋が高く売れますように」と祈りを捧げる中、オフィーリアはこう願った。

（今日も、明日も、明後日あさってもお腹いっぱい食べられますように！）

　そう強く願った結果なのか、そこでオフィーリアの聖女としての力が発覚する。教会にいた人型の精霊と会話したことがきっかけだった。

　精霊の形は様々で、オフィーリアがよく見る精霊は丸くてふわふわしていて綿のように空気中に浮いていた。だが、中には人や動物の形をしたものもいて、形があるほど強い力を持っているらしい。そのことはあとから知った。

　その時教会で出会った人型の精霊は、カーウィラ子爵領にはいない珍しいもので、オフィーリアは興きょう味み津しん々しんだった。

「こんなところで、なにをしているのですか？」

　精霊に話しかけるオフィーリアに、周囲は驚愕した。

「オフィーリア？　一体、誰と話しているんだ？」

「え？　この子です。なんだか元気がありません。それに黒いモヤモヤが体にたくさんついていますね」

「ま、まさか！　教会を守り結界を張るためにいてくださっている精霊様と話をしているのでは？」

　両親や神官が顔を見合わせる中、オフィーリアは精霊を両手に乗せて手のひらで優しく包み込む。

「私が元気にしてあげますね！」

　オフィーリアは目を閉じ、そっと祈るように手のひらに顔を近づける。

　すると、暖かな一陣の風がオフィーリアの中から生まれ、オフィーリアと精霊を覆うように流れていくのがわかった。その風は螺ら旋せんのようにふたりの周りを駆け上がり、勢いよくオフィーリアの柔らかな髪を揺らした――と感じたが、周囲にどう見えていたかは定かではない。

「はい、モヤモヤしているものが取れましたよ？」

　眩まばゆい光と共に、人型の精霊が元気に飛び回り始めたのを見て、オフィーリアが手を叩いて喜んでいると、子爵領からついてきた精霊達も元気よくボールのように飛び跳ねていた。

　それを見ていた神官が「国を守る結界が強くなった」と興奮したように話した。

「オフィーリア様は、聖女としてとても強い力があるようです」

　その言葉に、「奇跡よ！」「さすが私達の娘だ」と、両親は口々に喜んだ。

　オフィーリアは、物心ついた時から精霊と一緒にいることが当たり前だった。両親の前でも、たびたび自分の周りにいる不思議な生き物のことを口にしていたのだが、精霊や聖女とは縁遠い人生だった両親は「オフィーリアは想像力が豊かだなぁ」と言って片付けていたのだ。

　かくして聖女の力を見み出いだされたオフィーリアは、城に行くことになる。

　聖女の力が覚醒した者は、城に滞在して国のために働く代わりに、高額のお給金がもらえると説明を受けた。オフィーリアは家族のために城に向かうことを決めたのだ。しかしひとつ不安があった。

「でも私……ここのお芋が食べられなくなるのは寂しいです」

　家族と離れることにも不安を感じ、幼いオフィーリアは涙目で両親を見上げた。

「オフィーリア、よく聞きなさい。王都には……王都にはな、今までオフィーリアが食べたことのない美う味まいものがたくさんあるんだぞ！」

「そ、それはこのお芋よりもですか!?」

「ああ、うちの芋よりもだ」

「うわぁ……！　すごいですっ」

　オフィーリアの胸はドキドキしていた。その後も「父さんも詳しくは知らないが、城のパーティーでは料理がテーブルいっぱいに並べられているらしいぞ」と言われてオフィーリアは想像しただけで涎が止まらなくなった。

　そしてとどめのひと言は……。

「城には専属の料理人がいて、美味しい料理がいつでも食べ放題なんだ！」

「食べ放題……!?」

「た、たぶんな！」

「あなた、適当なこと言わないでください！」

「いやしかし、聖女は王家に大切にされて、待遇はすごくいいって聞いたぞ!?　オフィーリアにはこれまで苦労をかけてきた分、幸せになってほしいと思っている」

「そうね。オフィーリアには素敵な場所で花開いて欲しいわ」

　オフィーリアはふたりの言葉が聞こえないほどの衝撃を受けていた。まさかそんな天国のような場所が、この国にあるなんて思えなかったからだ。

（行ってみたい！　城で働きながら美味しいものをたくさん食べたいです！）

　そうしてオフィーリアは、美味しいご飯につられて城にやって来た。

　最初はこの国にはこんなに美味しいものがあったのかと感動したものだ。スーリア国王と王妃は厳しいところもあったが、オフィーリアに対してはかなり優しかったと思う。

「城にいる間は好きなものを好きなだけ食べなさい」

「そうだ。オフィーリア、なにか食べたいものがあったら言いなさい」

　そう言われていたため、オフィーリアはお腹いっぱいになるまで食べて食べて食べ続けた。

　だが、そうするうちに、ふたりの表情はどんどんと曇っていき「ほどほどにね」「もういいんじゃないか？」と言われてしまった。そのことで、本当にお腹いっぱいになるまで食べてはいけないんだと悟り、少ない量で我慢するようになった。

　アティカスの婚約者として指名されたのは、城に来て二年後のこと。国王と王妃に呼ばれ、それを告げられた時は驚いた。

　返事を渋っていたのだが、子爵家出身のオフィーリアに拒否権はなかった。味方もいない中、外堀を埋められるような形でオフィーリアはアティカスの婚約者になった。

　あとから耳に入った話によると、アティカスは最初から、辺境の地の子爵令嬢であるオフィーリアと結婚などしたくないと抵抗していたらしい。今思えば、そんな後ろ向きな婚約が上う手まくいくはずもないのだ。

　厳しい王妃教育は聖女の仕事の合間に行われた。あまりにも忙しかったので、その時の記憶はほとんどない。とにかく「辛つらい」「苦しい」「悲しい」の三点セットだった。

　田舎で伸び伸びと育ったオフィーリアが王妃になるための教育は六年間かかり、昨年やっと終わったばかりだ。

　しかし王妃教育が終わったあとも、パーティーの場でアティカスの隣に立つことはなかった。そんな名ばかりの婚約になんの意味があるのか、オフィーリアにはわからない。

　婚約者らしく振る舞おうと頑張っても、「ドレスなんて着る必要はないだろう？」「俺から離れてくれ」「近づくな」と一蹴されてしまう。

　そんな心ない言葉に、オフィーリアは頷くしかなかった。

　幸い、最初からずっとそんな態度を取られていたためか、アティカスのことを恋愛的な意味で好きになることはなかった。婚約してから頑張ってアティカスとよい関係を築こうとしていたが、ひどい扱いをされ続けたせいで、もう彼に対してほとんど興味はなくなっていた。

　せめて聖女として役に立てれば、とオフィーリアは己を奮い立たせたが、聖女の仕事も困難の連続だった。

　そもそも聖女という不思議な力を使える少女は、年に五人ほど生まれると言われている。しかし、力を自覚していなかったり、知識がなく自分が聖女であると気づかない場合もあるそうだ。大体、十二歳から十八歳くらいまで聖女として働き、結婚を機にやめていく例が多い。

　聖女の身分は様々で、シャーリーのような公爵家出身の聖女もいれば、オフィーリアのような下位貴族や平民出身の者もいた。その身分差で問題が起こらないわけがない。最初は分担されていた聖女の仕事も、次第に身分の低い聖女達に押し付けられるようになる。

　国王も王妃も、聖女達の中でなにがあろうとも大抵は見て見ぬふりだった。あるいは、そもそもシャーリー達が色々な悪事がバレないようにしていたのかもしれない。

　悔しく、歯がゆい思いをしていた聖女もいただろう。どんなに抵抗したところで、身分を盾にして丸め込まれてしまう。

「田舎貴族のひとつやふたつ、簡単に潰せますわ」

「お父様にお願いしようかしら……邪魔な家があるって」

「わたくし達に意見はしないことね。家族が大切じゃないのかしら？」

　やがてひとり、ふたりと聖女は去っていった。シャーリーを筆頭とする令嬢達に虐げられるうちに精神を病み、体を壊してしまったのだろう。現在城にいる聖女は、オフィーリア含めて十二人ほどだったが、身分が低い聖女はオフィーリアだけとなり、ほとんど全ての仕事をひとりでやっていた。

　聖女の仕事の量が増えると、それに比例するように食欲もどんどん激しくなっていった。しかし周りから冷ややかな視線を感じ、極力量を少なめにしながら食べていたのでお腹は満たされない。仕事で出向いた教会で知り合った人達と親しくなり、食べ物を分けてもらいながらなんとか空腹を凌しのいでいた。

　やがてオフィーリアはあることに気づく。

　オフィーリアは一生懸命、聖女として国の役に立とうと努めていたが、どうやら他の聖女達の目的は違うようだ。高位貴族出身の聖女達にとって聖女とは、婚約時によりよい令息に嫁ぐためのステータスにすぎなかったのだ。

　スーリア王妃も元々はこの国の聖女だった。同じ年頃の王太子がいるとなれば、水面下ではどの家もその妃きさきの座を狙い競い合っていたのだろう。

　だがそれも高位貴族の話。辺境の子爵家出身のオフィーリアなど、眼中になかったはずだった。ところが、その子爵令嬢が王太子の婚約者に選ばれた。オフィーリアへの当たりが強くなったことは当然の結果だったと言えよう。

　婚約して七年間、アティカスとの関係性は変わることはなかった。

　彼はことあるごとに「オフィーリアとの婚約をなかったことにしてくれ」と訴えていたそうだが、そのたびに国王は」この国は聖女の力で恐ろしい魔獣から守られている。草木が育ちづらいこの国で作物が元気に育つのも聖女のおかげだ。聖女の力なくしてスーリア国は成り立たない。オフィーリアは聖女として大きな力を持っているのだ」とその申し出を跳ね除けていたらしい。

　オフィーリアを前にするとアティカスの表情はいつも以上に険しいような気がしていた。

　王妃になるため、アティカスの隣に並んでも恥ずかしくないようにと、令嬢としてのマナーを身につけて、厳しい王妃教育も乗り越えてきた。それだけではない。聖女の仕事を頑張って、国を守ってきた。

　それでも、アティカスはオフィーリアを否定し続けていた。

（結局、アティカス殿下と仲良くなれませんでした）

　オフィーリアの努力を無視するように、彼はいつも色んな令嬢達と一緒にいた。理由はわからないが「役立たず」と罵ののしられることもあった。アティカスに寄り添う令嬢達はクスクスと笑いながら「可哀想に」と言ってオフィーリアを見ていた。

　恐らくオフィーリアがいないところで、なにか言われているのだろうと思った。しかしアティカスはオフィーリアの話に耳を傾けようとはしなかった。

　誰とでも仲良くして、手を取り助け合いながら暮らしてきたオフィーリアは、アティカスに拒絶されたことに大きなショックを受けていた。それどころか、オフィーリアを気に入らないという他の聖女や貴族の令嬢達にも虐げられる始末である。

　名ばかりの婚約者には嫌われ、聖女仲間からも馬鹿にされる。悪い噂が流れているせいか令嬢や令息達から話しかけることもなく、友達もいない。お腹いっぱい食べることもできない。そんな寂しい日々は、オフィーリアの心を疲弊させていった。

　こんなことならば、芋をお腹いっぱい食べられていた時の方がずっとずっと幸せだった。そう思うこともあった。

　オフィーリアに仕事を押し付けた他の聖女達は、毎日楽しそうに過ごしていた。

「お母様とドレスを選びに行くから」

「今日はお茶会に呼ばれているから」

「婚約者と出かけるの」

　そう言って自由に城から出て家に帰る聖女達が、オフィーリアは羨ましくて仕方なかった。

　オフィーリアは家族に会うことを許されていなかったのだ。国王や王妃に理由を聞こうとしても、納得できる前に無理矢理話を切り上げられてしまう。

「我々が手紙を届けるからね」

「使者を送ったが、とても元気そうにしていたよ」

「君がいなくても幸せそうにしているよ」

　そんなことを言われて、はぐらかされて先延ばしにされてしまうばかりだった。

　しかし家族からの手紙は毎年一、二通しか届かなかったし、その内容も両親が書いたとは思えないものだった。

（もしかして、お金をたくさんもらえて豪華な暮らしをしているから、私のことは忘れてしまったのでしょうか？　もしそうだったら、とても寂しいです）

「芋をたくさん贈るからね」と言ったのに一度も送られてこないというのも不思議だった。こっそり城を抜け出そうとしたこともあったが、警備隊に見つかって部屋の外から鍵をかけられた上に、見張りも増えてしまった。

　こっぴどく王妃に怒られて「子爵家がどうなってもいいの？」と言われてしまえば、オフィーリアは「ごめんなさい。もうしません」と言うしかなかった。

　そもそもお給金の全てを子爵家に送ってほしいと言ったのだが、本当にそうしてくれていたのだろうか。

　成長するにつれて違和感は増していったが、真実を確かめる術すべはなかった。こうして考えてみると疑問ばかりだが、誤魔化されていたような気がしてならない。

（お父様、お母様、王都は色々なものに溢れていますが、とても寂しいです）

　温かなカーウィラ領に帰りたくて仕方なかった。

　幸い、こっそりと仲良くしてくれる料理人や侍女が数人いて、隠れてではあるがお腹を空かせたオフィーリアのために食べ物を届けてくれた。

　教会に治療に行けば感謝されるし、街の人達はオフィーリアに親切にしてくれた。カーウィラ領からついてきた精霊達も側にいて、王都の精霊とも仲良くなれたため、今までなんとかこの寂しさや悲しさに耐えることができていた。

　高位貴族の令嬢達を押しのけて王太子の婚約者となった、厚顔無恥で大食らいの芋聖女――周囲からの見え方はこんなところだろう。

　多少反感を買っても致し方ないとは思っていたが、まさかこんな形になるとは思っていなかった。
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　オフィーリアが今までのことを思い出しながら考え込んでいた時だった。

「着いたぞ」

　冷たい声が聞こえて、馬車の扉が開いた。無理矢理腕を引かれて、ゴミのように道端にポイと投げ捨てられてしまう。

　あまりにも乱暴だったため、尻餅をついてしまった。

「痛っ！」

「じゃあな、偽物の聖女め！」

「あの、ここはどこですか!?」

「聖女の結界がない場所だ」

「え……!?」

「つまり、魔獣がウヨウヨいるってことさ」

「二度とスーリア王国とシャーリー様に近づくなよ。悪女め」

　そんな暴言を吐いている近衛騎士達の頭や馬車に精霊達がしがみついて、ガジガジと噛みついている。しかし精霊が見えない騎士達は気づいていない。

　オフィーリアは精霊達に声をかけた。

「戻ってきてください！　危ないですよ」

「ふん、今更縋っても遅いんだよ」

「ここで飢え死にしろ。その前に魔獣に食い殺されるかもしれないがな」

「ははっ、違いない」

「あの……あなた達に言ったわけでは」

　精霊達に言ったつもりだったが、近衛騎士達に話しかけたと勘違いされてしまったようだ。みるみるうちに近衛騎士達と馬車が黒いモヤに包まれていく。

　精霊達の怒りが集まって、その周囲によくないものが引き寄せられているようだ。

　この黒いモヤモヤを浄化できるのは聖女だけ。これが人に纏まとわりついていると、間違いなく病気になったり怪我をしたりと危険な目にあう〝よくないもの〟ということだけはわかっていた。

　このままではなにかよくないことが起こってしまう。今度は騎士達を引き止めるために声をかけた。

「余計なお世話かもしれませんが、浄化した方が……！」

「俺達に媚こびを売っても無駄だぞ」

「偽物の力などいらない。じゃあな」

　そんな言葉と共に馬車はすごい勢いで駆け抜けて行ってしまった。

「……大丈夫ですかね？」

　近衛騎士達を心配する言葉が気に入らないのか、精霊達は体を尖とがらせて怒っているようだ。

「皆さんも怒ってばかりいると黒いモヤが溜まってしまいますよ？　私は大丈夫ですから、落ち着いてください」

　刺々の体になった精霊達を手のひらに乗せ、力を流し込んで黒いモヤを取り去る。

　いつものまん丸の姿に戻ったものの、気が収まらないのか精霊達は鼻息荒くフンフンと息を吐き出している。

「元気になってよかったです！」

　そう言って精霊達と笑い合っていると、グルル……とオフィーリアのお腹が大きな音を立てた。

「お腹が空いてきました……これからどうしましょう」

　オフィーリアは立ち上がって聖女服についた砂を払った。ここにいては、あの騎士達の言う通り、本当に魔獣に食い殺されてしまうだろう。

　後ろからゾロゾロとスーリア王国にいなければならないはずの大量の精霊達がついてきていることにも気づかずにオフィーリアは歩き出した。

　その少しあと……馬車が壊される音と悲鳴が森に響き渡ったが、騎士達が魔獣に食い殺されていることに気づくことはなかった。

　オフィーリアは道なき道を歩き続けた。

　森を抜けられたのはよかったが、辺りはどんどんと暗くなっていく。歩いても歩いても街の光どころか、先が見えない。

（野宿するにしてもなにも持っていないし、民家もないようですね……）

　あの騎士達の言う通り、そろそろ魔獣が出てくるかもしれないと思った時だった。

　――ぐーぎゅるぎゅるぎゅる。

　オフィーリアのお腹の中から凄まじい音が鳴った。あまりの空腹と体から力が抜ける感覚に膝を折った。

（お、お腹が空いて動けない！　こんなこと初めてです）

　こんな時に限って、エネルギー切れのようだ。パーティーであれだけ食べたのに、すぐにお腹が空いてしまう。

（やっぱり、私ってどこか変なのでしょうか）

　地面にぽたりぽたりと涙がこぼれた。急に襲ってくるひとりの寂しさと、このままどうなってしまうのだろうという恐怖。

　助けを求めたくても辺りには誰もいないしなにもない。カサリ、カサリと先ほどから嫌な音が響いている。

（こんな空腹の状態で魔獣に食い殺されてしまうのでしょうか!?　こんな死に方は絶対に嫌！　嫌ですが力が入りません……）

　道の真ん中で倒れ込んだあと、力を振り絞ってなんとか仰向けになった。心配そうに精霊達はふよふよと辺りを飛び回っているが、オフィーリアは声をかける元気もなかった。体の中からなにかが抜けていく感覚がある。

（このまま、私の人生は終わってしまうのですか……？　どうせならお腹いっぱいで死にたかったです）

　オフィーリアは胸元で手を組んだ。思い出すのは両親の笑顔だった。精霊達がオフィーリアの周りを飛び回っているのがぼやけて見えた。

（お芋が一個、お芋が二個、お芋が三個……精霊達がお芋に見えます）

　オフィーリアはじゅるりと涎をすすった。

　そういえば、なぜかいつもの倍ほどの精霊が周りにいるように見えるが、気のせいだろうか。前々から思っていたが、側にいる精霊の数が多いほど、お腹が空きやすい気がするのだ。

（ああ……意識が遠くなります）

　このまま魔獣に襲われて人生が終わるとしたら、なんと悲しいのだろうか。

（お腹いっぱいになりたい人生でした……）

　そのままオフィーリアは意識を手放した。










２章　運命の出会い




「……これで魔獣を全て倒したか」

「リーヴァイ殿下、今日も見事でしたね！　お疲れ様です」

「ああ、誰も怪我はないな」

「はい！」

「リーヴァイ殿下のおかげで誰ひとり、大きな怪我はしておりませんよ」

「そうか、ならよかった」

　周囲から緊張感は消え、安あん堵どの笑みがこぼれた。武器を携えた男達はハイタッチしながら喜び合っている。

　パッと魔獣の血を払い、鞘さやに剣を収めたリーヴァイはロイヤルブルーの乱れた髪を勢いよく掻き上げた。フッと息を吐き出すのと同時にスカイグレーの瞳を細め、警戒するように辺りを見渡した。

　目鼻立ちははっきりとしており、背が高く、服の上からでもわかる鍛え上げられた肉体。スラリと伸びた手足は異性の目を惹ひきつける。

　カチリと剣を鳴らしたリーヴァイは、慣れた様子で部下達に指示を出していく。

　ここはハリブリア王国の端に位置する森の中。隣国のスーリア王国との国境付近で魔獣が多く出る危険地帯だった。

　まっすぐと伸びる背の高い木々の間から日光が差し込み、薄暗い森をつかの間照らす。魔獣の返り血を浴びたリーヴァイの頬を洗うように光が揺らめき、リーヴァイは目を細めて荒っぽく頬を拭った。

　草木は生い茂り、苔こけむしたゴツゴツとした岩や隆起した木の根が足元を危うくするが、数多の経験を積んできたリーヴァイにとって、それはさほど問題ではなかった。

「リーヴァイ様、この一帯の魔獣はこれであらかた払えたでしょうか」

　赤毛を緩く束ねて前に流した男がひとり、リーヴァイの元に近寄り声をかける。

「万が一があってはいけない。すまないが、もう少しだけ付き合ってくれ」

「もちろんです。どこまでもお供いたします」

「ラルート、いつもすまない」

「構いません」

　ラルートと呼ばれた男は、長い前髪の隙間から見えるブラウンの瞳を細め、そのままじっとリーヴァイを見つめる。その様子に、リーヴァイは怪け訝げんな視線を向けた。

「……なんだ？」

「いえ。ただ、こんなにも強くて見目も悪くないのに女性にモテない我が主あるじが心配で……」

「……無駄口を叩くな。行くぞ」

「かしこまりました」

　にこやかに笑ったラルートにリーヴァイはため息を吐いた。

　宰相の息子で公爵令息でもある彼とリーヴァイは幼おさな馴な染じみだった。気心知れた仲ゆえに遠慮がないが、切れ者のラルートはリーヴァイがもっとも信頼を置いている人物だった。

　感情が表に出づらく威圧的なオーラが漂うリーヴァイに対して、ラルートは人当たりのよさそうな笑みを常に浮かべている。その柔らかく紳士的な対応が、リーヴァイの近寄りがたい雰囲気を中和してくれていた。

　ラルートは女性ウケもいいが、リーヴァイとしては、彼の笑顔の裏に隠れている腹黒く抜け目のない部分を知っているため複雑な気分になる。

　そんなリーヴァイとラルートは、毎日率先して国境の警備の手伝いに向かい、魔獣の退治に勤いそしんでいた。この国が民にとって少しでも安心して暮らせる場所になるように、せめて自分の手の届く範囲は守りたい。そんな想いから国境警備隊と共に見回りを行っていた。

　今いる場所はもっとも魔獣の被害が多く、リーヴァイは何度もこの場所の魔獣討伐を手伝っていた。今いる道をまっすぐ進むとスーリア王国に辿たどり着くのだが、そのスーリア王国には『聖女』と呼ばれる不思議な力を使える少女達がおり『精霊』と呼ばれる聖女にしか見えない不思議な存在に国を守ってもらっているらしい。

　たったそれだけで、国を魔獣達から守ることができるなんて、最初に聞いた時は信じられなかった。

　ハリブリア王国では、武力をもって物理的に魔獣と戦うしか方法がない。他国も同じようなものだろうが、ハリブリア王国は大国ゆえ守る範囲も広く、魔獣による被害と犠牲が多く出てしまっている。

　他国ではスーリア王国に聖女を譲ってくれないかと交渉したこともあったそうだ。

　大金と引き換えに聖女をもらい受け、王族との婚姻を叶かなえた国もあったようだが、どうやら聖女というものは、一人ひとりが一国を守れるほどの力を持つわけではなかったらしい。

　国の守護のためには複数の聖女が必要で、ひとり手に入れたところで無駄なものだと悟った諸国は、聖女獲得を諦めたのだった。

　リーヴァイはスーリア王国へ続く道をじっと見つめていた。

「いいですよね、スーリア王国は。聖女達のおかげで魔獣に怯おびえずに済むのですから。今日も盛大なパーティーでも開いているのでしょうか」

　視線の先に気づいたのか、ラルートはため息を吐き出しながら呟つぶやいた。

「……さぁな」

「令嬢達も令息達も綺麗で煌きらびやかで眩まぶしいくらいです……羨ましいですね。ハリブリア王国の女の子達は、みんな逞たくましくて圧倒されるほどですから」

　スーリア王国は、聖女がいるおかげで国防費が抑えられているのだろう。軍の整備等にもっとも多くの予算を割いているハリブリア王国と異なり、その分を他のことに回せる。だからこそ、煌びやかな装飾が目立つのかもしれない。

　ハリブリア王国では、貴族の令嬢達も滅多に派手なドレスは身に着けない。ドレスを着ていては万が一、魔獣に遭遇した時に戦えないからだ。普段から動きやすい格好をしているし、幼い頃から剣術や武術など身を守る術を身につけるために必死である。

「ないものを強ね請だっても仕方ないだろう？」

「まぁ、その通りですね。聖女はいなくてもうちの国には最強の剣の使い手であるリーヴァイ殿下がいますからねぇ」

「民を守りたいだけだ」

　周囲に止められたとしてもリーヴァイは剣の訓練をやめなかった。みんなが魔獣に苦しむ姿を上から見ているだけなんて、とてもできなかった。何人もの師を呼んで、寝る間も惜しんで訓練した結果、化け物じみた力を手に入れた。一方のラルートは後方支援ができるようにと弓の技術を磨いていた。

　確かに王族らしくはないかもしれないが、着飾って指示を出しているのは性に合わなかった。

「さすが、この国の英雄様はかっこいいことを言いますね」

「別に。本当のことだ」

　そんな話をしていると、ラルートはリーヴァイの視線が明らかに一点に向けられていることに気がついた。視線の先は、息絶えた魔獣である。ラルートはリーヴァイの体を肘でつついた。

「まさか……またよからぬことを考えていませんか？」

「いや、この魔獣はどんな調理法で食べたら美味しくなるかと考えていただけだ」

「それが〝よからぬこと〟だと申し上げているのですよ」

　そう言ってラルートはため息を吐き出した。

「そんなことばかり言っているから、二十二歳になっても婚約者もできずに、いい雰囲気になっても続かないんですよ」

「ラルート、無駄口を叩くなと言ったはずだ」

「はいはい、わかりました。そろそろ行きましょうか。みんながリーヴァイ殿下の帰りを待ってますよ」

　ラルートの話は耳が痛い。そう感じながらリーヴァイは歩き出す。

　そんな時、暗闇に浮いている不思議な光を見つけた。

　目を凝らすと、プカプカとなにかが線を描いて飛んでいる。虫にしてはかなり大きいような気がした。

「……なんだ？」

「どうかしましたか？」

「あそこを見てくれ」

「なんでしょうか？　新種の魔獣かもしれませんね」

「あんなに光り輝く魔獣がいるのか？」

「さぁ……わかりません」

「放置してハリブリア王国に害があったら大変だ。確認しよう」

「了解しました」

　光に導かれるように、森を抜けて歩いて行く。先へ進むにつれてだんだんと光の数は増えていき、やがてその色とりどりの光が一か所に集まっていることに気がついた。

　リーヴァイは再び剣を抜くと、少しずつ光の元に近づいて行く。すると光以外に、ギラリと鋭い眼光の獣達が荒い息遣いで涎を垂らしている姿が見えた。

　光を取り囲むようにして魔獣がいるのかと思いきや、少し開けた道端に倒れている人影を見たリーヴァイとラルートは目を見開いた。

「魔獣が狙っているのは……まさか人か!?」

「なぜ、こんなところにいるのでしょうか？」

「おかしい……どうして魔獣は動かないんだ？　人間を見たら大人だろうが子供だろうが襲いかかるはずだろう？」

　さらによく目を凝らしてみると、倒れているのは小柄な少女だということがわかった。

　ピンクゴールドの髪はふわふわとカールがかかっていて、長い睫まつ毛げと小さな桃色の唇、陶器のような白い肌は、まるで人形のようだ。

　人を見れば問答無用で襲いかかる魔獣が、少女の前で二の足を踏んでいる。色とりどりの光が魔獣達を威嚇するように飛び回っているせいで魔獣も動けないようだ。

　気のせいかもしれないが、光は少女を守っているように見えた。

「助けるぞ」

「了解」

　ラルートが狙いを定めて矢を放つと魔獣の体に命中する。

　こちらに気づいた魔獣はすぐに襲いかかってくる。迎え撃つように剣を抜いて両手で握ったリーヴァイは、何匹もの魔獣が飛び上がった隙に思いきり剣を振った。

　――――――ギャアアアアア！

　汚い悲鳴と共に血が噴き上がる。次々と魔獣を切り殺していき、辺りは静寂を取り戻した。横にいたラルートが「ヒュー」と口笛を吹いた。

「さすがですね」

「比較的、弱い魔獣だったからな」

「そんなことを言えるのはリーヴァイ殿下だけでしょうね」

「そうか？」

「そうですよ。そろそろ自分の強さを自覚してください」

　魔獣を全て倒し切ったあとに急いで少女の元へと向かい、ゆっくりとその体を起こす。外傷はなく、出血もない。それに体も温かい。

（生きている……！）

　ひとまず少女が無事だったことに安堵する。

「おい……大丈夫か!?　返事をしろ」

「ぅ……」

　リーヴァイが体をそっと揺らすと、少女は苦痛に顔を歪めながら小さくうめき声をあげた。

　その時、リーヴァイは少女の服装に見覚えがあることに気づいた。

　修道女のような黒のスカートと、金糸で縁取られた白地の襟元。ワンピースのようなその服の胸元やスカートの端には、国の紋章が刺し繍しゅうされている。

「リーヴァイ殿下、この服と紋章は……」

「ああ、彼女は恐らくスーリア王国の聖女だろう」

「どうしてこんなところに倒れているのでしょうか。聖女は本来、城で囲われるようにして過ごしているはずですよね」

「ここは聖女と精霊が張る結界の外だ。たったひとりでこんなところにいるなんておかしくないか？」

「確かに。駆け落ちという感じでもなさそうですね。周りに馬車もありません。それに他に人がいないのも不思議です」

　ラルートは顎に手を当てて考え込んでいる。リーヴァイは改めて少女を見た。まるで小動物を彷ほう彿ふつとさせるような可愛らしい容姿に、自然と庇ひ護ご欲よくを掻き立てられる。

　見み惚とれていると、ニヤニヤと口元を押さえているラルートがぽそりと呟いた。

「まさか……リーヴァイ殿下、一ひと目め惚ぼれでは？」

「……いや」

「リーヴァイ殿下は動物や子供を可愛がりたいのに、いつも怖がられてショックを受けていますもんね。令嬢達にも尊敬はされているけど、どこか距離を置かれてる感じは否いなめません。顔が怖すぎるからでしょうか」

「そんなことはない」

　リーヴァイは否定しているが、実際には子供に泣きながら逃げられたことがある。なので笑みを浮かべるように気を付けているが、どうやらその笑顔が怖いようだ。

　ラルートと話していた時、驚くべきことが起こる。

　――――ぐうーぎゅるぎゅるぎゅる！

　けたたましい音にふたりは目を見開いた。

「なんですか、これ!?　魔獣の鳴き声だったりします？」

「まだ近くに潜んでいる奴やつがいるのか？」

　聞いたことのない音に、辺りを警戒してみるが物音ひとつしない。

　しかしすぐ近くから再び「ぐうぅぅ～」と鳴り響く大きな音にラルートと顔を見合わせたあと、少女の腹を見た。

「腹の音、なのか？」

「……恐らく」

　少女が空腹だということはよくわかった。だったらリーヴァイのやるべきことはひとつだけだ。

「行くぞ」

「行くってどこにですか？」

「ひとまずハリブリア王国に連れて帰る」

「しかしスーリア王国の人がもし聖女を迎えに来たりしたら……トラブルになりませんか？」

「こんな危険な場所に放置するわけにもいかない。ひと通り魔物は追い払ったとはいえ、いつまた新しい魔物が現れるかわからないしな。それに、まずは事情を聞くべきだろう？」

「そうですが……」

「かなり腹を空かせている様子だし。スーリア王国から長いこと歩いてきたのではないか？　まずは、腹いっぱいにしてあげるのが先だな」

　呟くようにリーヴァイが言った言葉で、ラルートは彼の真の目的に気づく。

「まさか……！　また〝アレ〟をするつもりじゃないでしょうね？」

「ああ、警備隊も部下達も腹を空かせている頃だろう。俺の出番だ」

「そうですけど、あまり作りすぎないでくださいね。食べきれませんから」

「わかっている。だが、まだまだ作り足りないんだ。それに料理を作るのはとても楽しい」

「魔獣から国を守るために最前線に立つ王子も珍しいですが、料理を作って振る舞うのが趣味なんて堂々と言う変わり者の王子はどこの国を探してもリーヴァイ殿下だけでしょうね」

「今日は今朝から煮込んであった野菜があったな。あとは香草で鹿肉を焼いてステーキとスープにしよう」

「はいはい、了解です」

　リーヴァイは少女を抱えて、みんなのいる場所へと戻ったのだった。




◆　◆　◆




　オフィーリアは浮遊感を覚えていた。

　今すぐ起きなければ魔獣に襲われてしまう。そう思っているのに上手く体を動かせずに、もどかしさを感じる。

（早く動かなきゃ！　このままだと魔獣に食い殺されてしまいます）

　そう思っていると、ふと美味しそうな匂いが鼻を掠かすめる。

（あれ……いい匂いがする。もしかして、ここは天国なのかもしれません！）

　森で倒れたまま、すでに魔獣に食われたに違いない。そのまま天国に運ばれて『お腹いっぱい食べたい』という願いが叶ったのだと思った。

　オフィーリアが匂いにつられて体を起こすと、ぼんやりとした視界に映るのは、キラキラと輝く肉汁が溢れるステーキや、ゴロリと大きく切ってある肉と野菜の黄金スープ。山盛りで健康的なサラダにはカリカリに焼かれた肉が散りばめられている。それも大量に。

　オフィーリアは無意識に垂れてきた涎をじゅるりと啜った。お腹がご馳ち走そうを求めて、ぐるぐるとすごい勢いで鳴っている。

（わあ……すごく美味しそう！）

　オフィーリアは手を合わせて「いただきます！」と呟いた。

　フォークとナイフを掴んで目の前にある分厚いステーキを切って口に放り込んだ。舌の上で、じゅわっと溢れる肉汁と香草のいい香りが広がった。

「んんっ、とってもおいひぃです！」

　ゴクリと肉を飲み込むように食べたあと、隣にあったスープを手に取った。ゴロゴロの肉と野菜を次々と口の中に放り込んでいく。

（よく煮込まれてて柔らかくて、とっっっても美味しいです！）

　次々に皿が空っぽになっていくのに無限にお皿に乗った料理が出てくる。

（やっぱりここは天国なんですね……！）

　オフィーリアは頬を押さえながら無限に美味しい料理を味わえる幸せを噛みしめていた。

「美味いか？」

「とっても、とっても美味しいですぅ！　ほっぺたがとろけそうです」

「そんなに食べても平気なのか？」

「私、たくさん食べてもすぐにお腹が空く体質で……」

「体質？　それはいくらでも食べられるということか？」

「はい！　食べても食べても、すぐにお腹が空いてしまうんですよ！　不思議ですよねぇ」

「そうか。それは……最高だな」

「……最高？」

　オフィーリアはモグモグと口を動かしながら考えた。

（あれ……？　私、誰と話しているんでしたっけ）

　ふと、ぼやけていた視界が一気にクリアになる。目の前にはロイヤルブルーの髪をした、つり目で眉目秀麗なイケメンがいる。……正確には、鍋の前に立って、片手にお玉を握っている背が高く体格のいいイケメンだ。

　スカイグレーの瞳と目が合い、ヘラリと微ほほ笑えむと彼は驚いたのか大きく目を見開いている。

（こんなに料理上手で、かっこよくて、優しい……ということは）

　オフィーリアはその瞬間、なにかを悟った。

「あっ、わかりました！　ひょっとして、あなたって神様ですね！」

「…………神、様？」

「ああ、ご飯の神様！　美味しいご飯をありがとうございますっ！　私、このお料理全部大好きです。手間がかかっているのがわかります。どこか懐かしくて、でも豪快で、食べ応えがあって最高です！」

「本当か？」

「はい！　天国がこんなにいいところだなんて知りませんでした！　お腹いっぱい食べれるし、神様はとてもかっこよくて料理上手なんて！　私、ずっとここにいたいなぁ」

「……ありがとう。そう言ってもらえてとても嬉しく思う」

「こちらこそ、ありがとうございます！　ここではいっぱい食べるのを我慢しなくていいんですね！　ウフフ、とっても幸せです。神様、ありがとうございますっ」

　オフィーリアはそう言って頬を押さえながらも、スプーンを口に運ぶ手を休めなかった。ここでは我慢する必要はない。それだけで心がこんなにも軽くなる。

「おかわりください！」

「あぁ、たくさん食べろ」

「ありがとうございます！　いただきますっ！」

　オフィーリアの手は止まらない。そして次々に皿を空っぽにしていく。それから三十分ほど経過して、大皿が二十枚ほど積み上がった頃、オフィーリアは久しぶりの満腹感に浸ひたっていた。

「どうした？　おかわりか？」

「とりあえず満腹なので、大丈夫です！」

　空っぽになった鍋を満足そうに見ている神様に問いかける。

「神様は、料理が好きなんですか？」

「あぁ、とても好きだ」

「素敵ですね！　神様みたいな人と結婚できたら私は幸せでしょうね！」

「……結婚？　俺が、怖くないのか？」

「ふふっ、全然怖くないですよ！　それにとても凛り々りしくて素敵だと私は思います！　あ、私は見たことないですけど、隣国のハリブリア王国の人達はこんな感じの格好をして、神様みたいに腰に剣を差しているんですよね？　剣術で魔獣を倒すなんてすごいですよね」

「まぁ、そうだな」

「はぁ……！　久しぶりにお腹いっぱいになりました！　ごちそうさまでした」

　オフィーリアは両手をパンッと音が鳴るほどに合わせて頭を下げた。しかし合わせた手の感触が妙にリアルに感じた。ジンジンとする手のひらを見て首を傾げる。

「あれ？　おかしいです」

「なにがだ？」

「あの、神様。ここは天国ですよね？　天国にいるのに手を叩くと痛いなんておかしいです」

「いや、ここは天国ではないが」

「え……？　でも私は道に倒れて魔獣に食い殺されたはずでは？」

「魔獣は全て倒した」

「へ……？　じゃあ、今の料理は？」

「俺が作った」

「やっぱり神様が作ったんですね！　なら、やっぱりここは天国ですよね？」

「ここは、ハリブリアだが……」

「ハリ、ブリア……？」

　今更ではあるが、オフィーリアはある違和感に気づく。先ほどから天国のわりには騒がしく賑にぎやかだなとは思っていた。辺りを見回してみると、何人もの男性が口をあんぐり開けながら、オフィーリアと積み上がった大皿を見ているではないか。

　しかもよくよく見てみると、腰に剣を差したり、背中に武器を背負ったりした男性達ばかりだった。

　オフィーリアは状況がいまいち掴めずに首を傾げた。

「私……ここで一体なにを？」

　そう問いかけた時、疲弊した精霊達が黒いモヤをまといながら、オフィーリアの側に浮いていることに気づく。

「わわっ、大変です……！　待っててください！　すぐに取りますから」

　オフィーリアはいつものように手のひらに精霊を乗せてから目を閉じて祈りを捧げた。するとキラキラとした光に包まれると共に黒いモヤが消えて、精霊達は機嫌がよさそうにぴょんぴょんと元気に飛び回っている。

　すると次の精霊が順番にオフィーリアの元にやってくる。いくら祈っても次々に現れる精霊達を不思議に思って、顔を上げると驚くべき光景が広がっていた。

「こ、こんなについてきちゃったんですか!?」

　スーリア王国で仲良くしていた精霊達が大量にオフィーリアの側にいることに気づいて思わず声をあげた。

　生まれた時から一緒にいるフワフワのまん丸い精霊はいいとして、問題はスーリア王国や城で働いていた時にお世話になっていた動物型の精霊達だ。それに……。

「えっ!?　まさかあなた達も……？」

　小さな人型の精霊達は、教会にいて結界を張るために必要な存在ではなかっただろうか。その精霊達もオフィーリアについてきているではないか。

（これって、国を守る結界を張れなくなるんじゃ……）

　オフィーリアが考え込んでいると、先ほどまで神様だと思っていた男性が目の前に跪ひざまずく。

「君のことを教えてくれないか？」

「え……？」

「俺はリーヴァイだ」

「わ、私はオフィーリア。オフィーリア・カーウィラです。えっと、私は……ハッ！」

　つい、いつものように精霊達と話してしまったが、オフィーリアは国王と王妃に他国の人達には聖女だと絶対にバレないようにしなければならないと教え込まれていた。

　なぜならば聖女とわかった瞬間、利用するために牢に閉じ込められて死ぬまで空腹に耐えながら働かなければならないのだと、城に来た時から何度も何度も耳にタコができるほど言われていたからだ。

（隣国は怖いところ！　絶対に聖女だってバレてはいけません！）

　その思いだけは強く残っていた。

「あの……そのっ、私は聖女じゃないのです！　今のはひとりごとですから！」

「だがその服はスーリア王国の聖女服だろう？」

「はっ……！」

　下を向くと土で汚れたスーリア王国の聖女服があった。

　あの時、着替えることもなくそのまま馬車に放り込まれたため、オフィーリアが着ているのは、ひと目見ればスーリア王国の聖女だとわかるようなものだったのだ。

　誤魔化しようがなく、だらだらと汗が流れていく。

「違います！　聖女じゃないんです。えっと、えっと……！　今日はお祭りでっ、みんな聖女の格好をするんです」

「お祭り？」

「そうなんです！　あはは……あはっ」

　チラリとみんなの表情を確認すると、明らかにオフィーリアの話を信じてはいないようだった。オフィーリアは涙目で手を合わせながら必死に叫んだ。

「閉じ込めないでくださいっ！　閉じ込められて、お腹を空かせたまま働くのはもう嫌なんです！」

「いや……」

「お願いします！　見逃してくださいっ！　聖女だけど聖女じゃありませんからぁ」

　いい言い訳を思いつくこともなく、オフィーリアは祈るように手を合わせてからガバリと頭を下げた。しかし返ってきた言葉は予想に反して優しいものだった。

「なにを勘違いしているのかは知らないが、聖女だからといって君を利用しようだなんて考えていない」

「で、でも死ぬまで地下牢に閉じ込められて、空腹に耐えながら働かされるんじゃないんですか!?　食べ物をぶら下げられて、食べたかったら力を使えと脅されたりするのでは……？」

　オフィーリアが涙目で唇を噛みながら顔を上げると、リーヴァイは困惑して頬を掻いている。

　やはり閉じ込めるのかとプルプルと震えているオフィーリアを見て、リーヴァイは助けを求めるようにチラリと振り返る。リーヴァイの後ろから優しい笑みを浮かべた赤毛の男性が現れた。

「はじめまして。僕はラルート。ラルート・モクラと申します」

　柔らかな笑みに誘われるように、オフィーリアはラルートと名乗った男をじっと見つめた。その穏やかな雰囲気に、焦あせってバクバクと音を立てていた心臓が落ち着いていくのがわかった。

「怖がらなくても大丈夫ですよ。僕達はあなたを閉じ込めたりしません。それに、そんなことをしたら精霊達が怒るのではないのですか？」

「そうかも、しれません」

「誰でしょうね？　あなたにそんな間違った知識を教えたのは……」

「でもっ、国王陛下や王妃殿下はそうしなくちゃいけないって！」

　そう言うとリーヴァイとラルートは一瞬だけ目を合わせて微かすかに頷いた。

「オフィーリアはずっと城で働いていたのか？」

「はい！　八歳から城で暮らしていました。実家が貧しくて、幼い弟達もいたので。聖女は高いお給金が出ますし……毎日、休みなく働いていました」

「他の聖女達もいるのだろう？　その人達も君と同じようにしていたのか？」

「……いいえ」

　俯うつむいたオフィーリアは城での扱いを思い出していた。

「オフィーリア様はスーリア王国の聖女として大切にされていたのではないのですか？　どうしてあんなところに倒れていたのでしょうか？」

「それは……」

　オフィーリアは口ごもる。思い出すのは森に捨てられる前にひどく傷つけられたパーティーのことだ。

『お前は、父上と母上に気に入られるために他の聖女達を蔑ろにして、虐げ、聖女達の功績を全て自分のものにしていたらしいな』

『――食いすぎなんだよっ！　穀潰しが！　毎日毎日バクバクと目障りだ。なぜ父上がこんな聖女を許すのか！　信じられないっ』

　苦い思いが込み上げてきて、ギュッと胸元を握った。そんなオフィーリアを見て、ラルートとリーヴァイはなにかわけがあるのだと察することができた。

　リーヴァイがオフィーリアの固く握られた手を包み込むように自身の手を重ねた。オフィーリアがビクリと肩を揺らして顔を上げると、真剣にこちらを見つめるリーヴァイの姿があった。

　温かい体温に包まれ、涙がこぼれそうになる。

「無理にとは言わない。だが、俺達は君の力になりたいんだ」

「リーヴァイさん、ありがとうございます」

「よろしいのですか？」

　リーヴァイはラルートに向かって「怖がらせたくないんだ」と言って人差し指を唇に当てた。

　オフィーリアは戸惑ったが、リーヴァイ達は悪い人には見えなかった。それに、こちらの身を案じてくれているように感じた。

「……実は」

　オフィーリアは今まで起こったことをポツリポツリと語った。

　自分の生い立ちや聖女になった経緯、家族のために城で聖女として懸命に働いていたこと。地位の低い田舎者の聖女として馬鹿にされて虐げられていたこと。

　本当は自分が仕事を押し付けられていたのに『他の聖女達から精霊や功績を奪った悪女』と言われて、あらぬ罪を被かぶせられた挙句、一方的に婚約を破棄されたこと。そして国外に追放されて馬車から投げ捨てられたことを話した。

「生まれつき人よりたくさん食べるので皆様に迷惑をかけていた自覚もあって、自重していたのですが……」

　先ほどは遠慮することなく思いきり食べてしまったのを思い出してオフィーリアは恥ずかしくなり俯いた。

「確かにオフィーリア様はよく食べるようですね。いつも食べきれない量を作るので困っていましたが、まさか全ての皿を空にしてしまうとは」

「はい。ごめんなさい」

　オフィーリアが反省しているとリーヴァイが励ますように声をかけてくれた。

「謝ることはない。オフィーリアが小柄でたくさん食べるものだから驚きはしたが、ハリブリアの女性はみんなご飯をたくさん食べて体を鍛えるから、そこまでおかしいとは思わない。なぁ、みんな」

「あぁ！　オレのカミさんもオレの倍食べるぜ！　見ていて気持ちよかったぜ」

「俺の娘もだ。まだ小さいのに大人ふたり分、あっという間にペロリだ。気にすることはないさ」

「え……？」

　男性達は笑顔で頷いている。その反応の違いにオフィーリアは驚きを隠せずに目を見張った。それはスーリア王国の人達とはまったく違う反応だった。

「それよりもオフィーリアがスーリア王国の王太子の婚約者だったことが驚きだな」

「でもアティカス殿下にはずっと嫌われていたみたいで、婚約者らしいことはなにもしていませんでした。最後には悪女だと言われてしまって」

「……ひどいですね」

「でも全ては嘘なんだろう？」

「はい。私は精霊達をそんな風に扱ったことはありませんし、他の聖女の邪魔をしたこともありません」

　改めて思い出すと、悔しさや悲しさ、色々な感情が涙と共に溢れてきてしまう。何度も何度も涙を拭って笑顔を作ろうとするが、なかなか涙は止まらない。

「ごめんなさいっ！　涙が、止まらなくて」

「……オフィーリア」

「あはは……もう私も、なんでこんなことになってしまったのか」

　ズルズルと鼻水を啜る。

　周囲の騎士達も目頭を押さえているようだった。

　リーヴァイからそっとハンカチが差し出され、オフィーリアはペコリと頭を下げて受け取って涙を拭った。

「ありがとうございます。リーヴァイさん」

「オフィーリア、ここまでよく頑張ったな」

　大きな手がオフィーリアの頬を優しく滑って、残っていた涙を拭いとった。優しくこちらを見つめている瞳に見惚れていると、「ゴホン」とラルートが咳払いをする。

　その音にハッとして頬にあったリーヴァイの手を握りしめる。そして「ありがとうございますっ！」と慌てて言った。

　手を離すとオフィーリアは熱くなった自分の頬にそっと触れた。リーヴァイも自分の手のひらを見つめて固まっている。

　そんなふたりを見兼ねて、ラルートが口を開いた。

「オフィーリア様が倒れていた時に、眩い光が魔獣から必死にあなたを守っていました。本来、僕達は精霊を見ることはできないはずなのに、我々も光が見えたのです」

「光……？」

「精霊達は、オフィーリアを助けようと必死だったのだろう」

「そうだったんですね！　皆さん、ありがとうございます」

　周りにいる精霊達がオフィーリアにピタリと擦り寄った。オフィーリアは両手に精霊達を乗せながら御礼を言っていく。

　周囲はその様子を不思議そうに見ている。見えはしないが雰囲気でわかることもあると聞いたことがある。

　精霊達はリーヴァイやラルート、食事をしていたであろう男性達の周りを回りながらなにかを訴えかけている。

　よく見ると周囲にいる男性達もリーヴァイもラルートも小さな怪我をしていることに気づく。

　中には黒いモヤが漂っている者もおり、精霊達はオフィーリアにそれを知らせているようだ。確かにこのままにしておくのは危険だろう。

「皆さん、怪我をしていますね」

「全て魔獣と戦った時にできたものです」

「魔獣と……？」

「我々は魔獣が入ってこないように国境を見て回ったり、魔獣の被害が多いところに出向いて、こうして民に被害がおよばないように守っているんだ」

　オフィーリアはその言葉にハッとする。スーリア王国のように聖女がいない国では、噂うわさで聞いていた通り、魔獣を追い払うために武器などを使わなければならないようだ。そうなると、直接魔獣に触れることもある。そんな状況では黒いモヤがどんどんと溜まっていってしまうのだろう。

　みんながどうやってこのモヤを払っているのか気になった。魔獣に噛みつかれたと言う男性の近くに行ってみると、スーリア王国では見たことないほどの黒いモヤに包み込まれている。

　コレがいっぱいになってしまうと、なにかよくないことが起こると、それだけはわかっていた。

「その武器で魔獣を倒すのですか？」

「そうだ」

「危なくはないのですか？」

「もちろん、危険が伴う。実際に何人もの警備隊が魔獣にやられてしまうんだ。それでも国を守るためには戦い続けなければならない」

「そんな……！」

　オフィーリアは口元を押さえた。たしかに目の前の男性達は怪我を負っている。この状況を見てしまえば、事実なのだと信じざるを得ない。

　しかしオフィーリアはショックを隠しきれなかった。自分がどれだけ安全な場所で暮らしていたのかを思い知らされたからだ。

「しかし今日はリーヴァイ様やラルート様がいたから楽勝だったな」

「いつもはもっと手こずるんだよ！　さすがリーヴァイ様だ」

　口々にリーヴァイ達を称賛する男性達にオフィーリアは問いかける。

「リーヴァイ様は、お強いのですか？」

「ああ、この国で一番の剣の使い手だよ！　ハリブリアの英雄さ」

「ラルート様も弓の名手でなぁ！　ふたりがいると安心して戦えるんだ」

　対するふたりの反応は対極的だ。

「いや、大したことはない」とそっぽを向くリーヴァイに、「もっと褒めてもいいですよ？」とにっこりと微笑むラルート。

　その様子を見て騎士達は、「ハハッ！　リーヴァイ様とラルート様らしいや」とさらに盛り上がった。

　リーヴァイとラルートはみんなから頼りにされているようだ。

　それから騎士達は魔獣に襲われる寸前にリーヴァイに救われたことや、大きい魔獣を協力して倒した話をしてくれた。

（こんなに頑張って、国を守っているのですね！　私はこの人達のために、今なにができるでしょうか）

　スーリア王国の人間だと知っても、温かく迎えて優しく接してくれたリーヴァイ達に、なにか助けてもらった御礼がしたいと強く思った。なにか自分も力になりたい……そんな想いから口を開いた。

「私、ご飯の御礼に皆さんの怪我を治しますっ！」

「怪我を？　そんなことが本当にできるのですか？」

「はい！　私に任せてください。それにこの黒いモヤを取らないと、よくないことが起きてしまうんです！」

「黒いモヤ？　それって……」

「みんな、力を貸してください」

　そう言うと精霊達がオフィーリアの元に集まってくる。

「ありがとうございます！」

　オフィーリアが祈りを込めて、精霊達に気持ちを伝えると、その願いに応えるように優しい光がキラキラと降り注ぐ。

「なんだこの光は!?」

「……温かい！」

「これが聖女の力なのですね！」

　オフィーリアがフッと息を吐くのと同時に白い光が霧のように消えていく。

　パチリと目を開いてから様子を窺うために辺りを見回した。

「どうでしょうか？」

「怪我がっ！」

「全部、綺麗に治っている」

「信じられねぇ！　ありがとう、聖女様！」

　オフィーリアはその言葉にニコリと微笑んだ。聖女をやっていてよかったと思うのは、自分の力がこうして人の役に立てるということを実感する時だろう。

　オフィーリアが警備隊に囲まれて御礼を言われている間、リーヴァイとラルートは話をしていた。

「オフィーリア様はスーリア王国の王太子の婚約者だったのでしょう？　それほど力の強い聖女をなぜ、国外に追放したのでしょうか」

「俺だったら絶対にそんな愚かな選択をしない。それにこんなに力の強い聖女は聞いたことも見たこともない」

「そういえば、この辺りの国王達は平和協定についての会議に招集されていますよね？　国王と王妃は今、スーリア王国にいないはずです」

「まさか……王太子の独断だというのか？　国王に相談もせずに、そんな馬鹿なことをする奴がいるのか？」

「その可能性は高いのではないでしょうか？　ひとまずハリブリア王国でオフィーリア様を保護しましょう。国王陛下にはすぐに手紙を送ります」

「父上の帰りは？」

「スーリア王国の国王達と同じく二週間後になる予定かと」

「そうか」

　リーヴァイは騎士達に囲まれて嬉しそうに話しているオフィーリアの元に向かい、ある提案をする。

「オフィーリア、もしもスーリア王国に戻れないのなら、ハリブリア王国でしばらく暮らさないか？」

「……え？　ハリブリア王国で、ですか」

　オフィーリアは目を見開いた。リーヴァイからの思わぬ申し出に驚いたからだ。しかし、それと同時にオフィーリアに不安が襲う。

「で、でも私はあまり聖女として役に立たないかもしれないし、いっぱいご飯も食べてしまうので……」

「先ほども言ったが、ここにはオフィーリア並に食べる者はたくさんいるぞ？　みんな、魔獣と戦うために体力をつける必要があるからな」

「ですが……」

「俺達には見えないが、君が精霊達と話す姿や傷を治す姿を見て本物の聖女だと確信した。それにオフィーリアが人よりも多く食べるのは精霊達に力をあげるためではないのか？　大きな力を使うためにはそれなりの代償は必要だろう？　精霊達に力を分け与えているように見えたが」

「力を、分け与える……？」

「むしろ精霊達のために、たくさん食べた方がいいのではないのか？」

「え……？」

　オフィーリアはリーヴァイのその言葉に驚いていた。

（私が人よりもお腹が空くのは精霊達に力をあげるため……？　たくさん食べることは悪いことではないのですか？）

　しかし考える暇はなかった。リーヴァイがそっとオフィーリアの手を取って、まっすぐにこちらを見つめていたからだ。

　その頬はほんのりと赤らんでいるようにも見えた。

「オフィーリア」

「……はい？」

　リーヴァイの熱い視線を感じていた。しかしその理由はわからずに首を傾げて言葉を待っていた。

「君のことをもっと知りたい。オフィーリアのことが気になっているんだ」

「気になっている、って……私をですか？」

「オフィーリアの食べっぷりを見て、俺は……」

「ごっ、ごめんなさい！　はしたなかったですよね」

　オフィーリアは先ほど、寝ぼけて思いきり料理を頬張っていたのだ。

（やっぱりアティカス殿下みたいに、嫌われてしまうのでしょうか）

　そう思って震えていたオフィーリアに、予想外の言葉が耳に届く。

「俺の料理をあんなに美味しそうに食べてくれた女性はオフィーリアが初めてだ。俺はそれが嬉しくて仕方ない」

「……へ？」

「それにオフィーリアに食べてほしい料理がまだまだあるんだ」

「さっきの料理って、全部……」

「神ではないが、俺が作った」

　先ほど、リーヴァイを神様だと勘違いして、失態を重ねてしまったことを思い出したオフィーリアがもう一度、リーヴァイに謝罪しようとすると……。

「ブッ！　相変わらずひねりのない真面目な返答ですね」

「ラルート、なにがおかしい」

　茶々を入れるラルートをリーヴァイが睨む。

「いいえ？　あまりにも真剣な顔で言うので、面白かっただけですよ」

　リーヴァイとラルートを見ていると、とても仲がいいことがわかる。

　そしてこの大量に並べられた料理は、神様ではなく全てリーヴァイが作ったと聞いて驚いていた。

（リーヴァイさんは、もしかして普段は料理人なのでしょうか？）

　剣を携えてみんなに頼りにされている姿を見るとそうは見えないが、リーヴァイの料理はスーリア王国の城で食べていた上品な味とは違って、どこか懐かしくて心が温まる味だった。

　そう思ったオフィーリアは、リーヴァイに料理をするようになったきっかけについて聞いてみることにした。

「どうしてリーヴァイさんは、料理を作ろうと思ったのですか？」

「ああ、それは……」

　きっかけは、数年前。王国が食糧難に陥った時のことだったとリーヴァイは語り始める。

　国の危機をなんとかしなければと気を揉もんでいたリーヴァイは、いつものように魔獣退治に出かけた折、ふと、自分が倒した魔獣を有効活用できないかと思いついた。

　ハリブリア王国は戦の多い国ではないが、他国との戦いがないわけではないし、魔獣討伐は長期間にわたることもある。長引く戦では、食糧問題は最優先に解決すべき課題だ。

　当時、戦中の食事といえば保存のきくものが主流。空腹を満たすことが第一で、心を満たすという意味では、とても料理と呼べたものではなかった。騎士達の精神が否応なしにすり減っていくのをリーヴァイは歯がゆい思いで見ていた。

　元々、そうした戦中の食事事情が気になっていたリーヴァイは、自分が美味しい料理を作れるようになればいいのでは……と、思い至ったのだと言う。

　そこから持ち前の根性で試行錯誤を繰り返し、気がついたらすっかり料理人顔負けの腕に。そして彼自身も、料理を振る舞うこと自体が楽しみになったのだと語った。

　料理の魅力にはまったリーヴァイにとって、こうして魔獣を退治したあとに、騎士達に料理を振る舞うことは大きな楽しみだった。

　みんな無事に生きていることを実感するし、美味しそうに食べている姿を見ることが生き甲斐なのだとリーヴァイは続けた。

　しかしこれだけの量を作っても、彼にとっては全然作り足りないらしい。

「オフィーリア、君はいつも食べ足りないと言っていたな」

「はい」

「俺は作り足りない」

「つまり？」

「需要と供給のバランスがいいと思わないか？」

「えっと……」

　今まで感情の変化が少なく、どこか淡々としていたリーヴァイの瞳がキラキラと輝いているような気がした。

　すると突然、リーヴァイはオフィーリアの両手を包み込むように握った。

　オフィーリアは驚き一歩後ろに下がる。端整で男らしいリーヴァイの顔が眼前にあるだけでもドキドキだった。それに男性にこうして手を握られるのもオフィーリアは初めての経験だったからだ。

　ゴツゴツとした大きな手のひらと自分よりもずっと大きな体。吸い込まれてしまいそうな美しい瞳はまっすぐにこちらを見つめている。オフィーリアの心臓は先ほどからドキドキと鳴りっぱなしである。

「これはもう運命だと、そう思わないか？」

「運命……ですか？」

「オフィーリア」

「は、はいっ！」

「君に惚れた」

「……はえ？」

「正直言って、俺の理想そのものだ。今すぐ結婚してほしい」

　その言葉に周囲にいる人達の動きが止まる。一瞬、時が止まってしまったのかと思った。しかし、驚いているのはオフィーリアも同じだった。

「けっ、結婚って……本気ですか!?」

「ああ、俺はオフィーリアが気になって仕方ない。先ほど、オフィーリアも俺のような旦那がほしいと言っていた」

　リーヴァイを神様だと勘違いして『神様みたいな人と結婚できたら私は幸せでしょうね』と言った。それを思い出して頬が赤くなってしまう。

「そ、それは、その……！　リーヴァイさんを神様だって思っていたから！」

「それに俺と結婚すれば、いつもお腹いっぱい食べられるぞ？」

「お腹、いっぱい……!?」

　オフィーリアは先ほどの美味しすぎる料理の数々を思い出して、口端から涎を垂らした。その美味しい料理をいつでも堪能できるのはオフィーリアにとって魅力的な提案だった。

　するとラルートがリーヴァイを止めるように間に入ってきた。

「なにを考えているのですか!?　オフィーリア様はスーリア王国の王太子の婚約者だったのですよ!?」

「元、婚約者だ」

「それはそうですが……！」

「今後、こんな理想の女性に巡り会えるかわからないだろう？」

「だからって、こんな風に結婚を申し込むなんて……！　相変わらず本能のまま動いているんですから！」

「ラルート、だが」

　ラルートはクルリとオフィーリアの方に向き直ると、にこりと安心させるような笑みを浮かべた。

「申し訳ありません、オフィーリア様。びっくりしたでしょう？」

「あっ……はい」

「普段は冷静でこんな風になったりしないのですが、どうも気になることや好きなことには素直すぎてしまうというか、積極的になってのめり込んでしまうのですよ」

　早口で弁明するラルートの言葉にオフィーリアは相あい槌づちを打つことしかできずにいた。

「夢中になると、勢いと直感で動いて周りが見えなくなってしまうんです。こんな性急に結婚を申し込まれても戸惑うだけですよね？　僕は前々からやりすぎてはなりませんと言っておりますから」

「すまない。以後気を付ける。オフィーリアもすまなかった」

「いえ……男性に好意を向けられることが初めてで、私もどう対応していいか戸惑ってしまって！」

「……初めて？」

「も、もちろんリーヴァイさんが嫌だとかではなく、恥ずかしくなってしまって！」

　オフィーリアの初うい々ういしい反応を見て、リーヴァイとラルートは目を合わせた。

　本人は無意識だろうが、スーリア王国の王太子の婚約者だったはずの彼女が「愛されたことがない」と言っているようなものだったからだ。

「ですが、リーヴァイさんのようなかっこいい方にそう言ってもらえるのは嬉しいです」

　照れ笑いするオフィーリアに、リーヴァイは大きく目を見開きながら、オフィーリアに熱い視線を送っている。

　ラルートはリーヴァイがオフィーリアの素直で可愛らしい部分にさらに惹かれているのだと察した。

　そして、とてつもなく不器用な主のために、もう一度助け舟を出す。

「リーヴァイ様は、時折こうして感情的に動くものですから、勢いだけで話していると誤解されがちですが……いや、結婚に飛躍したのもたいがいなことですが、ご自分が料理を作りたいから、たくさん食べるオフィーリア様に告白されたわけではないのですよ。ひと目見た時から気になっていたみたいですし、先ほど騎士達を治療する姿も含めて、オフィーリア様に惹かれたのだと思います。なので、誤解しないでくださいね」

「はい、わかりました……？」

　オフィーリアはきょとんとした顔でラルートを見つめ、しばしの沈黙が続く。それからハッとして丁寧に頭を下げた。

「そういえば、まだ助けていただいた御礼をちゃんと言っていませんでしたね！　リーヴァイさん、ラルートさん、ありがとうございました」

　オフィーリアがにっこりと笑うと周囲が温かい空気に包まれる。精霊も嬉しそうに辺りを飛び回っていた。

　ラルートは、先ほどの自分の言葉が彼女に伝わっているのかいないのか測りきれず、目の前のこの女性もリーヴァイと張り合うくらい鈍そうだぞと感じていた。だが、主君の手前、黙って成り行きを見守った。

　リーヴァイはオフィーリアの前に手を出した。

「オフィーリア、もし帰る場所がないのなら一緒にハリブリア王国で暮らそう」

「……本当にいいのですか？」

　オフィーリアの問いかけにリーヴァイは力強く頷いた。ラルートも騎士達も歓迎してくれているようだ。

「ハリブリア王国へようこそ」

「よろしくお願いします！」

　騎士達に別れを告げて、リーヴァイの馬に乗せてもらったオフィーリアは「いい人に拾われてよかった」とひとまず安堵していた。

　今からどこに行くのかと問いかけると「とりあえずは住む場所が必要だろう？」とリーヴァイは言った。どうやらリーヴァイとラルートが住んでいる場所に向かっているらしい。

　部屋がたくさんあまっているから、そこに住んでいいと言われたオフィーリアは安心感からホッと息を吐き出した。

「オフィーリアは馬には乗り慣れているのか？」

「はい！」

「スーリア王国の貴族は馬車で移動すると聞いたが」

「そうですね。ほとんどの方は……。ですが私は幼い頃から色んな動物の世話をして、馬に乗って野原を駆け回っていたので慣れています。貴族と言っても田舎者なので」

「そうか。ハリブリアでは馬に乗れた方がいい」

「えっ……？　そうなんですか!?」

「馬車に乗っていて、魔獣に馬を襲われたら終わりだろう？　身も守りづらいし、大勢で移動していると目立つからな」

「確かに。その通りですね」

　スーリア王国では馬車で移動することが当然だった。しかしそれは魔物がいないからこそできたことだったのだろう。

「オフィーリアは作物などを育てたことはあるか？」

「もちろんです！　うちでは美味しいお芋を家族で協力しながら育てていたんですよ」

「そうか……！　俺も自分で料理に使うハーブや野菜を育てているんだ。だが、芋だけは上手く育たなくてな。あとで畑を見てくれないか？」

「私でよければぜひ！」

　そのあともリーヴァイとオフィーリアは主に食べ物の話で盛り上がっていた。

　ラルートはふたりの会話を聞きながら、ポツリと呟いた。

「まさにオフィーリア様はリーヴァイ殿下にとっての理想の女性かもしれませんね。これは」

「え……？」

「あはは、なんでもありませんよ！　ひとりごとです」

　目的の場所に着くまでずっと、リーヴァイとオフィーリアは畑や作物の育て方、好きな動物の話をして盛り上がった。スーリア王国では話すと白い目で見られていたようなことも、リーヴァイは「素晴らしい」「最高だな」と言って笑顔で聞いてくれる。

　自分の好きなことを話せるのがこんなに嬉しいのかと、オフィーリアは久しぶりに思い出せたくらいだ。

　スーリア王国では否定されていたこと全てを、リーヴァイは肯定してくれる。馬鹿にされて悩んでいた部分がアッサリと受け入れられて不思議な気分だった。

　かつては、土や花、馬に触れていると田舎者と馬鹿にされていた。食べれば食べるほど、嫌な顔をされたり「まだ食べるの？」といった冷ややかな視線を感じていた。

　だからオフィーリアはずっと遠慮して暮らしていた。

　貴族として、王太子の婚約者として振る舞うための我慢や努力を続けていたが、王都での生活は本当の自分を受け入れてもらうことができずに寂しさを感じていた。

　国王と王妃は一見するとオフィーリアを特別扱いして大切にしているように見えたが、その後ろになにか嫌な思惑が透けているような気もしていた。

（こんな風に、ありのままの私を受け入れてくれた男の人はリーヴァイさんが初めてです）

　褒められ慣れていないせいか、むずむずと恥ずかしい気持ちと、胸がポカポカと温まるような初めての感覚にオフィーリアは胸元を押さえた。

　ふとリーヴァイを見つめると、同じタイミングでこちらを見た彼と目が合った。瞳が優しく細まるのを見て、心臓がドキリと跳ねたような気がした。

（この気持ちはなんでしょうか……！　とてもドキドキします）

　それにリーヴァイに言われたように精霊に力を与えているとお腹が空くような気がしていた。

　そういえば他の聖女達の場合は常に精霊が側にいるというのは見たことがなかった。しかしオフィーリアはその逆で、精霊達はずっと一緒にいて、側から離れたことがない。

　リーヴァイの言っていることが正しいのだとしたら、なぜ誰も教えてくれなかったのだろう。

　そんなことを考えていると、乗っていた馬の足が止まった。

「オフィーリア様、着きましたよ」

　オフィーリアは、そう声をかけてくれたラルートの視線の先を見る。そして疑問に思ったことを口にした。

「……あの」

「はい」

「ここって、お城ですよね？」

　オフィーリアの前に聳そびえ立つ要塞のような立派な城を見上げて、口をあんぐりと開けた。

　やはり自分は牢の中に入れられてしまうのかもしれないと、悪い予感が頭をよぎった時だった。

「ああ、リーヴァイ殿下は、この国の王太子ですから」

「はい!?」

「あれ……？　リーヴァイ殿下、言わなかったのですか？」

「もうラルートが言ったのだと思っていた」

「怖がらせたくないからと仰おっしゃったではありませんか」

「すまない。そうだったな。すっかり忘れていた」

　どうやらふたりとも、オフィーリアにそのことを伝えたつもりでいたようだ。

　オフィーリアはワナワナと震えながら叫んだ。

「――――お、おっ、王太子ぃ!?」

　オフィーリアの大絶叫が城に大きく響き渡った。










３章　新しい生活




　空腹で倒れて魔獣に食い殺されそうになっていたところを助けてくれたのが、たまたまハリブリア王国の王太子だった――。

（まさかそんなことって……）

　オフィーリアはその事実に驚きを隠せずにいた。

「でも、ご飯……！　剣もっ、え!?」

「オフィーリア様、落ち着いてください」

「リ、リーヴァイさんは、料理人か剣士ではないのですか!?」

「料理人……いいな」

　同意するように頷くリーヴァイを見ながら、オフィーリアはなおも動揺していた。リーヴァイは平然と馬から降りて、慣れた様子でこちらに手を伸ばす。

「とりあえずは馬から降りて中に入ろう。オフィーリア、手を」

「は、はい！」

　動揺からか、上手く馬から降りられずにバタバタしていると、フワリと体が宙に浮く。リーヴァイに軽々と体を抱え上げられて、そのままお姫様抱っこをされていると気づいて顔が赤くなった。

「オフィーリア、疲れただろう？」

　そう言って優しく微笑むリーヴァイの笑顔にときめいて首を小さく横に振った。

（こんな風に簡単に体を持ち上げられるなんて、リーヴァイさんはすごいです！）

　同じ男性でも、いつも豪華に着飾ってはいるだけで、体を鍛えているわけではないアティカスには絶対に無理だろうと思った。

　リーヴァイに熱い視線で見つめられていることに気づいたオフィーリアは、頬を赤く染めた。

　そんなふたりを見て、周囲は騒ざわついていた。

　なぜならば、リーヴァイがこんな風に笑う姿を見たことがないからだ。普段は表情筋がまったく動かないため感情の変化がわかりづらく、いまいちなにを考えているかわからない。その上、体格のよさと威圧感、険しい雰囲気のせいで、女性や子供達から怖がられがちなのである。

　中には王太子という立場に惹かれて近づいてくる令嬢もいたが、魔物退治や料理ばかりしているリーヴァイをつまらなく感じてすぐに愛あい想そを尽かしていった。

　それにリーヴァイの作る豪快でカロリー高めの男飯を食べようとする女性はいなかった。

　そんなリーヴァイと女性達の姿をずっと見てきたラルートは、彼がたくさん食べるオフィーリアに運命を感じてしまうのもわかる気がした。

（こんなに相性がいいふたりは、他にいるのでしょうか？）

　ラルートはリーヴァイが心の底から嬉しそうにしている姿を見て、笑みをこぼした。そして、みんながふたりの甘い雰囲気にポカンと口を開けている中、タイミングを見計らって咳払いをする。

「ゴホン……！　オフィーリア様、リーヴァイ殿下、そろそろよろしいでしょうか？」

「あっ、はい！　お待たせしてごめんなさい！」

「チッ……」

　邪魔されたことが不服なのかリーヴァイは珍しくラルートを睨みつけた。

　しかしその態度をラルートは苦笑して受け流す。大好きなものを極めようとするリーヴァイの性格をよく理解しているラルートは、彼の〝大好きなもの〟の項目の中に、『剣』『料理』に加えて新たに『オフィーリア』が追加されたことをヒシヒシと感じていたからだ。

　今まで王城主催のパーティーなどで令嬢達と話すリーヴァイを見たことがあったが、当たり障りのない立ち居振る舞いをするばかりだった。そんな、これまでとはまったく違う反応に、リーヴァイの執着が芽を出したことを悟った。

　オフィーリアは大きな城を見上げたあとに、後ろにズラリと行列を作っているスーリア王国の精霊達を見た。

　ラルートは侍女達と、リーヴァイは執事と話をしている中、オフィーリアは緊張を隠すように自分の手をギュッと握っていた。

（私、これからどうなってしまうのでしょうか……）

　そんな時、ひとりの侍女に声をかけられて肩を揺らした。

「オフィーリア様、どうぞこちらに」

「あっ……はい」

　オフィーリアはリーヴァイとラルートと別れて、侍女のあとに続く。

　スーリア王国よりもずっと大きな城の中、赤くて高級そうな絨じゅう毯たんの上を進んで行くと、ある部屋の前で侍女の足が止まった。ソワソワとした気持ちで待っていると部屋の扉が開いた。

「ここが本日から過ごしていただく、オフィーリア様のお部屋でございます」

「……ここ、ですか？」

「はい」

「こんな大きな部屋に、私ひとりで？」

「そうでございます。リーヴァイ殿下から最大級に甘やかし……ゴホンッ。おもてなしをするようにと仰おおせつかっております」

「リーヴァイさんが……」

　リーヴァイのことを思い出すたびに、不思議な気持ちになる。

　精霊達もそんなオフィーリアの気持ちに反応するように伸びたり縮んだりしながらポワポワと浮いている。

　オフィーリアは部屋の中へと案内され歩を進めた。

　優しく微笑んだ侍女は「まずはお召し物を洗濯しましょう」と言い、オフィーリアは言われるがまま服を脱ぎ温かいお湯に浸かった。

　紅茶を飲みながら髪の手入れやマッサージなど、今まで経験したことのないような贅ぜい沢たくな体験に終始固まりっぱなしだった。

「そんなに緊張なさらなくていいのですよ？」

「でも、こんなことをしていただくのは初めてで……」

「スーリア王国では聖女は大切にされているのではないのですか？」

「私は、そんなに大切にはされていませんでした。元々、身分も低いですから……」

　他の聖女達はそうだったかもしれないが、オフィーリアは仕事で忙しくそれどころではなかったし、もしこんなことをしているところを見られたらシャーリー達になにを言われるかわからない。

「オフィーリア様、申し訳ございません……出すぎた真似を」

「気にしないでください！　あの、お名前を教えてくださいませんか？」

「今日からオフィーリア様のお世話をさせていただきます。ナンシーと申します」

　ナンシーは栗くり毛げの髪をひとつに束ねている笑顔が素敵な女性だった。背も高く大人っぽいナンシーの雰囲気を、オフィーリアは羨ましく思った。聞けばナンシーはオフィーリアよりもふたつ年上だそうだ。

　ひと通り体を綺麗にして服を着替えると、ナンシーがとても嬉しそうにオフィーリアを着飾っていく。

「まぁ……！　本当に可愛らしいですわ」

「あ、ありがとうございます！」

「オフィーリア様はどんな髪型も似合いそうですね」

　オフィーリアは緊張のあまりカチカチになっていた。しかし優しく話しかけてくれるナンシーとの会話を楽しんでいるうちに、次第に緊張がほぐれていった。

「完成です」と言われて鏡を見ると、そこには今まで見たことのない『オフィーリア』の姿があった。

　ヘーゼルの瞳が左右に揺れ動いているのを不思議な気持ちで見つめていた。

「こ、これが私ですか!?」

「少し着飾っただけでこんなに可愛くなるんですもの！　磨けばピカピカに光るような気がしますわ」

　優しいミントグリーンの生地にゴールドのラインが入った上品なドレスを着たオフィーリアは、あまりの自分の変化に言葉が出なかった。

　今までパーティーに出る時もアティカスにドレスを贈られたことはなかった。重要なパーティーに出席することは禁止されていたし、着飾った貴族の令嬢達をただ遠くから見ていただけだ。

（まるでシャーリー様達みたい……！　こんな格好をしたのは初めて。でもすごく嬉しい）

　あまりに新鮮な自分の姿に釘くぎ付づけになってしまう。

　その時、コンコンと扉をノックする音が響き、ナンシーが扉を開きに行った。

「オフィーリア、入るぞ」

　リーヴァイの声がしてハッとする。扉の方を向くと貴族のようにかっちりとした服を着たリーヴァイの姿があった。

　先ほどの雰囲気とは違い、高貴で洗練されたリーヴァイの姿を見て、オフィーリアは感動していた。

「すごいです！　王子様って感じがして、とてもかっこいいです！」

　一方のリーヴァイはオフィーリアを見つめたまま動きを止めてしまった。

　ボーッとして動かなくなってしまったリーヴァイの前でオフィーリアは手を振った。

「あの、リーヴァイさん……だといけませんね。リーヴァイ殿下、大丈夫ですか？」

　リーヴァイがハリブリア王国の王太子だと知った以上、友達のように『リーヴァイさん』と呼ぶわけにはいかないと思ったオフィーリアは急いで『リーヴァイ殿下』と言い直す。

　しかしリーヴァイからはまだ返事がない。

「リーヴァイ殿下、大丈夫ですか？」

「あぁ、すまない。オフィーリアの可愛らしい姿に見惚れていた。それにリーヴァイでいい」

「えっ？　ですが……」

「オフィーリアとは親しい関係でいたい。堅苦しい呼び方ではなく、今まで通り普通に呼んでくれ」

「はい！　わかりました。リーヴァイさん」

「自分の名前を呼ばれて、こんな気持ちになったのは初めてだ」

「ど、どんな風に思われたのですか？　もしかして、嫌だったとか……」

「いや、違う。自分でもよくわからないが、むず痒がゆい感じがする」

「や、やっぱりちゃんと呼んだ方が……」

　オフィーリアとリーヴァイが互いに戸惑っていると、ナンシーからの助け舟が入る。

「ふふっ、オフィーリア様。リーヴァイ殿下はオフィーリア様に名前を呼ばれることが嬉しいのですよ」

　確認するようにリーヴァイの方を見ると、彼は頬を赤くして視線をサッと逸らしてしまう。それにつられるようにしてオフィーリアの頬も赤らんでいく。ふたりは向き合いながら照れていた。

　ナンシーは「あらあら」と言いながら嬉しそうにしている。

「そ、そろそろお腹が空く頃かと思って、食事に誘いに来たんだ」

　そう言って、リーヴァイはオフィーリアに手を差し出す。

「いいんですか!?」

「ああ、もちろんだ。精霊達に力を与えるためには、オフィーリアがたくさん食べることが大切だろう？」

「……それは」

　その言葉にオフィーリアはキュッと唇を噛んだ。

『ほら、アレでしょう？　〝芋聖女〟って呼ばれてる』

『そうよ！　国王陛下もなんであんな子を城に置くのかしら』

『食べすぎでしょう？　はしたないわ』

『国を守っているって言っても……ねぇ』

　思い出すのは肩身の狭い思いをし続けていた記憶だ。

（……ごめんなさい）

　どうしてこんなにお腹が空くのか自分でもわからなくて、量を抑えて食べていても、やっぱり色々と言われてしまう。

　寂しい、苦しい、辛い。城での思い出はそんな気持ちに溢れていた。オフィーリアが他の貴族令嬢達から虐いじめられていても、みんな関わりたくないのか見て見ぬふりだった。

　夜中に抜け出さないようにと、オフィーリアの部屋は城の一番上にあった。小さな窓からは月が見えた。この窓から飛び出して城を抜け出したいと何度思ったことだろう。だが、そんな願いは叶うことなく、お腹がぐーぐーと鳴る音だけが毎晩部屋に響いていた。

　家族の笑顔を思い出しては、ぐっと堪こらえるしかなかった。自分の働きが、大好きな家族を助けるためになるならばと、オフィーリアは必死に耐えてきたのだ。

『芋聖女が聖女服を恵んでもらってるだけマシでしょう？』

『まさかその田舎くさいドレスでパーティーに出るつもり？　スーリア王国の品位を疑われてしまうわ』

『王太子の婚約者って言っても名ばかりでしょう？』

『知ってる？　芋聖女は形だけの婚約者で、本当はシャーリー様や何人かの貴族の令嬢が嫁ぐんですって』

『ふふっ、可哀想に』

　今まで思い出さないようにしていた記憶の蓋がすっと外れてしまう。

　伸ばされたリーヴァイの手を前に不自然に固まってしまい、リーヴァイは不思議そうにしている。

「オフィーリア？」

「なんでもないんです！」

　オフィーリアは誤魔化すように笑った。

　しかしリーヴァイは真剣な顔で口を開いた。

「そんな顔をして、なんでもないわけないだろう？」

　鼻がツンとして目頭が熱くなる。笑顔を作れなくて、思わず俯いた。

「……ごめん、なさい」

「オフィーリア。今は我慢しなくていい」

「ぐすっ……ごめんなさい」

　先ほどまで、あんなに明るい気持ちだったのに、涙は拭っても拭ってもこぼれてきてしまう。折角してもらった化粧が崩れてしまうと思い、鼻を啜りながら上を向いて涙が流れないように耐えようとしていた。

　すると、リーヴァイの悲しそうな顔が目の前に現れた。大きな指が優しく頬をなぞる。歪んだ視界の先で、苦しそうに顔を歪めたリーヴァイがポツリと呟いた。

「余程、辛い目にあっていたんだな」

「……っ、うぅ！」

「ここにはオフィーリアを傷つける者は誰もいない。もう安心だ」

　ナンシーもその言葉に大きく頷いている。

　今日会ったばかりなのに、リーヴァイもラルートも、ハリブリア王国の人達はみんなこんなにも温かく接してくれる。

　その優しさが、今まで開きっぱなしだった傷に沁しみていく。気づかないようにしていた痛みを思い出してしまえば、苦しくて堪たまらなくなる。

　いつの間にかリーヴァイに抱きしめられていることに気づいたオフィーリアは、必死に彼の背に手を伸ばして、声をあげて泣いた。

「……オフィーリア」

　そのままリーヴァイに抱かれながら、今まで我慢してきたことを吐き出すように思いきり泣いた。何年も何年も重ねた悔しい思いが溢れて止まらなかった。

　リーヴァイは侍女から布をもらうと、優しく鼻水を拭ってくれた。リーヴァイの大きな体に寄りかかるようにしてオフィーリアは悔しさや悲しさを吐き出した。

「思いきり、吐き出せばいい」

「……は、いっ」

「もう大丈夫だ」

　その言葉に甘えてオフィーリアは涙を流した。

　しばらくして、我に返って恥ずかしさに顔を伏せたオフィーリアは、涙で腫れた瞼まぶたを布で押さえてからリーヴァイを見上げた。

「もう大丈夫です。スッキリしました！　ありがとうございます」

　ただ黙って側にいてくれたリーヴァイに感謝の言葉を口にすると、リーヴァイは嬉しそうに笑って頭を撫なでてくれた。

　そんなタイミングで「ぐうぅぅ～」とお腹が鳴った。

　オフィーリアの顔は恥ずかしさに再び真っ赤になる。

「すみません……！」

「これからはお腹が空いても隠さなくていい。たくさん食べても謝らなくていいんだ」

「え……？」

　リーヴァイの言葉にオフィーリアはハッとして顔を上げた。

　今まで後ろ向きだった気持ちが明るく照らされたような気がした。ありのままの自分を受け入れてもらえた、そう感じたからかもしれない。

「リーヴァイさん！　ありがとうございます。とても元気が出ました！」

「オフィーリア、行こう」

「はい！」

　リーヴァイの手を握ってオフィーリアは歩き出した。




　夕食をお腹いっぱい食べたあと、オフィーリアはナンシーと共に部屋に戻った。

　寝巻に着替えてベッドに腰かけると、ナンシーは「よく眠れるように温かい紅茶を持ってきますね」と微笑んで部屋から出て行った。

（こんなによくしてもらっていいのかな）

　オフィーリアは周囲を見回した。肌触りのいい服と、ふかふかのベッド。広くて豪華な部屋と、オフィーリアに優しく接してくれる侍女。

　まるでお姫様にでもなったような気分だった。

　スーリア王国では自分のことは自分でやっていた。侍女達に手伝ってもらうのは食事の時くらいだっただろうか。

　侍女がオフィーリアの世話をするとシャーリー達に嫌な顔をされた。そしてその苛立ちの矛先は侍女達に向かった。オフィーリアは、自分のせいで侍女達が悪く言われることが耐えられなかったのだ。

　スーリア王国では「はしたない」と言われることが、ハリブリア王国では当然だ、大丈夫だと受け入れてもらえる。国が違うだけで、食べることに対しての見る目も違うのかと思うと驚きだった。

　初めは自分がスーリア王国の王太子の元婚約者で、聖女だから優しくしてくれているのかもと思ったが、なにか見返りを求められることもない。

　スーリア王国が厳しいのか、ハリブリア王国が優しすぎるのか。

　城の中や教会ばかりで過ごしていたオフィーリアは、自分が世間知らずだったのだと改めて思い知る。

（皆さん優しくしてくださって、つい甘えてしまっているけれど……）

　オフィーリアは、リーヴァイの前で泣いてしまった一連の出来事を思い出していた。

　まだ出会って間もないにも関わらず、リーヴァイの前では『本当の自分』を全て曝さらけ出してしまった。

（リーヴァイさんには情けないところばかり見られてしまっています）

　アティカスはいつも、オフィーリアの存在が気に入らないと言いたげに睨みつけてきた。その態度は何年経っても変わらなかった。

　そんな扱いをされ続けたせいか、オフィーリアは自然と自分に自信がなくなってしまい、肩身が狭い思いをしてきた。

　しかし出会ったばかりのリーヴァイは、優しく微笑んで『大丈夫だ』とオフィーリアの全てを簡単に受け入れてしまった。

　抱きしめられた時の大きな体とゴツゴツとした手のひら。男の人の固い筋肉に初めて触れたためか、オフィーリアはリーヴァイを異性として強く意識してしまい、思い出すだけで心臓はうるさく音を立てた。

（リーヴァイさんは、優しくて、温かくて、大きくて……びっくりです）

　それにリーヴァイの言葉が先ほどから耳に残って仕方なかった。

『これはもう運命だと、そう思わないか？』

『君に惚れた』

『正直言って、俺の理想そのものだ。今すぐ結婚して欲しい』

『俺と結婚すれば、いつもお腹いっぱいに食べられるぞ』

　簡単に受け流してしまったが、よくよく考えてみると、ものすごく熱烈なセリフなのではないだろうか。

（大変です……！　プ、プロ、プロポーズされてしまいましたっ！）

　オフィーリアは両手で頬を押さえて、首をブンブンと横に振った。

　それに誠実で真面目な性格のリーヴァイがオフィーリアを揶揄からかったり、冗談でこんなことを言ったりするとは思えなかった。

　短い間ではあるが、彼の誠実さと実直さは伝わっていた。表情の変化に乏しいせいで少しわかりづらいが、誰よりも優しく周囲を気遣っているようにも見えた。

　そんな彼だからこそ、みんなが慕い尊敬しているのだろう。

（リーヴァイさんは、本当に私のことが……？）

　心の中でそう呟いたオフィーリアは、ハッとしてクッションを握りしめ、体をゴロゴロとすごい勢いで動かしていた。

　初めての気持ちは、どこかくすぐったくて胸がキュッとする。

　オフィーリアの奇行は紅茶を持ってきたナンシーに声をかけられるまで続いたのであった。




◆　◆　◆




　ハリブリア王国に来た次の日、スーリア王国にいる家族が心配になり、オフィーリアは考え込んでいた。自分のせいで家族が苦しんでいたらどうしようと思うと気が気ではなかった。

　するとオフィーリアの不安そうな表情に気づいたリーヴァイが「なにか悩み事があるのか？　俺でよければ話してくれ」と、優しく声をかけてくれた。

　オフィーリアは自分が追放されたあとの家族の無事が気になっていることを話した。

「早急に対応した方がいいかもしれないな」

　話を聞き終えたリーヴァイは真剣な眼差しで口を開く。

「早急にって、どういうことですか？」

「父上が帰ってくるまで、まだ二週間もある。その間にオフィーリアに関する間違った情報は知れ渡ってしまうだろう。そうすれば、王太子を騙し聖女達を追い詰めた悪女の身内としてご家族が危険な目にあう可能性がある。それに……彼が本当に約束を守る気があるのかも怪しいのではないだろうか」

「そんな……！」

「今から視察を送るように手配しよう。まずは情報を集めないとな」

「いいんですか!?」

「もし、オフィーリアの家族が危ない状況にあるようなら、そのままハリブリア王国へ迎え入れよう」

「リーヴァイさん……！　ありがとうございます！」

　あまりの頼もしさに、オフィーリアは涙が出そうになった。

　リーヴァイの指示で、すぐに騎士ふたりとラルートがスーリア王国に向けて発たった。

　そして数日後、彼らが戻って来たと聞いたオフィーリアは、リーヴァイの元へと駆けつけた。

　どうやら戻ってきたのは騎士ふたりのみで、同行していたラルートは引き続き調査を行うためにスーリア王国に残り、リーヴァイの指示を待っているようだ。

　騎士達から受け取ったラルートの文を見て眉を顰ひそめたリーヴァイの姿に、オフィーリアは不安に襲われた。

（もしかして、なにかあったのでしょうか……？）

　そんなオフィーリアの心配を察知したのか、大きな反応を見せたのは精霊達だった。

　ゴゴゴッ、と大きな音を立てて揺れ始めた地面を見て、リーヴァイはすぐになにが原因かを悟ったようだ。

　不安から手を握りしめ震えていたオフィーリアの肩をリーヴァイが掴んだ。

「オフィーリア、落ち着け」

「リーヴァイさん……どうしたのですか？」

「この揺れは精霊達がオフィーリアの不安な気持ちに反応しているのではないか？　どうか気持ちを落ち着かせてくれ」

「ごめんなさい……！」

「謝らなくていい。それに家族は全員無事だ」

「本当ですか!?」

「ああ、ただオフィーリアから聞いていた話と違いがあってな」

「違い、ですか？」

「詳しくはまだわからない……。もう少し調査してみるから、俺達を信じて待っていてくれないか？」

「……はい」

「いざとなったら、ラルートがオフィーリアの家族を守ってくれる。だから安心してくれ」

　そう言ってリーヴァイは、オフィーリアを優しく抱きしめた。

　リーヴァイの心臓の音が、ゆっくりとオフィーリアの心を落ち着かせてくれた。すると地面の揺れも収まってきたようだ。

（大丈夫……！　全員無事だって教えてくれたではありませんか）

　そう自分に何度も何度も言い聞かせた。

　揺れが落ち着くと、リーヴァイは抱きしめていた腕を緩めた。

　ふたりは少し距離を取って向かい合う。

　リーヴァイやハリブリア王国に迷惑をかけることだけはしたくなかったオフィーリアは、自分のやるべきことを果たそうと気合いを入れるために頬を叩いた。そしてそんなオフィーリアの気持ちに応えるように、精霊達も大人しくなったようだ。

（スーリア王国にいた時よりも、精霊達の力が強くなっているような気がします）

　今までどんなに悲しくても苦しくても、こんな風にオフィーリアの感情に呼応するかのように、なにかを引き起こすことはなかった。

　これはハリブリア王国に来てから起こった変化だ。

「すまないが今から会議がある。今日はナンシーが側にいる。なにかあったら遠慮なく言ってくれ」

「はい！　ハリブリア王国の教会を見て回りたいのですがいいでしょうか？」

「ああ、もちろんだ。数人、護衛をつけよう」

「ありがとうございます！」

　リーヴァイは名残惜しそうに振り返りながら去って行った。

（しっかりしなさい、オフィーリア！）

　オフィーリアは気合いを入れるように再びパンパンと勢いよく自分の頬を叩いた。

（こんなによくしてくれるリーヴァイさんやラルートさん、ハリブリア王国のために、今、私のできることを精一杯しましょう！）




　オフィーリアがそんな決意をしている頃――。

　リーヴァイは怒りを抑えながら歩いていた。手にはラルートから送られてきた手紙が握りしめられている。

「オフィーリアの話と全然違うじゃないか」

　ラルートと騎士達の調査結果とオフィーリアが話していた内容が噛み合わない。

　数日の調査だけで、これだけの齟そ齬ごが出てきたことにリーヴァイは憤いきどおりを感じていた。ラルートの手紙には、引き続き調査を続けるつもりではあるものの、王家がオフィーリアと彼女の家族を騙していたことは確定的だと書いてあった。

（なんのためにそんなことをする必要があったんだ……？）

　手紙にはオフィーリアの家族の惨状が書かれていた。オフィーリアの給金が家族の手に渡っていたとは思えず、貴族らしい生活をしているようには見えないらしい。

　ならば、オフィーリアが懸命に働いて稼いだお金はどこにいったのだろうか。

　オフィーリアは騙され、王家に搾さく取しゅされていたのではないか――。

　最悪な考えが頭をよぎった。とても彼女には伝えられなかった。

（もしそれが本当だったら許せない）

　オフィーリアが気になっているのもあるが、それよりもまず同じ王族としてどうなのか……品性を疑ってしまう。

　出会ってまだほんの少しだが、オフィーリアの素直さと純粋さは十分にわかっていた。それにリーヴァイにはその姿は見えないが、大量の精霊達に好かれているというのなら、間違いなく彼女の心は美しく綺麗なのだ。

　そんなオフィーリアが嘘をついているとは到底思えない。

　昨夜ゆうべ、食事に誘った時に華やかな装いに着替えた彼女は可愛らしかったが、まるで初めてちゃんとしたドレスを着たかのような反応だった。

　後々、ナンシーに準備の様子を聞いてみたが、彼女の反応はとても城で高待遇を受けていたようには思えなかったと困惑していた。髪を洗ってもらうのも梳とかしてもらうのも、鏡越しに物珍しそうに見ていたり遠慮したりと、明らかに世話をされ慣れていない様子だったらしい。

　しかしリーヴァイがこれまでに出会ったスーリア王国の聖女達――式典や諸国の大きな集まりの時にスーリア王国の王太子が連れていた彼女らは煌びやかで、髪も肌艶もよく自信に満ち溢れていた。

　それに、そうした式典でオフィーリアを見かけたことがなかったのも気になった。彼女はスーリア王国の王太子の婚約者だったと言ったが、リーヴァイはふたりが一緒にいるところを見たことがない。関係諸国が集まる大きな式事の場に、婚約者を同伴しないことなどあるだろうか。

（オフィーリアは聖女として大切にされていなかった。だが、城から出してはもらえなかったのだろう）

　食べることに対して異常なほどに遠慮気味な彼女。オフィーリアと出会ってからずっと、その態度に違和感を覚えていた。

　それだけではない。常にどこか控えめで、周りの目を気にしている。

　リーヴァイの前で、オフィーリアは何度か涙を流した。その様子に胸が引き裂かれるような思いだった。

　そんな彼女を抱きしめて「大丈夫」と励ますこと以外、なにもできない自分の無力さが悔しくて仕方なかった。

　小さな背中が揺れるたびになにか自分にできることがないかと思うのだ。

　泣き叫ぶオフィーリアの悲痛な思いに胸が痛んだ。

　どうしてこんなになるまで彼女を苦しめたのか。なにがそうさせたのか。考えずにはいられなかった。争いを望まないリーヴァイが、スーリア王国を恨んでしまうほどに怒りを抱いていた。

　まだ出会ったばかりのオフィーリアがこんなにも気になってしまう。

　もうこれ以上、彼女が苦しむ顔を見たくない。その思いがリーヴァイを突き動かしていた。

　今、スーリア王国の王太子が好き放題やっているのなら、オフィーリアの家族は危険なのではないだろうか。なにかあった時はすぐに救出できるように国に残ったラルートの判断はさすがと言える。

　オフィーリアは、家族は守ってもらえるように約束したと言っていたが、リーヴァイが思うに状況は決してよくない。

　スーリア王国の王太子は彼女の力を馬鹿にしていたようだが、オフィーリアが城から出ることを禁じられていたことを考えると、恐らく国王達はオフィーリアの力が強大であることをわかっていたのだろう。

　もし、オフィーリアがこの国にいることが知れたら、スーリア国王は彼女の力に再び縋るため、なんとしてもオフィーリアを呼び戻そうとするのではないだろうか。

　その時一番に考えつくことは……彼女の家族だ。家族を人質に取られてしまえばオフィーリアは自分の身を犠牲にする可能性が高い。

　そんな悲しい思いを彼女にさせるわけにはいかないと強く思った。彼女が聖女だからではない。ひとりの人間として彼女の優しさを尊敬していた。

　リーヴァイはグッと拳を握り込んだ。




◆　◆　◆




（今頃、スーリア王国は……家族のみんなやラルートさんは大丈夫なのでしょうか）

　オフィーリアがリーヴァイに家族のことを相談してから数日経ったが、まだいい知らせはない。

　家族の身を案じながらも、オフィーリアはいつものようにハリブリア王国内の教会にやってきていた。

「教会を見て回りたい」とリーヴァイに告げてから連日、オフィーリアは国内の教会を回って、人々の傷を癒したり、祈りを捧げたりしていた。

　考え込んでいるオフィーリアを精霊達は心配そうに見つめている。生まれた時から側にいる精霊達は心の支えだ。

　精霊は世界中に存在しているらしいが、そんな精霊達を認識できる存在である聖女は、今のところスーリア王国でしか見つかっていないと聞いている。

　その聖女達は滅多に他国と交流をしないので、「精霊は世界中に存在している」と言われつつも、その真偽は推測の域を出ないものだった。

　もしハリブリア王国にも精霊がいれば、こうして国内を巡る道中に出会うこともあるかもしれないと思い、オフィーリアは目を配っていた。しかし、今のところその姿を見かけることはなかった。

（さて、次は東の教会ですね）

　人々の治療を終え、精霊達と共に次の場所へ向かおうとした時、いつもとは違うことが起こった。

　スーリア王国からついてきた人型の精霊のうちのひとりが、その場所に残りたいと意思を示し始めたのだ。よほどこの教会が気に入ったのか、ここにいたいとオフィーリアにアピールしてきた。

「え……？　ここが、気に入ったの？」

　そう聞くと、オフィーリアの言葉を肯定するように、嬉しそうにくるくると宙を飛び回った。

　オフィーリアは定期的に会いにくる約束をして精霊と別れた。

　次の目的地でも、またその次でも、精霊達はひとりずつ教会に残りたいと表明し、やがてハリブリア王国内の全ての教会にひとりずつ人型の精霊が住まうことになった。

（精霊さん達がいてくれたら安心ですね）

　精霊はその力で周囲に結界を張ることができる。精霊達が各地の教会にいてくれれば、たとえ王都から離れた場所であっても、彼らの力によって結界は安定し、周辺の安全は保障されるだろう。オフィーリアは安堵して、帰路に就いた。

　しかし、各地の精霊達が張り巡らせた結界はオフィーリアの想像をはるかに超えていた。その規模は、教会周辺にとどまらず、それぞれの地を繋ぎ、国の隅々に行き渡るほど大規模なものになっていた。

　これは精霊達がオフィーリアの意志を汲くんで作り出したものだったのだが、当の本人はそんなことを知る由もなかった。

　自分が生み出した結界が魔獣から国を守っているとはつゆほども思わず、城に帰着したオフィーリアは、今日もリーヴァイお手製の料理をたらふく食べていたのだった。

　次々と料理を仕上げていくリーヴァイを眺めながら、ハリブリア王国での日々は幸せだとオフィーリアは思う。

　その反面、自分は本当にスーリア王国から追放されたのだと実感した。

　そして、そう思うたびに頭によぎるのはスーリア王国にいる家族のことだった。

　家族には手を出さないと約束してもらったものの、リーヴァイの言う通り、アティカスとシャーリーが約束を守ってくれない可能性もある。

　不安げに空を見上げていると、それに気づいたリーヴァイが皿を片付けながらオフィーリアに声をかけた。

「大丈夫だ。オフィーリア」

「リーヴァイさん？」

「一度、部屋に戻って、ゆっくりと体を休めたらどうだ？」

「え……？」

「最近はたくさんの教会を巡りながら祈りを捧げたり、精霊を探したり、忙しくしていただろう？」

「はい」

「少し休んだ方がいい」

　リーヴァイの言葉に感謝し、オフィーリアは「ごちそうさまでした」と手を合わせ、侍女達に促されるまま部屋に向かった。

（私だけこんなに幸せでいいのでしょうか……）

　オフィーリアはベッドに寝転がりながら考えていた。最近、違う意味で不安だった。あまりにも温かい対応を嬉しく思う反面、戸惑いも感じていた。

　スーリア王国で聖女として働き始めてから、毎日、息苦しい日々を送っていた。

　国王達からは「聖女としてキチンと働かなければ家族に給金を送らない」と言われて、令嬢達からは「いつでも田舎貴族を潰せるのよ？」と脅されていたからだ。

　思い浮かべないようにしていた黒い感情が湧き上がるたびに精霊達はよくない反応を示す。それを宥なだめるために力を使い、お腹が空く。お腹が空いてもどこか気を遣って食べているため、いつも腹ペコだった。

　家族に会わせてもらえないことを不満に思っていても、強く言うことはできなかった。結局、その皺しわ寄よせは家族にいってしまうことを知っていたからだ。

　今になって思うが、オフィーリアにとってスーリア王国の城は抜け出せない牢獄のようだった。

（どうしてこんな風になってしまったんでしょうか）

　聖女の力なんてなければあのまま幸せに暮らしていたかもしれない。そう考えてしまうたびに首を横に振った。オフィーリアがどんな状況でもここまで強く生きてこられたのはいつも精霊達が側にいてくれたからだ。

　オフィーリアは辛すぎる現実からずっと目を背そむけてきた。苦しくないように感情を抑え込みながら自分を守っていた。でもこうしてスーリア王国から離れた今ならば、よく理解できる。

（私は、あの人達に都合よく利用されていただけなんですね）

　こんな風に笑えるようになったのは、ハリブリア王国に来てからなのだ。何年もの苦しみが、たった一週間で解消されたことに驚いていた。

（お父様とお母様、弟達が無事にハリブリア王国に来られますように）

　部屋の中で家族の無事を祈って手を組んでいると、オフィーリアはいつの間にか眠ってしまっていた。

『オフィーリア……！　無事だったんだな』

（私は無事です、お父様）

『ああ、よかった！　あなたが幸せならって思っていたけど、やっぱり会えなくて寂しかったわ』

（お母様……私もずっとずっと、寂しかったです！）

『この人が僕達の姉上なの？』

『髪の毛くるくる！　俺達にそっくりだ！』

『あはは、面白い顔だなぁ！』

（みんな、もうこんなに大きくなって！　元気そうで良かった）

　夢の中だけでも家族に会えたらという自分の願いを叶えてくれたのだろうか。感激のあまり涙が次々と溢れ出していく。

　そんな時、肩を揺さぶられる感覚にオフィーリアは眉を顰めた。

（……なんだか、痛い。変な夢ですね？）

　ガクガクと揺れ動く首。

　オフィーリアは幸せな夢に浸っていたくて目を瞑つむっていたが、瞼を無理矢理開かれるような違和感に「きゃあああ！」と声をあげて体を起こした。

　すると目の前には夢にまで見た家族の姿があった。

　オフィーリアは無言で自分の頬をつねった。確かに感じる痛みは、ここが現実なのだと教えてくれている。

「……夢？」

「夢じゃないわよ、オフィーリア」

「嘘……まさか、お母様？」

「久しぶりだな、オフィーリア」

「お父様……!?」

「元気だったかい？」

「会えて嬉しいわ」

　ふたりの姿を見て、声をかけられた途端、涙が滝のように溢れ出た。思いきりふたりに抱きついてから、わんわん泣いていると、記憶よりもずっと大きくなった弟達が嬉しそうに体を擦すり寄せてきた。

「みんな……ずっと、ずっと……会いたかったぁ！」

「私達もだよ！　もう会わなくていいなんて言われていたから、どんな風になってしまったか心配だったけど、全然変わってなくて安心したよ」

　その言葉にオフィーリアはピタリと動きを止めた。

「ちょっと待ってください！　会わなくていいって……どういうことですか？」

「え……？」

　オフィーリアは父の言葉に耳を疑った。しかしそれは両親も同じようで不思議そうな顔をしている。

「聖女の仕事で忙しいから会いに来ないでってオフィーリアが言っていたと、使者が教えてくれたんだよ。大好きだった芋も恥ずかしいからもう送らなくていいって言っていたと」

「私、そんなこと一回も言っていません！」

「え……？　どういうこと？」

「今でもあのお芋は大好きです！　それに一度もお父様やお母様から荷物は届いていません！」

「そんな、はずは」

「約束通り、何度か送ったのよ……？」

　ふたりは顔を見合わせている。

「手紙は……？　私の手紙は届いていなかったのですか!?　何度も送ったのに全然返事をくれないから心配していたんです！」

「手紙？　オフィーリアからの手紙なんて、ほとんど受け取ったことはないぞ？　それに手紙がきた時は返事を書いてちゃんと使者に渡していたんだ」

「嘘……！　私、二週間に一度は必ず手紙を出していましたよ!?」

「本当に？　半年に一度くらいしか届いていないが」

　会えないのならば、せめて手紙を届けてほしいと頼んでいたはずなのに、両親の元にオフィーリアの手紙はまったく届いていなかったようだ。

　その事実が信じられなくて言葉を失っていた。

　それに、もうひとつ気になっていたことがあった。

「どうして、そんなにボロボロの服を着ているのですか？」

「いやぁ……ハハッ！　なかなか事業が上手くいかなくてな。あんなに芋が獲れていたのに、オフィーリアが城に行ってから、収穫量が半分以下になったんだ」

「そうなの。不思議よね。なんとか今までやりくりしていたんだけど、恥ずかしいわ」

「ちょっと待ってください！　私が聖女として働いたお給金は!?　お父様ってば、まさか全部使ってしまったのですか!?」

「お給金……？」

「私が聖女として働いたお金を毎月、送ってもらうように頼んでいたんです！」

「ああ、それならばオフィーリアが全部自分で使うからと手紙に書いてあったぞ？」

「え……!?」

「王太子の婚約者として、パーティーの準備のために色々と物入りだからと。オフィーリアが幸せに暮らしてるなら、私達も頑張らないとって思っていたのよ」

　父と母の言葉が信じられなくて、オフィーリアは首を横に振った。

「そんなはずありません！　ドレスも買ったことないし、お給金は必要なものを買う以外はカーウィラ子爵家に送ってくださいってお願いしていました！」

「だが我々はお金を一度ももらってないよ」

「……嘘、ですよね？」

「ちょっと待って！　混乱してきたわ。オフィーリアが言っていることが理解できないんだけど、どういうことなの？」

「一体、どうなっている？」

　両親と話がまったく噛み合わないことに混乱していると、後ろで話を聞いていたリーヴァイと、オフィーリアの家族と一緒に戻って来たらしいラルートが前に出る。

　ラルートの顔を見るのは一週間ぶりだ。

「ラルートさん、家族をここまで連れてきてくださり、ありがとうございました！」

「どういたしまして。オフィーリア様が生まれ育った場所を見られてよかったです。それにとても愉快な家族で、道中とても楽しかったですよ」

　ラルートに感謝していると、リーヴァイはラルートに声をかけて固く握手をしていた。言葉はなくても、ふたりの絆きずなを感じた。

　父はリーヴァイとラルートを交互に見て不思議そうに問いかけた。

「あの……あなたは？」

「リーヴァイ・ラグル・ハリブリア、ハリブリア王国の王太子です」

「な、なんと……！」

「オフィーリアが国境近くで倒れていたのを保護させてもらいました」

「まさかオフィーリアがハリブリア王国の王太子殿下に保護されていたなんて……！　けれど本当に無事でよかった」

「娘を救ってくださり、本当にありがとうございます！　事情を聞いた時には驚きました」

　父と母は涙ながらにリーヴァイとラルートに感謝を述べている。

「なぜ、こんなことになってしまったの？」

　やがて母は不安そうにオフィーリアを見た。婚約を破棄され国外追放された経緯を話そうと震える唇を開こうとした時だった。

　リーヴァイがオフィーリアを庇かばうように前に出る。そして力強く頷いたのを見て、オフィーリアもそれに答えるように頷いた。

「私から説明しましょう。オフィーリアはスーリア王国の王太子に婚約を破棄され、あらぬ疑いをかけられて国外に追放されました。しかしオフィーリアの説明やラルートの報告、今の会話から推測するに、明らかに不可解な点が多い……多すぎる」

　リーヴァイの言葉に父と母の表情が曇った。

　弟達はリーヴァイが話している間、ラルートが相手をしていた。キャッキャと楽しそうな声が漏れてもなお重苦しい空気の中、リーヴァイは再び口を開いた。

「あなた達はその善意につけ込まれて、王家に利用されていたのではないでしょうか？」

「……え？」

「まずは互いに連絡を取れていなかったという点……王家はあなた達、家族を引き合わせないように巧みに情報操作していた可能性が限りなく高い」

「……まさかっ！」

　父はその言葉を聞いて声を荒げた。

「あくまでも仮説ですが……オフィーリアは大量の精霊達を付き従えている代わりに、そのエネルギーを食べることで補っているようです。他の聖女はそうではないらしいのですが、オフィーリアはその強大な力を無意識に使っているのだと思います」

　リーヴァイの言葉に、オフィーリアの両親は驚きを隠せないようだった。

「小さい頃からよく食べる子だな、とは思っていたが……」

「そんな理由があったなんて」

　両親は納得するように頷いている。

「だから王家は、オフィーリアになにも教えずに家族を人質に取るような形で城に縛りつけたのでしょう。オフィーリアを城に置いておけば、国は安泰だとわかっていた。王太子と婚約させたのも、そのためだと思います。オフィーリアを婚約者として表舞台に出さないようにしていたのも、万が一にも他国に目をつけられないように。オフィーリアを奪われないためでしょう」

　リーヴァイの話を黙って聞きながらオフィーリアは俯き、考えていた。

　王家の都合のいい存在として、彼らの私利私欲を満たすために、オフィーリアはアティカスの婚約者になった。

　だからアティカスが嫌がったとしても婚約関係は続いていた。

　婚約者として表舞台に立つことはなかったのはシャーリーを筆頭とする高位貴族令嬢達の顔を立てるためだと思っていたが、少し違ったようだ。

　リーヴァイは言葉を続ける。

「ハリブリア王国とは違い、スーリア王国はどうしても作物が実りにくい。オフィーリアを食べ物でつってはいたが、食費が気がかりだったのではないでしょうか？　オフィーリアの給金は食費などに当てていたのかもしれない」

　そこでオフィーリアははっと顔を上げた。

「だから家族にお金が送られていなかったのですね！」

「城で囲っていればバレないと判断したのか……いずれにせよ、王家はオフィーリア達がなにも知らないのをいいことに、利用していたのでしょう」

「そんな……っ！」

　両親はリーヴァイの話を聞きながら呆然としている。

「オフィーリアが家族を大切に思っているのを彼らは知っていたはずだ。家族の扱いを知られるわけにはいかなかった。だから会わせないように立ち回り、そして娘を気遣うカーウィラ子爵達の想いすら利用していたと、そう推測できます」

　リーヴァイの話を聞いていると、オフィーリアは今まで違和感を覚えていた部分が全て繋つながったような気がした。同時に、自分が道具のように扱われていたのだと気づいて背筋がゾッとした。

（……信じられません。私は今まで、一体なんのために頑張ってきたのでしょうか）

　オフィーリアはリーヴァイの言葉に衝撃を受けていた。国王と王妃の優しい笑顔の裏側を垣間見たような気がした。

　ラルートが持ってきた厚みのある報告書を数枚めくり、目で追いながらリーヴァイは言葉を続けた。

「オフィーリアがカーウィラ子爵領で獲れる芋が大好きだった、ということを考えると、彼女が子爵領を出たあと急に収穫量が半分以下になったことにも納得がいきます」

「と言うと？」

　頭に疑問符を浮かべる父の横で、オフィーリアもまた、リーヴァイの言葉の意味がわからずその続きを待っていた。

「ここ数日、オフィーリアと精霊達の動きを観察していたのですが、彼らはオフィーリアの感情を汲み取って動いている。精霊達がオフィーリアの好きなものをたくさん作ろうと力を貸していたのかもしれません」

「この子達が……？」

　オフィーリアは周囲に浮いている精霊達を見た。

「だからオフィーリアが子爵領を出たら、急に芋の獲れる量が減った。そう説明できるのではないでしょうか」

　オフィーリアの両親は、リーヴァイの推論に納得の声をあげた。

「確かに……！　オフィーリアが聖女として王都に向かってから様々な変化がありました」

　戸惑うオフィーリアとは対照的に、父が合がっ点てんがいったとばかりに膝を打つ。

　リーヴァイは、オフィーリアを見つめたまま、ゆっくりと続けた。

「オフィーリアと時間を共にしているうちに気づいたのですが、精霊達はオフィーリアの願いを叶えようと動き、想いに応えようとしている気がするのです」

「私の願いを、叶える？」

　改めてまん丸な精霊達を見ると、リーヴァイの言葉に同意するように軽快に跳ねている。

「ハリブリア王国は、聖女はおらず武力で魔獣を追い払っています」

　両親はその言葉を聞いてやはりオフィーリアと同様に驚いている。スーリア王国に住んでいるものは魔獣自体を見たことがないものも多い。だからこそ武力で魔獣を倒すということに違和感を持つのかもしれない。

「オフィーリアがこの国に滞在してしばらく経ちますが、どんどん魔獣の被害は減っていきました」

「リーヴァイさん、それってもしかして結界が……？」

「やはり無意識だったのか。恐らくハリブリア王国全土を覆う結界をオフィーリアは作り出しているんだ」

　そう言われて目を凝らしてみると、シャボン玉のような薄い膜が張られていることに気づく。

　最近はみんなの役に立とうと必死だったから、まさか無意識に結界を張っているとは思いもしなかった。

　そのことに驚きつつも、オフィーリアは自分の力がハリブリア王国の役に立ったことを喜んだ。

「それに出会った時も、オフィーリアは十人以上の警備隊の怪我を一気に治しているのです。あの時は本当に助かった。ありがとう」

　リーヴァイに褒められたことが嬉しくて、オフィーリアの頬はほんのりと赤く染まった。

「オフィーリア、あなたすごいのね！」

「えへへ」

　それを見ていた母がオフィーリアの手を握り、嬉しそうに顔を綻ばせた。

「……我々はそこまで聖女について詳しくはないが、オフィーリアのような強力な力を持った聖女は記憶にある限り、聞いたことも見たこともありません」

　リーヴァイのその言葉に疑問を抱いた父が首を傾げた。

「ですが、スーリア国王からは特になにも聞いておりません」

「そうやって都合よく利用されたのでしょう」

「ラルートの報告書を見たところ、あなた達はスーリア王国の王都からかなり離れた場所に住んでいるようですね。情報は届かず、なにも知らない。だから王家はやりたい放題できたというわけです」

「リーヴァイ殿下の仰る通りかもしれません……」

　父は納得するように呟いた。

　リーヴァイの言う通り、オフィーリアの家族が住むカーウィラ領は王都からかなり離れた位置にある。嘘をついてもバレることはなさそうだ。

「スーリア王国ならば、オフィーリアがお腹が空いた状態でも問題なく守れていた。しかしハリブリア王国の領土はスーリア王国の二倍。そこを守る結界をオフィーリアひとりの力で賄まかなっています。オフィーリアの力はそれほど大きいということです」

「まさか私にそんな大きな力があったなんて」

「それにオフィーリアの心の安定やお腹の満たされ具合も関係ありそうだな」

「そう、かもしれません！」

　オフィーリアは自分のお腹をさすりながら頷いた。満腹であるほど精霊達にその力を還元できる――リーヴァイに言われて意識するとその感覚がよくわかる。

　リーヴァイの分析は全て的を射ているような気がした。

　内情を知らせないことでオフィーリアを孤立させて、罪悪感を抱かせながら上手くコントロールしようとしていたのではないか。その仮説を聞いて、オフィーリアの胸には怒りよりも悲しみが湧き上がってきた。

　それからオフィーリアは父と母に、今まで自分になにがあったのか、城でどんな扱いを受けて、どうして国外に追放されることになったのか、その経緯を話した。

　涙ぐんだ母は「ごめんなさいっ！　あなたがそんな辛い思いをしていたなんて！」と言ってオフィーリアを抱きしめた。父は、「我々がもっとしっかりしていたら」と後悔を噛みしめていた。

　オフィーリアはふたりと抱き合いながら、こうして会えたことに感謝していた。

　もし、あのままスーリア王国にいたら、二度と家族に会わせてもらえなかったかもしれない。

　アティカスと愛のない結婚をして、城に縛られ続け、悲しみに暮れながら過ごしていたのかと考えると、こうしてハリブリア王国に来ることができてよかったと心から思う。

　そんな時、横から「キャー」という複数の楽しそうな声が聞こえた。

　ラルートが肩にのしかかられたり、長い髪を引っ張られたりしているのを見た父と母は青ざめて、慌てて三人の弟達を引き剥がした。

　フラフラと立ち上がったラルートがこちらに向かって歩いてくる。ラルートに代わって今度はリーヴァイが弟達と遊んでくれるようだ。

　弟達はリーヴァイに怯ひるむことなく、腕にぶら下がって「すげぇ」と叫んでいる。

　ラルートは乱れた赤毛を束ね直していた。

「申し訳ありません。ラルートさん」

「いえ、構いませんよ。道中もこんな感じでしたから慣れたものです。オフィーリア様達って、ある意味怖いもの知らずですね。遺伝でしょうか？　もちろんいい意味で、ですよ？　親しみやすくて素晴らしいという」

「あはは……」

　ラルートに申し訳なく思いつつも、リーヴァイと弟達の様子が気になり視線を送る。一国の王太子になにかあったらと思うと肝が冷える。

　しかし、リーヴァイはめちゃくちゃにされているにも関わらず、とても嬉しそうにしている。オフィーリアが驚きながら四人を見ていると、ラルートが答えた。

「リーヴァイ殿下は子供が大好きなのですが、威圧的な雰囲気のせいでなかなか遊んでもらえないと、いつも残念がっておりました」

「威圧的……？　リーヴァイさんが？」

「少々迫力があって怖いというか。思ったことありませんか？」

「あはは！　そんなこと思ったことないです。それにリーヴァイさんはとても精霊達に好かれているので、優しい方だとすぐにわかりました」

「へぇ、そうなのですね！　リーヴァイ殿下が聞いたら喜びそうです」

　精霊達は、悪意がある人や信用できない人をオフィーリアから遠ざけようと動く。国王やアティカスを見ると精霊達はいつも嫌な顔をしてオフィーリアを守ろうとした。それはオフィーリア自身が彼らに苦手意識を持っていたからだと思っていたが、彼らに悪意があったからなのかもしれない。

　王妃に関しては元聖女だからか精霊達はいつも微妙な反応を示していた。オフィーリアを虐げていた聖女達のことは嫌っていたように思う。嫌がらせを受けてもオフィーリアに被害が少なかったのは、精霊達が守ってくれていたからだろう。

　しかしリーヴァイやラルート、オフィーリアの世話をしてくれる侍女のナンシーへの態度はそうではなかった。

　特にリーヴァイについては興味深そうに観察したあとピタリとくっついたり、肩に乗ってみたりと初めての反応を示していた。もしかしたら自分の気持ちを表しているのかもしれないと考えたら恥ずかしくなった。

　やがてリーヴァイが弟達を三人抱えてこちらにやって来た。そして両親と今後について話をする。

「すぐに住む場所を用意しよう。今日は城でゆっくりしていってくれ」

「本当にありがとうございます！」

「なにからなにまで……！　とても嬉しいです」

「オフィーリアを救ってくださり、ありがとうございます！　リーヴァイ殿下や皆さんは命の恩人です！」

　両親はリーヴァイやラルートに深々と頭を下げた。互いの無事を確かめるように家族全員で抱き合っていた。もちろん、その中には弟達を抱っこしているリーヴァイも含まれていた。

「リーヴァイさん、本当にありがとうございます……！」

「オフィーリアの役に立ててよかった」

　弟達を下に降ろして、涙ぐむ父と母の手を取ったリーヴァイを見て、オフィーリアは安堵していた。

（こうしてリーヴァイさん達が家族を助けてくれなければ、今頃……あの人達に）

　そう思い、オフィーリアは震える手を握りしめた。




　オフィーリアが家族と再会を果たしてから数日後――。

　慌てた様子でハリブリア国王が馬を降りた。その手には一枚の紙が握られており、彼は早足に門の中へ進んでいく。

　後ろからは護衛や従者が慌ててついてきていた。

「陛下！　落ち着いてくださいっ」

「お待ちください！」

　出迎える人々もまた、国王の慌てぶりに目を丸くしている。

「おかえりなさいませ、陛下！」

「そんなに慌ててどうなさったのですか!?」

「――リーヴァイ、リーヴァイはいるか!?　ラルートでもよい！」

　ハリブリア国王はすごい勢いでズンズンと廊下を進んでいく。騒ぎを聞きつけたラルートが呑のん気きな声を出しながら部屋から顔を出す。

「あぁ、陛下。そろそろ帰還される頃だと思っておりました。そんなに慌ててどうされたんです？」

「ラルート、この手紙はどういうことだ！　今すぐ説明しろっ、今すぐだっ」

　ラルートは肩を掴まれてすごい勢いで揺さぶられながらも、慣れた様子で答えた。

「そのっ、ままのっ、意味ですっ、が……！」

「あの頭の固いリーヴァイが女性と親密にしているだなんて！　ワシは、ワシは気になりすぎて全然、会議に集中できなかったんだっ」

　ひと通りラルートを揺さぶったあと、ハリブリア国王は荒く息を吐き出しながら、息を整えていた。

　ラルートは平然として慣れた様子で服を整える。

「それにスーリア王国の聖女というのは本当か!?　王太子の婚約者だったと聞いたぞ!?　スーリア国王と王妃はなにも言ってはいなかった。いつも通りだったが！」

「落ち着いてください。詳しいことはあとでちゃんと話します。まずは見ていただいた方が早いでしょう。こちらにいらしてください」

「なんだと!?　早く教えてくれっ」

「まぁまぁ……！　とりあえずは黙ってついてきてください」

　ハリブリア国王は、ラルートのあとを追いかける。城から中庭に抜けると、広い敷地が広がっており、ラルートに草むらの影に座るように促される。

　そこから覗のぞき込むと、衝撃的な光景が目の前に広がっていた。

　料理を作っているリーヴァイ……は、いつもの通り。だが、今日はもうひとり、テーブルの前で大皿を持って座っている小柄な少女の姿があった。

「今回のスープはどうだ？」

「ん～～っ！　とっても美味しいです」

「なにかが足りないような気がするんだ。なんだと思う？」

「うーん、そうですねぇ。あ、おかわりください」

「あぁ……ほら。スパイスでも肉でもないんだ。甘みが足りないような」

「んぐっ、わかりました！　ズバリ、ゴロゴロと大きめに切った野菜ですっ！」

「確かに！　なるほど、素晴らしいな」

　薪まきをくべて大鍋をかき混ぜているリーヴァイと、次々に皿を空にしていく少女。いまいち状況が掴めないハリブリア国王はスッと目を細めたあとにラルートの方を見る。

「……どういうことだ？」

「見ての通りです」

「つまりあそこにいる少女がスーリア王国の聖女ということか？」

「そうです。彼女はオフィーリア・カーウィラ。カーウィラ子爵の長女で、スーリア王国の王太子の元婚約者です。相当、力の強い聖女のようですよ」

「だが、この状況を見る限り、いい雰囲気などではなく、どう見ても飯友達といった感じではないか！　いや、それ以下か？」

「はぁ……陛下、まだ決めつけるのは早計ですよ？」

「なぜじゃ？」

「強こわ面もてで口下手で女性に近づいてもらえなかったリーヴァイ殿下を、オフィーリア様は初対面からまったく怖がっておられませんでした。それに常に腹ペコでたくさん食べる聖女と料理好きな王太子という組み合わせを聞いてなにか思いませんか？」

「つまり、これ以上の相手はいないくらい相性抜群……そういうことだな？」

「えぇ。そして、陛下。我々がこの時間になぜこんなところで、のんびりとしていられるのだと思われますか？」

「ま、まさか！　そういえば国に帰る時も、一度も魔獣に襲われていない」

「その通りです。オフィーリア様が精霊達の力を借りて、強力な結界を作り出しているのです。実際、オフィーリア様がこの国に来てから数日で、魔獣被害の報告は一切なくなりました」

「……なんと」

「スーリア王国の二倍もの広大な国土にも関わらず、オフィーリア様、ひとりで……です」

「ふむ。となるとスーリア国王達がいない間に、倅せがれがやらかしたのか」

「恐らくそうでしょうね。でなければ複数人の怪我を一瞬で治し、ハリブリア王国全土を結界で覆ってしまうような強大な力を持っている聖女を易やす々やすと手放したりしませんよ」

「確かにな。ハリブリア王国この国にも精霊、とやらがいるのか？」

「それはわかりませんが、オフィーリア様の話によると、大量の精霊達がスーリア王国からついてきてしまったようですよ。オフィーリア様は精霊達に愛されているのでしょう」

　草むらに隠れてふたりが話していることにも気づかずに、オフィーリアとリーヴァイは食事を楽しんでいた。

「オフィーリア、今日もありがとう。いい案をもらった。次のスープは今日よりも美味しくなっているはずだ」

「こちらこそ、ありがとうございます！　リーヴァイさん」

「口元に、なにかついてるぞ」

「え……？　どこですか？」

「ほら、ここだ」

　リーヴァイが指でそっとオフィーリアの唇の横を拭った。その指が自然に彼の口元へと運ばれペロリと舐なめられたのを見て、オフィーリアは両手で頬を押さえた。どんどんと顔に熱が集まっていくのがわかる。

　それに気づいたリーヴァイも、自分の指を見たあとに気まずそうに視線を逸らした。

　オフィーリアは誤魔化すようにリーヴァイに声をかけた。

「い、いつも美味しいご飯を作ってくださってありがとうございます！」

「こちらこそ、いつもたくさん食べてくれるから作り甲斐がある。こんな風に色々な料理を作れるなんてな。満足している」

「私も、すごく嬉しいですっ！」

「ありがとう、オフィーリア」

「ありがとうございます、リーヴァイさん」

　同じことを同時に言ったのに気づいて、オフィーリアとリーヴァイは目を合わせて笑い合った。

　オフィーリアは、彼と一緒にいるだけで心の傷がどんどんと塞がっていくような気がした。スーリア王国では聖女としての一部分しか認められなかったが、リーヴァイは全てを包み込んでくれる。その優しさに癒されていた。

　それに今までは聖女の仕事に追われていて、こんな風に男性とゆっくりと話すことはなかった。シャーリー達に悪い噂を流されていたからか、貴族の令息達には距離を取られていて関わることもなかったからだ。

　まだハリブリア王国に来て少ししか経っていないのに、毎日が信じられないくらいに満たされていた。

　リーヴァイもラルートも城で世話をしてくれる侍女達も、オフィーリアに好意的に接してくれるおかげで、空腹に苦しむこともなく毎日幸せだった。

　こんなに居心地がいいと感じたのは家族と暮らしていた時以来だった。

　リーヴァイは『結婚してほしい』と言った次の日に『少しずつでいいから俺のことを知ってくれないか？　オフィーリアのことも、もっともっと知りたい』と言った。

　あまりにも真剣に言われるものだから勢いのまま頷いた。それにオフィーリアもリーヴァイのことをもっと知りたいと思ったのだ。

（こんな気持ち、初めてです……！）

　リーヴァイといると、ドキドキしたりふわふわしたりと今まで感じたことがないくらいに心臓が忙しく動いていた。

　ハリブリア王国で過ごすうちに、この国のいい部分――つまり、スーリア王国との違いをたくさん見つけることもできた。

　まず一番大きな違いは、リーヴァイや王家は国民達に信頼されて慕われているということ。それから国民を第一に考えているということ。だから街には活気があり、魔獣の脅威があっても希望に満ち溢れているのだろうと思われた。

　スーリア王国では、王家は民のことを考えずに自らを着飾ることに価値をおき、毎晩煌びやかなパーティーを開いている。オフィーリアが聖女の仕事のため教会に行っていた時に出会った民は、王族に恨み言を述べて、税を減らしてほしいと訴えかけていた。

　税に悩み、王族に不満を持っていたのは一部貴族も同じだっただろう。

　オフィーリアの実家であるカーウィラ子爵家はとても貧乏だった。恐らく辺境に住む他の貴族達も同じようなものだったはずだ。

　心は痛んだが、オフィーリアには疲弊した人達を癒すことしかできなかった。

（……やっぱりスーリア王国とは全然、違います）

　それに、国王や王妃に裏切られて、利用されていた事実を知ってしまえば、もうスーリア王国を信用することなどできなかった。

　家族に嘘をついていたこともそうだが、蔑ろにされ続けたことを思い出すと、オフィーリアは彼らを到底許せそうになかった。

（今頃、スーリア王国はどうなっているんでしょうか……？）










４章　崩壊




　時は遡さかのぼり、オフィーリアがアティカスから婚約破棄を告げられ、スーリア王国を去ったあと。

　アティカスはオフィーリアを城から追い出したことにより清々しい気分で過ごしていた。

　シェフ達は戸惑うほどに時間ができたらしい。毎日バクバクと食べていたオフィーリアがいなくなったおかげだろう。

　思えばオフィーリアが婚約者になった時からアティカスの理想は全て狂っていった。アティカスが初めてオフィーリアに会った日、彼女は興奮した様子の神官に連れられて、物珍しそうに辺りを見回していた。

　神官から話を聞けば、辺境からやってきた子爵令嬢だと言う。アティカスと目が合うと、彼女は「よろしくお願いします！」と言って満面の笑みを浮かべた。元気で明るい声と屈託のない笑顔を見て、可愛らしい少女だと思った。

　見た目がまぁまぁよかったこともあり、少しだけ話してみると、今まで貴族らしい生活をしていたわけではないようだった。畑を耕したり動物の世話をしたりしながら過ごしていたと聞いた時には驚きすぎて声が出なかった。

　しかし聖女として働くのに身分は関係ない。聖女の中には平民出身の少女もいるからだ。聖女として国のために働き、大抵は結婚と同時に聖女の座を退いていく。

　スーリア王国では脈々と聖女の力が受け継がれていて、魔獣が国土に侵入しないように結界を張っている。それは精霊の力を借りることができるスーリア王国の聖女のみに許される力だった。そのおかげで他国のように魔獣に怯えることなく平和な生活を送ることができているのだ。

　アティカスの母も元聖女であり侯爵家出身だった。聖女として働きながら父を射止めたらしい。

　当時は聖女達の中で一番の力を持っていたと、自慢げに話していた。

　そして十二歳になったある日のこと、呼び出しを受けたアティカスは、父の前に立っていた。

「アティカス、今日は大切な話がある」

「なんでしょうか？」

「お前の結婚相手が決まったぞ」

「本当ですか!?」

　それを聞いた時、間違いなくシャーリー・ドルマリアのことだと思った。

　シャーリーはアティカスと同じ歳で、聖女としての力も大きく、なにより他の令息にも人気が高い。アティカスはその美しい容姿に心惹かれていた。彼女は公爵令嬢で家柄も申し分なく、自分と釣り合うと思っていた。

　しかし、父の口から発せられたのは予想外の言葉だった。

「本日よりオフィーリア・カーウィラが、お前の婚約者となる」

「は……？　オフィー、リア？」

「令嬢としてのマナーは正直に言ってまだまだだが、今から王妃教育を行えば、十分間に合うだろう」

「な、なにを言っているのですか!?　オフィーリアって、あの田舎貴族、芋聖女と馬鹿にされているあの女ですか!?　ありえない！」

　オフィーリアが聖女として城に来てしばらく経った頃から、なぜか彼女の悪い噂を耳にするようになった。

　あの日、初めて彼女を見た時は特にそんな風には思わなかったが、自然と嫌なイメージが頭に残っていた。

「まぁ、そう言うな」

「俺はシャーリーと婚約するものだとばかり……！」

「確かにオフィーリアがいなければシャーリーが婚約者となり、次期王太子妃となり、ひいては王妃となっただろう。しかし、聖女達の中で一番力を持っているのはオフィーリアなのだ」

「う、嘘だ！　納得できません！」

　アティカスの中でガラガラとなにかが崩れ落ちていくような気がした。王妃教育を施したところで、オフィーリアが子爵令嬢という事実は変わらない。

　そして、彼女は人より二倍も三倍もよく食べていた。少量の食事しか口にしない令嬢達に見慣れているせいか、男のように豪快に食事をするオフィーリアに驚きと共に嫌悪感すら抱いていた。

　これからそんな姿を間近で見続けなくてはいけないのかと思うと目の前が真っ暗になった。アティカスの中で『オフィーリアとの婚約』は受け入れ難いことだった。

　しかし、どんなに抵抗しても父の決定が覆ることはなかった。

　オフィーリアがいなければシャーリーと婚約できたのに。そう思うだけで彼女に対する憎しみは増していく。オフィーリアが自分と釣り合うはずがない。アティカスはそう判断していた。

（こんな令嬢とも言えない奴と結婚だなんて絶対に嫌だ……！　俺のプライドが許さない）

　いつもならアティカスが「嫌だ」と言えばすぐに対応してくれる両親は、この件だけは絶対に譲らないと言った。

「オフィーリアは大切な聖女で、この国に必要な存在なんだ」

「可愛らしくていい子じゃないか」

　そう言われても納得できなかった。そんな理由で自分の結婚相手を決められるのは屈辱だった。

「聖女ならばたくさんいるじゃないですか！　どうしてあの女でなければならないのですか!?」

「以前も説明したでしょう？　オフィーリアの力は他のどの聖女とも比べ物にならないほど偉大なのよ！」

　母に続き、父も懇願する。

「アティカス、わかってくれ」

「いいえ、わかりませんっ！　父上や母上は俺の意見はどうでもいいのですか？　俺のことが大切ではないのですか!?」

「もちろん、大切に思っているわ！」

「それに、シャーリーのような家柄も釣り合う聖女と結婚した方が国のためになるのではありませんか!?」

「そんなことはない。オフィーリアほど都合のよい聖女は他におらん」

「え？」

　ぽろりとこぼれた父の本音ともとれる発言に、思わず反論をとめて聞き返したが、それ以上言葉が続くことはなかった。

「いや、なんでもない。お前にもそのうちオフィーリアの力の大きさを理解する時がくるだろう」

　アティカスにとっては到底、納得できる説明ではなかった。

（あんな聖女……！　俺の伴侶に相応しくない）

　そう思い、オフィーリアを陥れるチャンスを虎こ視し眈たん々たんと狙っていたが、彼女は食べて仕事をして、また食べて教会に向かう。遊ぶこともなく、なぜか父や母の意向でパーティーに出席することもない。

　厳しい王妃教育の成果もあり、表向きは貴族の令嬢としての振る舞いもできているようだが、悔しい思いだけがアティカスの心に残っていた。

　オフィーリアがいない間、他の聖女達と共にいることが多くなり、そのたびにオフィーリアと比べてしまう。

　彼女達はアティカスを褒め称たたえて、王太子として扱ってくれる。しかしオフィーリアはまるで親しい友達や家族のように馴なれ馴なれしくアティカスに接してくるのだ。

（俺を誰だと思っているんだ……！　スーリア王国の王太子だぞ!?　オフィーリアは、アレは俺の婚約者ではない。絶対に認めないぞ）

　そんな思いからオフィーリアを避けるようになったアティカスは、公務には自分が気に入った聖女を連れて行き、令嬢達とパーティーに出席するなど派手な振る舞いを続けていた。

　初めこそ両親に咎とがめられたが「それなら今すぐにオフィーリアとの婚約を破棄してほしい」と言うと、大抵のことは許された。

（いくら聖女に力があったとしても貴族達の支えがなければ国は成り立たない！　カーウィラ子爵家など貴族とも言えない。現になにも役に立っていないじゃないか！）

　そんな思いもあり、オフィーリアを邪険に扱っていた。城にいる者達も空気を読んだのだろう。あっという間にオフィーリアは孤立した。

　しかし彼女は図々しくも城に居座り続けた。聖女の仕事をすることで自分はここにいたいと言っているように思えた。

（早くここから出て子爵領に帰ればいいものを！）

　実際、平民出身や男爵家、子爵家出身の聖女達は城での暮らしに馴染めずに次々と城を去って行った。それに対して父と母はなにも言わなかった。

　しかしオフィーリアのことは、彼女になにかあってはいけないから大切にするようにと言ってくる。オフィーリアも城に馴染めずに子爵領に帰るかと思いきや、こんな状況にも関わらず城から離れようとしない。

（お前がいたら、俺はシャーリーと結ばれないだろう!?　どうして早く出て行かないんだよ！）

　アティカスは幼い頃からシャーリーが好きだった。それにどうやらシャーリーもアティカスと同じ気持ちだったようで、いつものようにオフィーリアの愚痴をこぼしていると『わたくしは幼い頃からアティカス殿下をお慕いしておりました。オフィーリア様が選ばれた時はとても悔しかったですわ』と、胸の内を明かしてくれたのだ。

　シャーリーからそう聞いた瞬間、嬉しくて堪らなかった。そして自分も同じ気持ちだと言うと、シャーリーは涙を浮かべて喜んでくれていた。

　彼女は純粋で素直でなにより美人だ。それに率先して聖女達の統率をとり、聖女の仕事と公爵令嬢としての立場との兼ね合いで大変にも関わらずアティカスに気を配ってくれていた。

（シャーリーは幼い頃から完璧だった。今もそうだ。いつも俺を気遣ってくれる。王妃に相応しいのはあの女ではない。間違いなく彼女の方だ）

　アティカスはそう信じて疑わなかった。幸いオフィーリアがこちらに興味がないこともあり、順調にシャーリーとの愛を育んでいった。

　シャーリーもますます自分に惚れ込んでいるように思えた。

　いつか絶対にオフィーリアとの婚約を破棄し、シャーリーと一緒になろうと決めた。

　そしてついにその時がやってきた。

　一カ月前のことだ。両親が平和条約のために集まりがあるから二週間ほど国を任せると言われた時に、このチャンスを逃せないと思った。

（今まで我慢してきた甲斐があった！　父と母はこの件に関しては絶対に首を縦に振ろうとはしない。だが、俺もシャーリーも限界だ！）

　すぐにシャーリーに知らせに行くと、彼女の唇が大きく弧を描いた。

「さすがアティカス殿下。わたくしに知らせてくださってありがとうございます」

「いや、いいんだ。それで、これからどうする？」

「アティカス殿下……これは神様がわたくし達にくださったチャンスですわ」

「ああ、俺もそう思っていた」

「わたくし達はやっと結ばれるのですね！」

「そうだ。シャーリーは俺と結婚して王妃になるんだ」

「やっとあの邪魔者を追い出せるのね。ウフフ、嬉しいわ！」

「ハハッ！　俺も嬉しいよ。ずっとこの時を待っていたんだ！　一カ月もあれば準備できるだろう」

「そうですわね。それにわたくし、アティカス殿下にお知らせしたいことがありますの」

　そしてシャーリーから「実は……」という言葉と共に、聖女達がずっとオフィーリアに虐げられているという事実を聞かされたのだった。

　しかしアティカスは疑問に思うことがあった。

「だが、オフィーリアはいつも忙しそうに走り回っているではないか。いつそんなことをしていたんだ？」

「そう振る舞っていただけですわ。本当はっ、本当は、精霊達を独り占めして、わたくし達の仕事を奪っていたのです！」

「なっ、なんだと!?」

「今まで、アティカス殿下や陛下には心配をかけないようにと黙っていましたが、もう限界ですわ！」

「……そうだったのか」

「いつもひとりで仕事をしているように見えて本当は、わたくし達をっ」

　シャーリーの言葉は寝耳に水だった。

　オフィーリアはいつもひとりでいたし、聖女達からも嫌われていた。寂しそうにしていたのも、ひとりで仕事をしていたのも全て演技だったというのだろうか。

「わたくしが聖女達を守ってきたのですが、もう限界なのです！」

「どうしてそんな大切なことを今まで言わなかったんだ？」

「オフィーリア様は国王陛下と王妃殿下にも気に入られておりますし、わたくしはアティカス殿下の婚約者ではございません！　だから……」

「そうか。辛い思いをさせてすまなかった」

　アティカスは震えるシャーリーの肩を抱きしめた。

（俺がシャーリーや聖女達を……国を守らなければ！）

　オフィーリアとの婚約を破棄するためのパーティーを企くわだてて、それから一カ月かけて貴族達に内緒で招待状を配るなど準備を進めてきた。

　やっとオフィーリアとの婚約から解放されると思うと、気分が高揚していた。

　自分と釣り合うのはシャーリーのように聖女としても令嬢としても完璧な女性だと、ずっとそう思っていた。

　それを証明するために両親に隠れて秘密裏に準備を進め、父と母が発ってすぐにパーティーを開いたのだ。

「――オフィーリア・カーウィラ、貴様との関係も今日限りだ！　この不当な婚約を破棄して、俺はシャーリー・ドルマリアと婚約することをここに宣言するっ！」

　そして無事にオフィーリアをスーリア王国から追い出すことに成功した。

　悔しそうにしながらも「家族には罰を与えないでください」と必死に訴えるオフィーリアの言葉は聞き流した。

　近衛騎士達には必ず魔獣がいる結界外まで行ってから、オフィーリアを置き去りにするようにと指示を出した。

　騎士達は戸惑っていたがシャーリーから聞いたオフィーリアの行動を話すと、怒りに顔を歪ませていた。

　オフィーリアは馬車に詰め込まれて去って行った。呆あっ気けない終わりだと思うのと同時に、本当にこんなことをして大丈夫だっただろうかと不安が押し寄せてきた。

　だが、「これでやっとわたくしと一緒になれますわね」と、体をすり寄せながら微笑むシャーリーに、そんな不安はすぐに消え去った。

　アティカスとシャーリーは、輝かしい未来に向けて一歩進むことができたのだ。その喜びの方が大きかった。

　そのまま祝杯をあげるがごとくパーティーを続けた。周囲の貴族達も戸惑っていたが、オフィーリアが王妃となることを疑問視していた人も一定数いたようだ。

　何事もなくパーティーは終わった。胸の中にあったわだかまりがスッと消えたような気がした。

（あとはシャーリーと婚約を結ぶだけだ！　ドルマリア公爵も喜んでくれるだろう。父上と母上も、最初は戸惑うだろうがきっとすぐに承諾してくれるはずだ）

　しかし次の日、シャーリーの顔色がよくないことに気づいた。

「どうしたんだ？」と尋ねると彼女は「昨日、緊張していたせいですわ」と答えた。それから他の聖女達を引き連れて、教会や城の大聖堂へと向かって行った。

　さらにその次の日のこと。いつもはゆっくりと登城してくるシャーリーが早朝から城にいる姿を見て驚いた。なにかを探すように辺りを見回している。

「おい、シャーリー！　こんな朝早くから、なにをしているんだ？」

　そう言って、シャーリーの肩を掴んで引き止めた。しかし彼女は不機嫌そうに顔を歪めてこちらを思いきり睨みつけた。

「今とても忙しいのです。邪魔しないでください……！」

「一体どうしたんだっ!?　なんでそんなに忙しそうなんだ？」

「アティカス殿下には関係ないことですわ！　失礼いたします」

「は……？」

　その言葉に疑問を持ったが、問いかける前にシャーリーは城の大聖堂へと駆け出して行った。

（オフィーリアがいなくなってから、聖女の仕事が忙しくなるとはどういうことだ？　いつもは昼頃に城にきて、陽が沈む前には公爵邸に帰るというのに）

　しかし、その時はシャーリーの言葉を深く気にすることはなかった。

　だが、その次の日もまたその次の日も、シャーリー達は忙しそうに城を駆け回っていた。いつもならば、ゆっくりとお茶をしたり買い物に行くのに、公爵邸にもほとんど帰っていないという話をドルマリア公爵から聞いて驚いた。彼もなぜシャーリーが焦ったように大聖堂に籠っているのかわからないようだった。

　それから数日後、なぜか魔獣の被害が出ているとの報告を受けて、首を傾げた。

　まさか……と一瞬だけ嫌な予感が頭によぎったものの、オフィーリアがひとりいなくなっただけで、残りの聖女を合わせると十人以上いる。

（ははっ！　スーリア王国に魔獣が出るなどありえない）

　それに以前にも増してシャーリーは懸命に聖女として働いているではないかと思い、悪戯いたずらとしてこの件は済ませた。

　それからしばらくして、いつも美しく着飾っていた聖女達がボロボロな姿で怯えながら、なにかを話しているところを見て声をかけた。

「こんなところでなにをしているんだ。なにか異常があったのか？」

「……ッ、アティカス殿下！」

「アティカス殿下にこのことが、バレたら……」

　聖女達は顔を見合わせながら小さくなって震えている。その中にシャーリーの姿を認めたアティカスは、問いかける。

「シャーリー、どうかしたのか？」

「なんでもありませんわ……！」

「一体、どうしたんだ？　みんな、顔が真っ青だぞ？」

　そんな時、涙目の聖女がシャーリーの聖女服の袖を引いた。

「報告した方が」「手遅れになる前に」「もう無理です！」

　そんな声が聞こえた気がしたが、シャーリーの「お黙りっ！」という大声に掻き消されてしまった。そのあまりの剣幕に目を見開いた。

　シャーリーは荒い息を吐き出しながら肩を揺らしている。

「ど、どうしたんだ？」

「アティカス殿下には関係ないことですわ！　皆様、行きましょう」

「おいっ！　シャーリーッ」

　シャーリーはかなり苛立っているようだった。目の下には隈くまがあり、化粧もしておらず、髪も整えていないようだ。聖女服もいつもと違い汚れていて、しわしわだった。

　アティカスは一体なにが起こっているのかわからずに過ごしていたが、日が経つにつれて、魔獣の被害情報が増えていった。

【魔獣が現れた。助けてください】

【今すぐ騎士を派遣してください！】

　そんな手紙が日に日に増えていく。魔獣が現れたと報告のあった場所はバラバラだったが、城に近づいてきているような気がしていた。

　騎士を送ってくれと言われても、スーリア王国には魔獣を倒せるような騎士はいない。全て権力を誇示するためのお飾りの騎士だということは自分がよく知っていた。

　父の右腕でもあり有能ではあるがなにかと口うるさい宰相が、城に届いた大量の手紙を持って今日も部屋に入ってきて、すぐに動くべきだと訴えてくる。

「いかがいたしましょう」

「なんだか不気味だな。手紙は全部捨ておけ」

「対応しなくて、よろしいのですか？」

「父上と母上がいない間に問題が起こったとあらば、俺の評価に関わるだろう!?　全て捨てておけと言ったんだ！　二度も言わせるな」

「ですが、わたくしは反対です！　今すぐ陛下に報告いたしましょう。手遅れになる前に……っ」

「うるさい！　口出しをするな。お前は父上と母上が帰ってくるまで屋敷で謹慎していろ」

「ですが！」

「首を切られてもいいのか？　お前の息子の未来もどうなるだろうな？」

「……アティカス殿下」

「ふんっ！」

「わたくしは、どうなっても知りませんからね」

　なにかがおかしい。そう感じるものの、それが一体なんなのかはまったくわからなかった。

（きっと父上と母上がいない間を狙った悪戯かなにかだろう。このくらいで俺は動じたりしない）

　気持ちを切り替えて、父と母にオフィーリアを追放したと報告するのを楽しみにしていた。

　きっと自分の判断が正しいと言ってくれる。そう信じて疑わなかった。

　長いようで短い二週間が過ぎて、慌てた様子で父と母が城へと戻ってきた。聞いていた到着予定の時間よりも、ずっと遅れていた

（なにかあったのか？）

　会合に行くために煌びやかに着飾っていた父と母の服はなぜか乱れて、所々裾がちぎれていた。

　しかしアティカスはそんなことも気にならないほどに気分が昂たかぶっていた。待ちきれなくて城の門の前で、意気揚々と声を張り上げた。

「父上、母上、聞いてください！　オフィーリアが他の聖女を虐げ、自分の手柄のために精霊達を独り占めしていたことを突き止めました！　だからオフィーリアとの婚約を破棄して彼女を追い出してやったのです！」

「……な、なんだと」

「今すぐシャーリーとの婚約をっ……グハッ!?」

　アティカスは「よくぞ真実を突き止めて、悪女から国を守ってくれた」と、父から褒められると思っていた。しかし父はアティカスの話を最後まで聞くことなく、アティカスの頬を固い拳で殴り飛ばしたのだ。

　宙に投げ出された体は勢いよく地面に落ち、アティカスはあまりの痛みに言葉を失った。

　父にこんな風に突然殴られることなど今まで一度もなかった。頬を押さえて立ち上がると、父は顔を真っ赤にして肩を揺らしながら荒く息を吐き出している。

　いつもは庇ってくれる母の顔は青ざめており、フラリと後ろに倒れ込みそうになるのを、なんとか側にいた侍女が支えていた。

　なにかに噛まれたように引き裂かれたマントを脱ぎ捨てた父は、アティカスの胸ぐらを掴んで再び腕を振り上げながら叫んだ。

「――このっ！　貴様は自分がなにをやったのかわかっているのか！」

　父の怒鳴り声が響き渡った。

「落ち着いてください！　一体、なにを怒っているのですか!?」

「ここにっ、ここに帰ってくる間に、なにが起こったと思う!?」

「え……？」

　あまりの怒気と気迫にアティカスは仰け反っていた。掴まれた手から緊迫感が伝わってくる。

　それでも気が収まらないのか、父はアティカスに怒号を浴びせ続けた。

「魔獣だ！　スーリア王国に、魔獣が入ってきたんだぞっ!?」

「……魔獣？」

「聖女達はどこにいる!?　今すぐに呼び出せ」

「父上、聖女達は毎日大聖堂で……っ」

「オフィーリアは!?　どこに追い出したのだ!?　カーウィラ子爵領か？　教会にいるのかっ」

「だから、オフィーリアは国外に追放したと……！」

「こっ国外だと!?」

「は、はい」

「――馬鹿者！　お前は大馬鹿者だっ！」

「苦しっ……！　離してください！」

　胸ぐらを掴んで、唾を吐き散らしながら怒鳴る父にアティカスは困惑し、なんとか落ち着かせようと必死に叫んだ。

「で、ですがシャーリーや他の聖女達は、ちゃんと仕事を……っ」

「できていないから、こんなことになっているのだろう!?　宰相を呼べ！　こんな時になにをしているんだ」

「そ、れは……」

「まさかお前が、なにかやらかしたのか!?」

　宰相をはじめアティカスの行動に意見してきた者達は、もう城にくるなと言った日から本当に登城していない。

『どうなっても知りませんからね』

　宰相が残していったそんな言葉を思い出して冷や汗が流れた。

　自分が正しいと思ったことが、全て裏目に出ていると気づいてゾッとしていた。

「もうよいっ！　すぐに宰相を呼び戻せ！」

「父上、俺はっ……！」

「お前にはガッカリだ！　たった二週間で最悪な事態を招いてしまった！　何百年もスーリア王国は魔物から守られてきたというのに！　なぜこんなことになった!?　早く手を打たなければ手遅れになるぞ!?」

「手遅れ？　どういうことですか？」

「なんとしてもオフィーリアを捜し出さねば……！　生きていることを祈るしかあるまい」

「なにを言っているんですか？　そんなはずない!!　たかがひとりの聖女を追い出しただけですよ!?」

「なぜ我々がオフィーリアを城から出さずにいたのか。それは彼女が大きな力を持っているからだと何度も話したはずだ！　なにも聞いていなかったのか!?　まさか私の許可なしに彼女を追放してしまうとはな！」

「そんなこと……」

　謝罪をしようと父に向けて震えている手を伸ばすが、振り払うように背を向けられる。そして父はこちらを鋭く睨みつけてきた。

「今はお前の無能さを嘆いている場合ではない！　オフィーリアをどこに置き去りにしたのだ!?」

「ハリブリア王国との国境付近に……」

「一番、魔獣が多いといわれている場所ではないか！　ああ、なんてことだっ！」

　父は頭を押さえて悔しそうに拳を握りながら震えていた。

「今すぐオフィーリアを送って行った騎士を呼べ！　捜索隊を出すぞ」

「そ、それが……騎士も、馬車も帰ってきていないんです」

　オフィーリアを送って行った騎士は馬車ごと戻ってこなかったが、事故として片付けて、大して気にも止めなかった。

　なぜならばアティカスは余計なことを考えることなく、オフィーリアから解放された喜びに浸りたいと思っていたからだ。

「父上……俺はっ！　まさか、こんなことになるなんて！」

「今すぐにハリブリアとの国境へ捜索隊を派遣しろ！　それから人を集めろ！　早く対応しなければ間に合わなくなるぞ」

「ち、父上……！　聞いてくださいっ」

「邪魔だ！　そこをどけっ」

　父に突き飛ばされた体は尻餅をついた。目の前に立つ母は愕然としていて、やはり青ざめている。父に怒られた時はいつも大丈夫だと励ましてくれる母だが、今日はアティカスのことなど眼中にないようだった。

「母上ならわかってくれますよね？」

「精霊達が……いない！　どこにも見当たらないわ！」

「……え？」

「あんなにいたはずなのにっ！　教会に確認しなければ！　こんな……っ、こんなことって」

　アティカスは座り込んでしまった母に駆け寄った。母はガクガクと震える体を抱え込むように丸まっている。

「みんなあの子に、オフィーリアについて行ってしまったの？　いくらなんでも……そんな」

　顔を覆いながらブツブツと話す母の表情は、なにかに怯えているようだった。

「どういうことですか!?　聖女達は毎日、祈りを捧げていました！　オフィーリアがいなくなった分も朝から晩までずっと……！　以前よりも忙しそうにしているのですよ!?」

「聖女がどれだけいたって関係ないわ！　関係ないの」

「シャーリーはそんなこと、ひと言も……」

「結界がどんどん弱まってるわ！　精霊がいなければどうにもできない！　国を守れないのよ」

　その言葉を聞いて、あることが頭をよぎる。

　シャーリー達が城を駆け回り探していたのはいなくなった精霊達だったのかもしれないと。そしてシャーリーから聞いていた通り、オフィーリアが精霊達を独り占めしているのだと思った。

「それはまさか、オフィーリアが精霊達を奪って行ったということですか!?　も、もしかして、オフィーリアが俺達に復ふく讐しゅうするために精霊を連れて行ったのではないですか!?　やはりあの女は聖女の皮を被った悪女だったんだ！　そうに違いありませんっ」

　アティカスは自分の行いを正当化しようと必死だった。母ならわかってくれるはずだ。その思いからオフィーリアを責め続けたが、母はなんの反応も示さない。

「精霊にも自分の意思があるのよ」

「精霊に意思が……？」

「聖女が勝手に動かせるようなものじゃないの！　やっぱりオフィーリアは精霊に愛されすぎていたのよ！　だから城に閉じ込めておいたのにっ」

「閉じ込めていた!?」

　その問いに対する答えは返ってこなかった。髪を振り乱して叫ぶ母はいつもの様子とはかけ離れていた。

「公爵家の娘だからと大目に見ていたけど息子をたぶらかした報いを受けてもらわないと！」

「公爵家の娘？　まさかシャーリーのことですか!?」

「そうよ！　今すぐ聖女達のところに行くわよ。ついてきなさい。聖女の皮を被った悪女は誰なのか、見せてあげるわ」

　そのまま母の後ろをついて行く。オフィーリアを追い出してから、シャーリーの様子はどんどんおかしくなっていっていた。

　オフィーリアがいなくなった分の穴埋めをして忙しいからイライラしているのだと思っていた。

　落ち着けば、シャーリーとの関係も元に戻ると思い込んでいた。しかし母の言葉を聞く限り、彼女達が慌てていたのは精霊が消えたからだとしたら……。

　母のあとに続いて大聖堂へと入った。ここは結界の中心部だった。シャーリー達は真ん中に固まって必死に祈りを捧げている。

　しかしこちらに気づいた途端、何人かの聖女は泣き出してしまった。

「どういうことなのか、説明して頂戴！　シャーリー!!」

　名前を呼ばれたシャーリーは、怯えたように振り返った。

「王妃殿下！　これはっ、こんなはずでは……っ」

「オフィーリアがいなくなったことが原因なのでしょう!?」

「そ、そうですわ！　あの子が全部精霊をっ！　そうよ！　オフィーリアが精霊をこの国から奪わなければこんなことにはならなかったのに！」

　ガリガリと音を立てて爪を噛むシャーリーの髪は乱れて、目が血走っている。以前の気高さも美しさも気品もそこにはなかった。

　他の聖女達は泣き崩れている中、悔しそうに拳を握っている。

（やはりオフィーリアは精霊を全部奪いとってしまったのか！　なんて奴なんだ）

　いつもは明るく輝いている大聖堂に、もはや光はなく、暗く不気味な空間に、聖女達が啜り泣く声が響いていた。

「精霊を従わせることはできないわ！　それは聖女であればわかるでしょう!?　もう魔獣が国の中に入り込んでいるわ！　私達には精霊を使って結界を張ることしか対抗する術はないのにっ」

「……そんな！」

　母の言葉に、聖女達はますます激しく嗚咽を漏らし、一斉に騒ぎ始める。

「屋敷に帰りたい！　帰りたいわ!!」

「こんなことになったのは全部、シャーリー様のせいよ！　もうわたくし達は終わりだわ！」

「もう嫌ぁ！　これ以上、シャーリー様に従いたくないっ！　どうしてこんなことになってしまったの!?」

「シャーリー様に脅されていたんです！　ずっと我慢してきたけど限界だわ……！」

　対するシャーリーは聖女達を一喝する。

「あなた達……！　なにを言うの！　黙りなさい！」

　アティカスは、令嬢達が口々にシャーリーを悪く言っているのを聞いて唖然としていた。

　しかも『ずっと』や『これ以上』と、長年シャーリーに命令されていたような口振りだ。

（どういうことだ？　なぜ他の聖女達はシャーリーを悪く言っている!?）

　聖女達は次々と、大聖堂から泣きながら去って行く。

　シャーリーは手を伸ばして彼女達を引き止めようと叫んでいたが、その行動も虚むなしく、ついにひとりになってしまった。

「シャーリー？」

「……アティカス、殿下」

　かろうじて名前は呼ばれたものの、その目がアティカスを捉えることはない。逸らされた瞳は左右に揺れている。彼女の肩を掴んで真意を問いかけた。

「シャーリー、一体どういうことなんだ!?　ちゃんと説明してくれっ」

「本当にっ、こんなことになるなんて思わなかったのよ！　全てあの女が城にきてからおかしくなったのよ!!」

「は……？」

「本当は全部、わたくしが手に入れられるはずだったのに！　オフィーリアがわたくしから奪ったの！　それを奪い返したかっただけなのに……あの女さえいなくなれば、全てが上手くいくはずだったのよ！」

　シャーリーの怒鳴り声が大聖堂に響き渡った。アティカスは状況がわからずに戸惑っていた。

「な、にを言っているんだ？」

「わたくしが得るはずだったものを横取りしたって言っているのよ！　あの能天気な芋聖女が!!　王妃の座も一番の聖女の座も、あの女のせいで、わたくしの人生はめちゃくちゃよ！」

　呆ぼう然ぜんとするアティカスに対し、落ち着きを取り戻してきた母がシャーリーに刺すような視線を向ける。

「シャーリー、あなたの気持ちはわかるわ。けれど、まさかこんなことをするなんて！」

「なによ、偉そうに！　あなた達だって同じでしょう!?　わたくしと同罪よ」

　シャーリーは怒り狂ったように母に指を向けた。

「同罪……？　どういうことだ」

「知らないのはアティカス殿下、あなただけよ！　オフィーリアはずっと王家にいいように利用されていた。騙されて、ほんとに惨みじめだわ」

「シャーリーッ！」

　母の怒号が飛ぶ。

「本当のことだわ！　わたくしは全部、知っているんだから」

「今すぐ口を閉じなさいっ！」

「家族に聖女として働いた給金を送ってほしいと頼まれていたのに、一回も送ってないのよ!?　わたくし達に邪険にされていると知っていたのに無視していたのも、あの子を孤立させて情報が入らないようにするためでしょう!?　オフィーリアを城に閉じ込めておくために」

　シャーリーの言葉を聞いて、アティカスは信じられない気持ちだった。

　こうして暴言を吐く彼女の姿を目まの当たりにして言葉が出なかったのもそうだが、まるで奴隷のようなオフィーリアの扱いについても初耳だった。

「嘘、ですよね？　騙して働かせていただなんて、そんなこと……母上、嘘だと言ってください」

　しかし母は返事はせずに黙っているだけだった。それはオフィーリアを騙し利用していたという事実を肯定するということではないだろうか。

「まさか……そんな」

「仕方なかったのよ。あの子は力が大きすぎるが故にたくさん食べるから……！　その分を給金で補っていただけよ」

「やっぱりそうだったのね！　その事実を公表せずに黙っていたからこうなったのよ！　ウフフ、これは全部ケチで卑怯な王家のせいよっ」

「シャーリーッ！　不敬罪であなたを打首に――」

「別にいいわよ？　だってもうすぐみんな魔獣に食い殺されて死ぬんだもの！　わたくしの言うことに従わなかったあの子達だってそう！　みーんな死ぬのよっ！　アハハハッ」

　高笑いするシャーリーに、アティカスは混乱していた。場の流れについていけず、頭の中が散らかったままだった。

「どういうことだ……!?　オフィーリアが大食いなのは、力が大きすぎるからというのは本当なのか？」

「アティカス殿下には見えなかったでしょうけど、あの子は凄まじい量の精霊達といつも一緒にいて、彼らに力を分け与えていたのよ。無意識にね」

「精霊が？」

「あんなに食べてもお腹が空くのは、そのエネルギーを精霊に渡しているから」

「……は？」

「わたくし達が遊んでいられたのも、なにもしなくても結界が張られていたのも、全部あの子のおかげだって言っているのよっ！」

　シャーリーはそう言うと床に座り込んで泣き崩れた。そして悔しさを打ちつけるようにガンガンと床を叩いている。そこには深い嫉妬や怒りが入り混じっているような気がした。

　その様子を見たアティカスはやっとシャーリーがついていた嘘に気がついた。精霊を奪われたというのも無理矢理従わされていたというのも、全てが嘘だったのだ。

『遊んでいた』という言葉と、オフィーリアがいなくなった今の状況を比べると、今更ながら思うことがあった。

　いつも朝から晩まで教会や城に籠っているのはオフィーリアだけだった。

　その間、シャーリーや他の聖女達は綺麗に着飾って、お茶会やパーティーに出席していた。買い物に行ったり婚約者と自由気ままにデートをしていたりと、楽しそうに過ごしていた。今まで彼女達が真面目に祈りを捧げていたことがあっただろうか。

（いや、オフィーリアだけだ。彼女だけしか……！）

　どうしてそのことを疑問に思わなかったのか……今になって怖くなった。

「なぜオフィーリアにそんな扱いを！　もしそのことを知っていたら俺だって……！」

　誰に向けたともわからない言葉に、母とシャーリーがほぼ同時に口を開く。

「たくさん食べた分を補うためには仕方なかったのよ！　毎日の食費を賄うのも大変だったから！」

「彼女はひとりで国を守っていたわ！　なにも知らないオフィーリアとカーウィラ子爵家を犠牲にして、自分達は贅沢三昧。ほんと笑っちゃう」

　母はキッとシャーリーを睨みつける。

「それ以上の暴言は許さないわよ！」

「オフィーリアにはなにも教えないようにしていたのよ！　都合よく動かすためにね」

「……え？」

　もう何個目かわからない疑問符がアティカスの頭に浮かぶ。続くシャーリーの言葉も母の言葉も右から左に抜けていき、頭は真っ白だった。

「オフィーリアにはタダ働きをさせて、カーウィラ子爵に関わりがある人達にも城で働く人達にも、金をばら撒まいて口止めしていたんでしょう？　ただでさえ辺境に住んでいて金も情報もない、なにも知らないオフィーリアの両親をなんて言って騙していたのかしら」

「騙してなんかいないわ！」

「ずっと辺境にいられたら幸せに暮らせていたでしょうに残念ね。オフィーリアは搾取されるだけ搾取されて捨てられたのよ！　でもいい気味だわ！　彼女はわたくしの全てを奪ったのだからっ」

　今までオフィーリアをたくさん食べるからという理由で責め続けていた。精霊に力を渡していたという事実などアティカスは知りもしなかった。

（俺は……いつもオフィーリアになにを言っていた？）

　思い浮かぶのは『穀潰し』『はしたない』『目障り』と彼女を咎める言葉ばかり。

（俺だってオフィーリアが精霊のためにたくさん食べていたと知っていたらこんなこと言わなかった！）

　いや、知っていたとして、彼女を尊重して大切にしただろうか。答えは否だろう。

　知っていたとしてもなにも変わらなかった。アティカスはオフィーリア自身をずっと馬鹿にしていた。田舎の子爵家出身というだけで下に見ていて、最初から向き合う気などなかった。オフィーリアの努力も苦悩も知らず、初めからなにも与えるつもりはなかったのだ。ただ彼女の存在を嫌けん悪おしていた。

　呆然とするアティカスを置いて、シャーリーと母の言い合いは激しさを増していく。

「わたくし達に好き放題させていたのも、オフィーリアひとりで国が守れたからなにも問題なかったんでしょう!?」

　アティカスはシャーリーの言葉が信じられない気持ちで聞いていた。シャーリーの口から告げられる真実は、ずっとアティカスが思っていたこととは真逆だったからだ。

「陛下達は、わたくし達なんてどうでもよかったのよ！　なにが聖女よっ！　みんなそう思っているわ！　聖女の仕事はずっとオフィーリアがひとりでやっていたから、わたくし達はやり方もわからない。精霊にも好かれていない！　あの子にばかり仕事を押し付けて、その状況を放置し続けた結果がコレよ」

「お黙りなさい、シャーリー！」

「だってそうでしょう!?　お飾りの聖女なんてまっぴらごめんだわ！　わたくしには『王妃に相応しいのはあなただから』と言っておいて、ずっとオフィーリアに王妃教育をしていたのだってわかっていたわ！」

　どうやらシャーリーは母に『あなたが王妃に相応しい』『でも今だけは我慢してね』と言われていたらしい。自分が王妃になれると言われて、シャーリーはオフィーリアがアティカスの婚約者になることに納得した。

　シャーリーは『一時的だから』という母の言葉を信じていたが、いつまで待ってもアティカスの婚約者はオフィーリアのままで、自分に隠れてオフィーリアに王妃教育まで受けさせていることを知った。

　シャーリーはもうすぐ二十歳の誕生日を迎える。令嬢としての結婚適齢期も過ぎて、聖女としてもギリギリ。だが、元来呑気なシャーリーの父は『大丈夫だろう』と言うばかりで動いてはくれなかったのだという。

　そこで自分が王妃になるために強硬手段に出たのだ。オフィーリアがいなくなれば自分が王妃になれる、と。

「なにが『本当はあなたこそ王妃に相応しい』よ！　嘘つきっ！　嘘つき！　嘘つきぃ……っ！」

「……シャーリー」

　叫ぶシャーリーを見ながらアティカスは自分の知らないところで約束が交わされていたことへの驚きを隠せずにいた。

　シャーリーの話が本当だとするのなら、父と母は息子である自分にすら事実を隠しながら、周囲を欺あざむいてきたということになる。

　まるで道具のように都合よくシャーリーやオフィーリアを利用していた。それだけではない。その中に自分も含まれていたことに、アティカスはショックを受けていた。

　両親がオフィーリアを大切にしていた理由を今になってやっと理解できたアティカスは、初めて自分の無知さを思い知った。

（俺は、なんてことを……）

　婚約者ではないシャーリーが他国の要人を招いた大きな式典や他国でのパーティーに一緒に出席していたのは、大きな力を持ったオフィーリアを隠すため。

　オフィーリアとアティカスが結婚するまでの身代わりのようなものだったのだろう。だからシャーリーは怒っている。自分が利用されて、願いが叶えられないことに腹を立て、オフィーリアを追い出すために今回のことを引き起こした。

　アティカスはなにも知らないまま、ただシャーリーと結ばれることを喜び、その準備を手伝っていたのだ。

「精霊がいなくなったスーリア王国は終わりなの！　これも全て王家が悪いのよ！」

　怒りをぶつけるようにシャーリーは母を睨みつけながら叫んでいた。

　オフィーリアが去ったあと、彼女はどうにか結界を作ろうと連日教会に籠っており、寝ていないのだろう。深い隈と痩せこけた頬はいかに追い詰められていたかを物語っているようだ。以前の優しく気高くて美しいと思っていたシャーリーとはまるで別人のようだった。

　たったひとりの聖女に国の全てがかかっていたのだと思うと、オフィーリアを追放した自分にも責任があるかもしれないが、シャーリーの言う通り、それを隠していた両親にも非があるのではないか。

　とはいえ今は、なにもせずに、ただ魔獣が襲ってくるのを待っているだけではいけないとも思った。

（俺のせいでスーリア王国がダメになってしまう！）

　それにこのまま待っていても、自分に待っているのは『死』だけだろう。あんなにもたくさんの貴族達の前でオフィーリアを国外に追放してしまった。

　オフィーリアの力が強大であったこと、それを失ったために国が傾いていることが知られれば責任を取らされるのは誰か、安易に想像できてしまう。

（オフィーリアは生きているのか……？　騎士達と共に国境付近に行く前に魔獣に食い殺されてしまったのかもしれないっ）

　聖女は魔獣を近寄らせないようにはできても、倒す力はないのだ。シャーリーにのせられたとはいえ、自分がオフィーリアを国外に追放した事実は変わらない。

　魔獣の被害にあっている民から責められるのはアティカスだろう。

　あの時、あの手紙に対処していれば……。宰相の言う通りにしていたら、自分の味方になってくれる人が少しはいたかもしれない。けれどあの日からすでに二週間の時が流れてしまった。そう思うと自分の呑気な考えが許せなくなりそうだった。

「お、俺がオフィーリアを捜しに行きます！」

「アティカス、なにを言ってるの!?　もし魔獣に遭遇したら……」

「行かせてください！」

　オフィーリアを連れ戻せば全てが元に戻る。自分の名誉を挽ばん回かいするためにはそれしかないと思った。

（俺がオフィーリアを絶対に見つけ出す！　今すぐ連れ戻さなければ国がっ）

　追放してから二週間も経つが、それだけ精霊に愛されているオフィーリアならば、もしかしたら生きているかもしれない。そう思った。

「危険だわ！　外には魔獣がウヨウヨいて――」

「わかっています！」

「……アティカス」

「オフィーリアさえ連れ戻せば全て元通りになるんだ！　そのためならなんだってやる！」

　アティカスが王妃の制止を振り払い、外に出ようと歩き出した瞬間、大聖堂に父の声が響いた。

「――待て！」

「父上……！」

「今、カーウィラ子爵家に使いを出した」

「なぜですか？」

「オフィーリアならば、精霊の力を借りて魔獣の攻撃を凌ぎ自分の家に帰るくらい造作もないだろう。そうでなくとも精霊達が勝手にオフィーリアを守ろうと動くはずだ」

「ですが、カーウィラ子爵領はハリブリアとは逆方向ですよ!?」

「それでも確認する価値はある。オフィーリアを捜すのはそれからでも遅くはない。それにもしオフィーリアがどこかの国で生きていたら、家族を使ってスーリア王国に戻ってくるように脅すこともできるだろう？　それが一番、手っ取り早いからな」

　父のその言葉にアティカスはごくりと唾を飲み込んだ。目線の先には仄ほの暗ぐらい瞳でどこかを睨みつけている父の姿があった。

「カーウィラ子爵家を……オフィーリアの家族を人質に取るということですか？」

「平穏のためには犠牲がつきものだ。国を守るために、田舎貴族の犠牲だけで済むのなら安いものだろう」

「……ですが」

「オフィーリアさえいれば、あとはどうにでもなる。数日待っていろ」

　その言葉を聞いて、本当にオフィーリアはただの道具のようだと思った。

　しかしアティカスは父の言葉に希望を見出してもいた。自分の名声を挽回するためにはそれしかないとわかっていたからだ。

　オフィーリアが生きていさえすれば、まだ間に合うかもしれない。

（生きていてくれ……！　どうか、頼む！）

　アティカスはこの日、初めて神に祈った。なんとしてでもオフィーリアを見つけ出さなければならない。

（そうでなければ俺は……！　俺の未来はっ）

　数日後、そんなアティカスの願いを叶える一筋の光が差し込んだ。カーウィラ子爵領に向かっていた早馬が帰ってきたのだ。

「カーウィラ子爵邸はもぬけの空でした」

「なに!?」

　辺境にある子爵領には多くの魔獣が蔓延はびこっていたそうだ。しかし、そこにオフィーリアの家族はいなかった。恐らくもうオフィーリアも家族と共に逃げたあとなのだろうということだった。

　アティカスが絶望を感じて言葉を失っていると、父はくつくつと喉を鳴らした。

　片手で顔を覆いながら笑い出した父の姿を見て、アティカスは彼が壊れてしまったのではないかと思った。

「ち、父上……？」

「喜べ、アティカス！　オフィーリアは生きている！　間違いない」

「なぜわかるのですか？」

「あの貧乏貴族がどこかに逃げられるわけないだろう？　オフィーリアは家族と共に必ずどこかの国に保護されている！」

　それから父は後ろに控えている近衛騎士達に指示を出した。

「シャーリーを向かわせて、どこの国に結界があるかを確かめさせろ。そこにオフィーリアがいる。まずはハリブリア王国からだ」

「シャーリーをひとりで向かわせるのですか!?　危険ですっ」

「お前を騙していた女だぞ!?　王家を謀った罰を受けるべきだ！　今すぐ公爵に文を送れ！　国を壊した責任を取らせろとな」

「罰だなんて……」

「それにシャーリーは聖女だ。その辺にいる精霊を捕まえて馬車の周りに魔獣が寄りつかないようにすることくらいできるだろう。自分の身は自分で守れと言ってやれ、死にたくなければな」

　父の目は血走り、唾を吐き散らしながら命令を下している。

　アティカスはまるで地獄にいるような気分だった。

　そしてシャーリーは馬車に乗せられて、オフィーリアの結界が張られている場所を確かめるために連れて行かれた。

　オフィーリアがいる可能性がもっとも高いのはハリブリア王国だろう。もしそこに結界が張られていれば、オフィーリアはハリブリア王国にいるに違いない。

　震えながら馬車に乗るシャーリーにかける言葉は見つからず、アティカスは自分を睨みつけるシャーリーから視線を逸らした。




　シャーリーが発ったあと、数日のうちに魔獣の被害はさらに進んでいた。田畑は荒らされ、夜になれば街中でも魔獣が彷徨さまよい、そこら中からうめき声が聞こえ始めた。民は逃げ惑い、悲鳴や助けを求める声が響いていた。

　どこにいてもアティカスに向けられるのは憎しみの視線だった。針で刺すように吐きかけられる暴言に耐えて、アティカスは孤独に過ごしていた。

『お前のせいだ』『王太子の資格はない』『許せない』

　心ない言葉は精神を蝕むしばんでいく。

　ふと、以前のオフィーリアの状況と自分の今の状況が重なっているように思えた。しかし自分はオフィーリアとは違うと言い聞かせた。

　この現実を見たくなくて、アティカスは部屋に籠って汗ばんだ手を握りながらオフィーリアが見つかるのを待っていた。

　今まで持っていた栄光も、立場も、尊厳も全て失ってしまったのだ。当たり前にあった日常が崩れてしまったのだと実感していた。

　国中が大混乱だった。

『聖女が消えた』『スーリア王国は終わりだ』

　そんな噂は瞬またたく間に広がり、金のある貴族達はみんな国外に逃亡しようと馬車に荷物を詰め込んでいた。

　身を守る術がない平民達は城へと押しかけて責任を問いただした。

　母が指揮をとり、聖女達を取りまとめながら国中から精霊達を掻き集めて、城を中心に狭い範囲ではあるが魔獣を防げるような結界を張っていた。切迫した状況には変わりがなかったが、以前よりはなんとか平穏を保てるようになっていた。

　しかし魔獣に国を荒らされたせいか、食料の供給は絶たれて、川にも近寄れなくなったせいで水も手に入らなくなっていった。

　すぐにでも他国に助けを求めなければ国が崩壊してしまう……そんな状況の中、シャーリーを乗せた馬車がボロボロになりながらも戻ってきた。

　シャーリーはガクガクと体を震わせて、馬車の中で固まっていた。なんとか捕まえた精霊も途中でシャーリーに従わなくなり、そのあとはシャーリーを守ろうとする精霊はおらず、魔獣に遭遇してしまったらしい。騎士は半分に減っていた。

　だが、そんな様子を労ねぎらうこともなく、両親はシャーリーに詰め寄って問いかけた。

「ハリブリア王国の様子はどうだったのだ!?」

「……あ」

「シャーリー！　オフィーリアはいたの!?　早く答えなさいっ！」

　ボロボロな姿のシャーリーが顔を上げて、両親を鋭く睨みつけた。乾いた唇から息が漏れる。

「ハリ、ブリアには……」

　皆が固かた唾ずを飲んでシャーリーの言葉を待っていた。

「ハリブリア王国には……強力な、結界が張ってあったわ」

「な、なんだと……」

「やはりオフィーリアはハリブリアに!?」

「だが、スーリア王国の倍の領土をたったひとりで守っているというの？」

「素晴らしい力だ」

　みんなが改めてオフィーリアの力の強さに驚愕していた時だった。

「今すぐオフィーリアを連れ戻すぞっ」

　国王のその言葉に周囲が騒ついた。

　国外に追放したオフィーリアを迎えに行ったところで、彼女が「わかりました」と素直に帰るわけがないことは想像がついていたからだ。

「シャーリーや他の聖女も連れて行くぞ！　いいな？」

　母がその言葉を聞いて大きく頷いた。両親はオフィーリアの意思など関係ないと言いたげだった。

「ハリブリア国王に手紙を出せ！　我が国の聖女を迎えに行くとな」

　しかしオフィーリアを迎えに行くという言葉に、シャーリーは「あんな目にあいたくない！」「魔獣がっ、魔獣が……！」と、頭を振り乱して激しく抵抗をした。

「オフィーリアを返してもらうためにはお前達の謝罪が鍵になるだろう。それからいい条件を出さねばな」

「そ、そんな簡単に連れ返せるのですか？　ハリブリア王国は、オフィーリアを渡してくれるのでしょうか？」

「お前がそれを言うのか？」

「……そ、それは」

　ギロリとこちらを睨みつける父に肩を揺らした。責任を取れと言われているような気がしたからだ。

　ハリブリア王国に結界が張られて魔獣に怯えずに暮らせるようになっているのなら、彼らがオフィーリアを手放すはずがない。父と母のように。アティカスはそう思った。

「オフィーリアを連れ帰る！　それ以外に我々が生き残る道はない。もしオフィーリアを連れ帰ってこられなければ、お前が王となる未来も潰ついえるということだ」

「そんな！　絶対に嫌ですっ」

「わかったらくだらないことばかり言っていないで、オフィーリアを連れ戻せるように努めることだな」

　父のその言葉にアティカスは背筋がゾッとした。

　今更ながら自分勝手に振る舞ったツケを払わされるのだと思った。










５章　幸せな時間




　一方、ハリブリア国王が王国に帰還した次の日――。

　国王に呼び出されたオフィーリアはリーヴァイと共に王座の前に立っていた。

　緊張を隠しながら、オフィーリアは綺麗に腰を折る。今ほどスーリア王国で王妃教育を受けておいてよかったと思ったことはなかった。

　ハリブリア国王に顔を上げるように言われて挨拶をする。

「はじめまして、ハリブリア国王陛下。オフィーリア・カーウィラと申します」

「……オフィーリア、顔を上げてくれ」

　ピリピリとした圧と威厳のある風格を感じさせる国王に名前を呼ばれて、オフィーリアはゴクリと唾を飲み込んだ。

　しかしそんな心配と緊張は一瞬でどこかに行ってしまった。

「よくぞ……よくぞ我が国へ来てくれたっ!!」

「は、はい！」

「ここに来るまでの詳しい経緯はラルートから聞いておる！　随分と辛い思いをしたようだが、ここには君を傷つける者はいない。我々は君を歓迎している」

「はい！　ありがとうございます」

「家族と共に伸び伸びとハリブリア王国で過ごしてくれ」

「リーヴァイ殿下とラルート様には感謝しております。私が事情を話すと、危険があるかもしれないと、すぐに使者を送って家族を迎えに行ってくださいました」

「そうか。リーヴァイ、いい判断だったな」

「はい」

　オフィーリアは、家族の手厚い待遇に心から感謝していた。

　リーヴァイは緊張で体を固くしていたオフィーリアの様子を窺うように顔を覗き込む。そしてオフィーリアもリーヴァイを安心させるように微笑んだ。

　リーヴァイが側にいてくれる。オフィーリアはそれだけで心が温かくなるような気がした。

　そんなふたりの様子を見たハリブリア国王が心の中で感動しているとも知らずに、オフィーリアはリーヴァイを見つめながら感謝していた。

　すると再びハリブリア国王に名前を呼ばれる。

「オフィーリア、ありがとう。その力でハリブリア王国を魔獣から守ってくれていると報告を受けている」

　聖女としての活動に感謝していると御礼を告げられて、オフィーリアは驚いた。スーリア王国では、聖女としての務めは当たり前のことで、国王にも王妃にも御礼を言われたことなどなかったからだ。

　ハリブリア国王はオフィーリアの返事を待たず、今度はリーヴァイに向かって口を開く。

「リーヴァイ、オフィーリアを守ってあげなさい」

「もちろんです。オフィーリアは必ず俺が守ってみせます」

「リーヴァイさん……！」

　リーヴァイの頼もしい言葉に、オフィーリアは胸がいっぱいだった。

「オフィーリアの大切なものは全て守りたい」

「ありがとうございますっ！」

「そうかそうか……！　ついに頭の固い息子にも愛する人ができて素直になって！　ワシは、ワシは嬉しいぞっ」

「あの、ハリブリア国王陛下……大丈夫でしょうか？」

　号泣するハリブリア国王に、オフィーリアはハンカチを渡した。

「いい子じゃの……！」と言いながらハンカチを受け取ったハリブリア国王が、大きな音を立てて鼻をかむ姿を見て、オフィーリアは苦笑いをした。

「リーヴァイがこの年になっても婚約者ができずにワシは心配で心配で……」

　涙ながらに語り始めたハリブリア国王をリーヴァイは冷めた目で見ながら「さぁ、行こう」と言ってオフィーリアの背を押した。

　オフィーリアが振り向くと、国王は「リーヴァイをよろしくなぁ」と言いながら大きく手を振っていた。

　なんとも親しみやすい国王である。




　そうして、オフィーリアの家族達のハリブリア王国での生活も落ち着いたある日のこと。

　朝早くからリーヴァイはラルートと共に狩りに出かけていた。

　数時間後、それはもう大きな鹿と猪いのししを抱えて帰ってきたふたりを見て、オフィーリアは開いた口が塞がらなかった。

　慣れた様子で馬を降り、鹿と猪を抱えたリーヴァイと、彼に付き合わされて半泣きのラルートはそのままリーヴァイお気に入りの調理場へと向かって行った。その調理場は、各国から取り寄せた調理器具が揃そろっているというこだわりっぷりである。

　今日はオフィーリアが家族と再会できた記念に、リーヴァイが手料理を振る舞ってくれるのだ。

　オフィーリアは、城に招待された家族と共にテーブルを囲みながら、父と母と話していた。

「リーヴァイ殿下は、この国の王太子なんだろう？」

「はい！　しかも、剣で魔獣をあっという間に倒してしまうんです！　国民の皆さんにも慕われていて、とてもかっこいいんですよ！」

「確かに！　リーヴァイ殿下って、とってもいい男って感じがするわ。でもなぜ料理を？」

「騎士の皆さんに美味しい料理を振る舞っているうちに、料理を作ることが好きになったそうです。魔獣を倒したあとに労いの意味を込めて。それから皆さんに喜んでもらいたいという気持ちで作っているそうです」

「まぁ！　素敵な理由ね」

「リーヴァイさん、とっても素敵なんですよ！」

「そうか、そうかぁ！　オフィーリアにもついにいい人ができたんだなぁ」

「あなた、泣いちゃダメよ！」

「わかっている！　だが、嬉し涙が止まらないんだ！」

　鼻を啜る父と大きく頷く母を見てオフィーリアは首を傾げていた。

　そのあとは、今まで離れていた時間を取り戻すように父と母とたくさん話をした。

「本当に、私達は精霊や聖女のこともなにも知らなかったものね」

「アティカス殿下と婚約する時も、半ば無理矢理だったしなぁ……うちが王家の決定に逆らうことはできないとしても、せめてオフィーリアがどう思っているのかは聞きたいと言ったのに、『これは王家の決定だ』の一点張りだった」

「家族全員で王都に行けるようなお金も馬車も馬もなかったの。オフィーリアをひとりにしてしまって本当にごめんなさいね。王都で贅沢しながら幸せに暮らしているって聞いていたから安心していたのよ」

「使者に、『あなた達が行ってもオフィーリア様が恥ずかしい思いをするだけでは？』と言われてなにも言い返せなくてな」

「そんなことが……」

　ふたりから話を聞けば聞くほどに矛盾が見つかり、王家に欺かれていたのだとわかって、怒りが込み上げてくる。オフィーリアが顔を伏せていると、ふたりは励ますように手を握ってくれた。

　オフィーリアの怒りの感情を受け取った精霊達が刺々していることに気づき、オフィーリアは「大丈夫だよ」と声をかけた。

　弟達は今日も元気よく庭を走り回っている。

　ハリブリア国王の手厚い支援のおかげで、家族は幸せに暮らしている。こうして会いたい時に家族に会える喜びを噛みしめていた。

　無意識にこぼれ落ちた涙を見た父は、大号泣しながらオフィーリアを抱きしめてくれた。母もオフィーリアの涙をそっと指で拭った。

「あなたが無事でよかったわ、オフィーリア」

「助けてあげられなくて、本当にごめんなぁ……オフィーリア」

「お母様、お父様……！」

「またこうしてオフィーリアと一緒に過ごせるなんてね。ハリブリア王国には感謝しかないわ」

「はい！」

　オフィーリア達が改めて再会できた喜びを語っていると、ドシンッと大きな音を立ててテーブルに巨大な肉の塊が置かれた。

　見上げると、そこには山のように料理が盛られた大皿を手に持つリーヴァイの姿があった。

　いつの間にか匂いにつられて、走り回っていた弟達もやってきたようだ。豪華な料理の数々に家族全員で瞳を輝かせた。そのあとも、どんどん運ばれてくる大きな皿に目を見開く。

「待たせたか？」

「リーヴァイさん！　全然ですよ。両親とたくさん話せて嬉しいです」

「そうか。ならよかった」

「それにしてもこのお肉……すごい迫力ですね！」

「大きくて焼くのに手間取ってしまったが、やっと中まで火が通った。ぜひ食べてくれ」

「いただきますっ！」

　リーヴァイの料理はひと言で言うと『豪快』だった。スーリア王国の料理のように綺麗に盛り付けられている見た目重視の料理とは真逆だといえるだろう。

　大皿の上に置かれているのは大きな骨付きの肉と、ミンチになった肉を丸めて焼いたものと、野菜に甘あま酸ずっぱいソースを絡からめてパンに挟んだもの。そしてハリブリア王国を代表する料理のひとつである、麺にこの国特有の甘辛いタレを絡めて焼いたもの。

　テーブルに並べられた料理は彩いろどりなど関係なく茶色いものだらけではあるが、今まで見たどの料理よりも美味しそうだった。

　辺りにはとてもいい匂いが広がって、オフィーリアは今にも涎が垂れてしまいそうだ。これを全てこの国の王太子であるリーヴァイが作っているということがいまだに信じられない。

「いつもの料理とは少し違いますね！」

「初めてオフィーリアの家族に料理を振る舞うからな。スーリア王国の人でも比較的に食べやすそうなものをと思って、ハリブリア王国の家庭でよく作られている料理に挑戦してみたんだ。口に合えばいいのだが」

　どうやらオフィーリアの家族を気遣って、どんな国の人でも比較的食べやすいものを揃えてくれたようだ。豪快に見えるけれど周囲をよく見ているリーヴァイらしい優しさだと思った。

　そんな時、ラルートがリーヴァイの背後からひょっこりと顔を出す。今日はリーヴァイを手伝ったらしいのだが、髪の毛がところどころチリチリになっている。

「今日はラルートさんも手伝われたのですか？」

「えぇ。ですが、何度やっても慣れません。料理は難しいですよ」

「ふふっ、髪の毛の先が焦げていますよ」

「……うわ。これは困りました」

　焦げた毛先を見て顔を歪めているラルートの隣で、父と母と弟達は自分の顔よりも大きな肉をどうやって食べればいいのかわからずにフォークとナイフを持って固まっている。

　オフィーリアもさすがにこの大きさの肉塊を見たことはなく戸惑っていた。明らかにナイフでは切れそうにない。

　それに気づいたラルートが、こう食べるのだと見本を見せるように、いつもとは違う豪快な方法で骨付き肉に噛みついている。

　思わずそれを家族と一緒に凝視してしまう。

「んー……！　働いたあとの食事は美味しいですねぇ。皆さんもこうやって肉にかぶりついてください」

　リーヴァイもラルートの声を聞いて、お玉を持ちながら顔を出す。

「今はマナーなど関係ない。大きめのナイフも用意してあるから、好きなように食べてくれ」

「はい！」

　一応大きなナイフで肉を切り落としてから、家族みんなの皿に配っていく。

　弟達は肉を口いっぱいに頬張りながら「こんなに美味しいものを食べたことない！」「美味しすぎる！」と嬉し泣きをしている。

　父と母も頬いっぱいに肉を詰め込んで幸せそうに顔を綻ばせている。

　オフィーリアは肉を小さく切り分けてから口に運んだ。ハーブとコショウの香りがちょうどいい塩あん梅ばいで、なにより口いっぱいに広がる肉汁が最高だった。

「ん～～～っ！」

「まだまだあるから、どんどん食べてくれ」

　まさかハリブリア王国の王太子直々に肉を焼いてもらう日が来ようとは数カ月前には思ってもみなかったが、お腹いっぱい美味しいものを食べることができるこの時間は本当にありがたいものだと心から思っていた。

（美味しいです……！）

　オフィーリアも最初は上品にナイフとフォークを使っていたが、美味しそうに肉にかぶりついている家族の姿を見て、パクリと肉に噛みついた。

　膨らんだ頬が可愛らしいオフィーリアの姿を見て、リーヴァイ含め使用人達が癒されているとは知らずに、家族と一緒に幸せいっぱいの時を過ごしたのだった。




◆　◆　◆




「おはようございます、オフィーリア様」

「おはようございます！　ナンシーさん」

　ハリブリア王国に来た時からずっとオフィーリアの世話をしてくれているナンシーは、いつもオフィーリアを妹のように可愛がってくれている。

　今日も気持ちのいい挨拶から一日が始まった。

　ハリブリア王国に来てから、オフィーリアは伸び伸びとした生活を送っていた。

　しかし長年続けている癖というのは抜けないもので、オフィーリアは聖女として働くために、毎日かなり早朝から起きて自分で支度をしていた。

　最初の頃は、ナンシーが目覚めの紅茶を持ってきた時にはすでに身支度を終え、教会に出かけようとしていたものだから、随分と驚かれた。

「オフィーリア様の身支度などのお世話は私がやりますから！」と言われても、ナンシーを早朝から起こすのも申し訳ないと思って遠慮していた。

　けれど、「オフィーリア様のお手伝いをしたいのです！」とキラキラした瞳で言われてしまい、今ではその言葉に甘えて朝の準備を手伝ってもらっている。

　いつも目覚めの紅茶の代わりに、温かいスープと山盛りの焼きたてのパンを持ってきてもらい腹ごしらえをしてから出かけていた。これはナンシーがオフィーリアを気遣って提案してくれたメニューだった。

　髪を梳かしてもらい動きやすいワンピースに着替えながら、ナンシーと他愛のない話をする。

　スーリア王国の聖女服はボロボロだったこともあり処分してもらった。何年も何年も、この服を着て大聖堂や教会で祈りを捧げてきたせいか、やっと本当の意味で解放されたような気がした。

　そしてもうひとつ大きな変化と言えば、側にいる精霊達が少しずつ大きくなってきたことだろう。

　家族と再会できて安心した日の夜に突然、丸くてふわふわした体から小さな翼や顔やくちばしが出てきたので驚いてしまい、精霊を両手に乗せて見つめ合ったまま動けなかった。

（丸々な精霊がふわふわの小鳥になってしまいました！）

　まるで卵から羽化したようだと思った。

　オフィーリアに話しかけるようにピーピーと鳴く姿が可愛すぎて、ずっと頬擦りしていた。精霊達は鳴き声を発しながら嬉しそうにしている。

　それに以前の姿の時よりも感情が豊かになり、動けるようになったことで、意思疎通がしやすくなった。

　今では本物の小鳥のように小さな羽を動かしてパタパタとオフィーリアの頭の上を飛んでいる。

　リーヴァイに一連のことを話してみると……。

「俺は精霊について詳しくはわからないが、そのふわふわした塊から小鳥になったというのは、成長したということではないのか？」

「成長、ですか……!?」

「オフィーリアは、形のない精霊と動物型の精霊、それに人型の精霊がいると、前に言っていただろう？　元は形のなかった精霊が動物の精霊になっていると考えるのが自然かもしれない」

「確かに！」

「オフィーリアの力が強まったことに影響を受けたのでは？」

「なるほど……！　そうかもしれません」

　やはりオフィーリアの力はハリブリア王国に来てから、どんどんと強まっているようで、その成長は右肩上がりのようだ。

「オフィーリアの見ている世界を俺も見てみたい。少しでもオフィーリアの力になりたい。まっすぐで、誠実で、そんなオフィーリアが好きなんだ」

「……えっ、はっ、あの！」

　リーヴァイのストレートな気持ちを伝えられて、オフィーリアは言葉が出てこなかった。どう返事を返そうかと考えを巡らせていると、背後から影がかかる。

「なんの話をしているのですか？」

「ラルートさん！」

「オフィーリアを口説いていた」

「リッ、リーヴァイさん!?」

「それはそれは！　応援しております。頑張ってくださいませ」

　ラルートは嬉しそうに笑っている。

　最近、リーヴァイと共にいる時間が増えていくたびに彼の言葉を強く意識してしまうのだ。心臓はドキドキと鳴りっぱなしで、距離が近づくと落ち着かない。でも近くにいてリーヴァイのことをもっと知りたいとも思うのだ。

「リーヴァイ殿下、オフィーリア様。夕食の準備ができたので呼びにまいりました」

「ありがとうございます！」

　夕食と聞いて目を輝かせるオフィーリアに、リーヴァイは愛いとおしそうな笑みを浮かべ、手を差し出す。

「オフィーリア、手を」

「はい！」

　自分が食べることで精霊達に元気を分け与えることができる。そう知ったことで、オフィーリアの考え方は変わった。それにハリブリアの人達はオフィーリアが長年悩んでいた、たくさん食べてしまう体質を簡単に受け入れてくれた。むしろリーヴァイに至っては大喜びである。

　それがさらにオフィーリアの自信に繋がったのだ。そしてオフィーリアが働きやすい環境を積極的に作り出してくれている。

　スーリア王国の二倍あるハリブリア王国の領土全体に、魔獣から守る結界が張れていることは、今でも信じられない。

（私にこんなに大きな力があったなんて……！）

　そう思うだけであんなに大嫌いだった自分が好きになれたし、誇らしいと思えた。




　次の日の朝も、オフィーリアはいつものようにナンシーと楽しく話しながら身支度を進めていた。すると彼女はなにか思い出したように、ワゴンから小さな瓶を取り出してオフィーリアに渡した。

「こちら、国王陛下からお預かりしたものです」

「わぁ……！　とても綺麗ですね」

「小腹が空いた時に食べる砂糖菓子とのことです。オフィーリア様に喜んでもらいたくて、わざわざ街から取り寄せられたみたいですよ」

「本当ですか？　ありがとうございます！　とても嬉しいです」

　その時、外から扉を叩く音が聞こえてきた。

　ナンシーが扉を開くと、そこにはリーヴァイの姿があり、オフィーリアは驚いて肩を揺らした。

「わっ！　びっくりしました。リーヴァイさん、おはようございます」

「おはよう、オフィーリア。随分と楽しそうな声が聞こえたが」

「リーヴァイさん、見てください！　国王陛下がとても綺麗な砂糖菓子をこんなにたくさんくださったんです！」

　キラキラと透き通るカラフルなお菓子にオフィーリアの目は釘付けになっていた。ナンシーがリーヴァイに「今、街で女性達に大人気だそうですよ」と説明している。

「父上が？　見せてくれ」

　リーヴァイに渡すと、なぜか瓶を見ながら眉を顰めた。

「あとで御礼を言いに行こうと思っているのですが……」

「俺も一緒に行こう。その砂糖菓子が売っていた場所を聞かねば」

「どうしてですか？」

「俺もオフィーリアを喜ばせたいからな」

　オフィーリアを喜ばせたい……リーヴァイから言われた言葉が、温かく胸に沁みていった。

　それからオフィーリアは部屋を出て、リーヴァイと好きな食べ物について話しながら長い廊下を歩いていた。

「リーヴァイさんは、何が好きなんですか？」

　オフィーリアがそう問いかけるとリーヴァイはピタリと足を止めた。リーヴァイの視線はオフィーリアへとまっすぐに注がれている。

　その意図がわからずに首を傾げていた。

「どうかされましたか？」

「何が好き……か」

「はい！」

　オフィーリアが興味津々でリーヴァイの言葉を待っていると、納得したように頷きながらこう答えた。

「全部だな」

「全部？」

「ああ、全部好きだ」

「好き嫌いがないなんて、リーヴァイさんはすごいですね！」

「まぁな」

　リーヴァイの言葉の意味合いが違うことに気づかないまま、オフィーリアは会話を続けていた。

　オフィーリアは今日も、ハリブリア王国の教会や病院を巡る予定だ。リーヴァイはこうして毎日、その道のりを護衛がてら付き添ってくれている。

　そしてオフィーリアの仕事がひと段落したら、その日にあったことを振り返りながらリーヴァイと楽しく食事をするというのが一連の流れとなっていた。

　こうしてリーヴァイと会話しながら聖女としての仕事をすることが、こんなに楽しいとは思わなかった。

　街の人達は、リーヴァイとオフィーリアを見ると手を振って気さくに話しかけてくれて、彼らを見ているだけで元気がもらえた。

「オフィーリア様、今日も教会へ？」

「はい！」

「毎日、ご苦労様！　これ、気持ちばかりだけど持っていってくれ」

「リーヴァイ殿下、オフィーリア様、こちらもどうぞ」

「わぁ……！　こんなにたくさん、ありがとうございます！」

「いつもすまない」

「こちらこそ、オフィーリア様が来てくださってから魔獣に怯えずに済んで天国だよ」

「でも体を鍛えるのはやめられないねぇ」

「旦那の尻を引っ叩ぱたくためかい？」

「ハハッ！　その通りだね」

　毎日、街には明るい笑い声が響いていた。

　あんなに孤独だった日々が一転して、一日一日が輝いて見えた。こうして人の温かさと優しさに触れることで、オフィーリアの心は一層満たされていた。おかげで毎日、とても充実した時間を過ごしている。

　もっともっとみんなに恩返しがしたいと思うオフィーリアは、仕事の合間や移動時間にも、怪我をしている子供を助けたり、病に苦しむ人の元へ赴おもむいて治療を行ったりしていた。

　そうしているうちに、すっかり街に馴染むことができた。

「リーヴァイ殿下、オフィーリア様！　新作のパンだよ。ぜひ食べてくれ」

「ありがとうございます！」

「今日、クッキーを作ったんだよ。お腹がすいたら食べてね」

「とっても美味しそうですね」

　警備隊の人達からオフィーリアが食べることが大好きだという噂が広まり、今ではオフィーリアの元に御礼として、たくさんの差し入れが届く。

　毎日、オフィーリアとリーヴァイの元には幸せそうな笑顔と共に「ありがとう」が届けられていた。

　しかしリーヴァイは心配そうにこちらを見ている。

「オフィーリア、大丈夫か？　少し休んだ方が」

「大丈夫ですよ！　それにもっと皆さんの期待に応えたいんです」

「……だが、少し無理をしすぎではないだろうか？」

「そんな顔をしないでください。皆さんやリーヴァイさんのおかげで、私は毎日がとても幸せです！」

「それはオフィーリアが頑張っているからだ」

「ありがとうございます！　お役に立てて嬉しいんです」

　教会や病院を巡ったあと、オフィーリアとリーヴァイはカーウィラ子爵家――オフィーリアの家族の元へと向かった。

　カーウィラ一家は、王家が管理している土地を貸してもらい、ハリブリア王国にいた時と同じように、農業で生計を立てながら暮らしていけることになった。大好きな家族にも居場所を作ってくれたことで、オフィーリアも安心して聖女としての仕事に集中できている。

　再会してからは毎日、他愛のない会話をしに会いに行っている。そして互いの存在を確かめるように抱き合っていた。

　土だらけになって畑で耕している父と母、弟達の姿を見ていると安心した。

　オフィーリアとリーヴァイがカーウィラ一家の家に着いた時、オフィーリアの両親はいつものように畑に立っていた。

　ふたりの姿に気づいた父が大きく手を振り、オフィーリアは父の元に駆け寄った。

　泥だらけの父が「これだけはなんかの役に立つかもと持ってきたんだ」と見せてきたのは、カーウィラ領の畑で育てていた芋であった。

「すぐに大きく成長させてオフィーリアの好きだった料理を作ってやるからな」「オフィーリアにたくさん食べてほしいもの！」と、父と母は気合い十分。そんな底なしに明るい父と母や、いつの間にか大きくなった弟達にも、オフィーリアは毎日元気をもらっていた。

「あ、リーヴァイ様が来てる！」

　オフィーリアと両親の騒がしい会話に気づいたのか、弟達が家から飛び出してきて、少し離れたところに佇たたずむリーヴァイの元へと向かっていく。

　リーヴァイはいつも、自分がいると邪魔になるかもしれないからと気遣って少し距離を取った場所で待っていてくれるのだが、大抵弟達に見つかって、「遊んで」とせがまれている。

　オフィーリアとしては、一国の王太子にそんな態度で、とハラハラするところはあるのだけれど、子供好きのリーヴァイはせがまれるのが嬉しいらしく、待っている間に弟達と遊んでくれている。

　しばらく両親との会話を楽しんだオフィーリアは、仲なか睦むつまじく遊ぶリーヴァイと弟達の元へと向かう。

「リーヴァイさん、お待たせしました！」

「もういいのか？」

「はい！　毎日家族に会えて、とっても幸せです」

　嬉しくてニコリと笑うと、リーヴァイはとても嬉しそうに顔を綻ばせた。弟達はリーヴァイに御礼を言って手を振りながら父と母の元に戻って行った。

　いつもは無表情のリーヴァイがオフィーリアとふたりきりの時だけに見せる表情を見るたびに胸が熱くなる。急に恥ずかしくなり俯くと、リーヴァイは「大丈夫か？」と、すぐに心配の言葉をこぼした。

　自由で伸び伸びとした生活は嬉しいのだが、最近はリーヴァイに甘やかされすぎているような気がして、オフィーリアは贅沢すぎる悩みに戸惑っていた。

　リーヴァイは小まめにオフィーリアの元に顔を出して、時間がある時には料理を振る舞ってくれたり、城の外に出て綺麗な景色を見せてくれたり、『これからハリブリアで暮らすためには必要なものだから』と生活必需品をたくさん買い揃えてくれたりする。それだけではなく、装飾品やお菓子もプレゼントしてくれるのだ。いつもオフィーリアのために動いてくれている。

　彼がなにより嬉しそうにしているのは、オフィーリアがご飯を美味しそうに食べている姿を見ている時だ。毎回、リーヴァイは満足そうにしている。オフィーリアがリーヴァイの料理欲を満たしていることに、城で働く人達からは感謝された。

　最近はリーヴァイに会っていない時も彼のことを考えてしまうようになっていた。

　モヤモヤしたり、ワクワクしたり、嬉しかったり、恥ずかしかったりと、初めての気持ちに胸がいっぱいになり、オフィーリアはその気持ちをひとりでは抱えきれなくなっていた。

　オフィーリアがリーヴァイと話している姿を見て、母はなにかを察していたのだろう。『どうしたの？　リーヴァイ殿下が気になるの？』と聞かれて、こっそりと母にリーヴァイに対する気持ちを話してみたことがあった。

『いつもリーヴァイさんを見るとドキドキしたり、嬉しくなったりして……あとリーヴァイさんが他の女の人と話している姿を見ると、心がモヤモヤするんです。なにか病気でしょうか？』

　オフィーリアの話を聞きながら母は嬉しそうに頷いていた。

『オフィーリア、それはね……』

『それは？』

『――ズバリ、恋よ！』

『……こ、い？』

『あなたはリーヴァイ殿下に好意を持っている、ということなのよ』

『それって、リーヴァイさんが好きってことですか？』

『えぇ、そうよ』

『でも私、陛下もナンシーもラルートさんも、みんな好きなんです』

『ウフフ……でもね、オフィーリアのリーヴァイ殿下に対する好きは〝特別〟なんじゃないかしら』

『特別……？』

『そのドキドキやモヤモヤを他の人には感じるの？』

『感じないです！』

『それが〝特別な好き〟ってことなのよ』

　それからというもの、オフィーリアはリーヴァイを見るたびに母の『恋』『特別』『好き』という言葉を思い出してしまうようになった。

　本当にこの気持ちが恋なのか信じられず、今まで興味がなかったロマンス小説を読んでみたり、ナンシーに聞いてみたりしたのだが、やはり母が言っていることが当たっているような気がした。

　自覚してしまうとさらにリーヴァイを意識してしまい、照れを振り払うようにブンブンと首を横に振った。リーヴァイのことばかり考えてしまう。これはアティカスの婚約者だった時には、まったく感じなかった感情だ。

（私は……リーヴァイさんに恋をしてるの？）

　そう思っただけで顔が真っ赤になってしまう。これだけリーヴァイがオフィーリアを気遣ってくれるのは、彼も同じ気持ちでいてくれているからなのだろうか。

　ラルートに何気なくリーヴァイのことを聞いてみようとすると、彼はオフィーリアがなにを言いたいのかすぐにわかったようだった。まるで先回りするように『リーヴァイ殿下はオフィーリア様のことをとても大切に想っているみたいですよ』と言われて、ますます胸がいっぱいになった。

　そんな風にオフィーリアが、つい先日のことを思い出していると……。

　――ぐーぎゅるぎゅるぎゅる！

　甘い雰囲気を壊すように鳴った音。オフィーリアのお腹からである。あまりにも大きな音だったため、リーヴァイとオフィーリア、ふたりの視線がオフィーリアの腹部へと集中する。

「あ、あのっ！」

「よし、城に帰ってすぐに食事を用意しよう」

「ご、ごめんなさい」

「謝ることはない」

　すると、リーヴァイはオフィーリアを軽々と抱え上げた。

「わっ……！」

　突然の浮遊感に驚いたオフィーリアは、慌ててリーヴァイの首に手を伸ばして抱きついてしまった。唇が触れそうな距離にいることに気づいて固まっていると、彼のスカイグレーの瞳も大きく見開かれている。

　リーヴァイはこちらを切なそうに見つめたあと、肩口に顔を伏せてしまった。

「……すまない」

「リーヴァイさん、どうしたんですか？」

「こんな気持ちは、初めてなんだ。オフィーリアのことが本当に愛おしくて大切にしたい。でも……」

「リーヴァイさん……？」

「だが最近、自分が抑えられなくて怖いんだ」

　微かに震える体と指先から熱が伝わるような気がした。吐き出された息と低い声にキュンと胸が締めつけられる。リーヴァイの胸の内をもっともっと知りたくて、そっと頬に指を滑らせた。

　鋭い目付きがスッと細められて「くすぐったいな」と言われた瞬間に、リーヴァイのことが愛おしくて堪らなくなった。

　リーヴァイの首に回した腕にギュッと力を込めて抱きつくと、彼は優しく抱きしめ返してくれた。そのままの状態でしばらく経ったあと、リーヴァイは自らを落ち着かせるように深く息を吐き出してから「行こうか」と言って歩いて行く。

　本当は「もっとこうしていたい」と言いたかった。ずっと抱きしめられていたい。そう伝えられたらよかったのに……。

　そんなことを考えていると、あっという間に馬に乗せられて、続いて彼も軽々と馬に乗った。

　リーヴァイの大きな体がオフィーリアをスッポリと包み込む。リーヴァイにそっと寄りかかるようにして体を預けるとドキドキと心臓の鼓動の音が聞こえた。

「オフィーリア」

「はい」

「そんなに体を密着させないでくれ」

「嫌、でしたか？」

「いや……そうじゃない。ずっとこうしていたいと、思ってしまう」

「え？」

「すまない……その、もっとオフィーリアの側にいたいという意味だ」

「わ、私も、です……!!　リーヴァイさんに触れていたいので、このままでいさせてください」

「わ、わかった……！」

　そのままふたりで顔を真っ赤にしながら城へと帰った。

　馬から降ろしてもらう際も、リーヴァイはまるで壊れものを扱うようにオフィーリアをそっと地面に下ろしてくれて、大切にされていることを実感した。

　オフィーリアは今まで思っていたことを口に出した。

「リーヴァイさん！　リーヴァイさんは、私を甘やかしすぎだと思うのです！」

「どうしたんだ？　いきなり……」

「いつも優しくて、かっこよくて、私を守ってくれて……ずるいですよ！」

「……どういう意味だろうか？」

　首を傾げたリーヴァイは、視線を合わせるように腰を屈めてオフィーリアの顔を覗き込んだ。オフィーリアはグッとスカートを掴んで絞り出すように声を張り上げた。

「私だって、リーヴァイさんを喜ばせたいんです！」

　その言葉にリーヴァイは目を見張った。そしてオフィーリアがワンピースを掴んでいた手を包み込むようにして握って笑みを浮かべた。

「ありがとう、オフィーリア。まさかそんな風に言ってもらえるとはな」

「笑いごとではありません！　このままだと私、リーヴァイさんが優しすぎて溶けちゃいそうです！」

　そう言ったオフィーリアにリーヴァイは喉を鳴らして笑っている。嬉しそうなリーヴァイとは違い、オフィーリアは不満そうに頬を膨らませていた。しかしリーヴァイはその膨らんだ頬をつつきながら遊んでいる。

「オフィーリアと出会えて本当によかった。日に日に愛しい気持ちが増していく」

　オフィーリアはその言葉を聞いて驚いた。自分と同じ気持ちだと思ったからだ。

　しかしリーヴァイはオフィーリアにたくさんのものを与えてくれるが、オフィーリアにはその気持ちに報いる術がわからないのだ。リーヴァイがなにをすれば喜ぶのか、さりげなく聞いてみることにした。

「リーヴァイさんは、なにかほしいものとか、やってほしいことはないのですか!?　いつもみんなのために動いてますけど、リーヴァイさんはそれでいいのかなって！　私もなにかお返ししたいんですっ」

　するとリーヴァイは困ったように笑った。

「俺はたくさんの人達に支えられて、ここにいる。今まで色々なものを与えてもらっているし、それを少しでも返すために力を尽くしたいと思っている。この国は俺の誇りだ」

「……リーヴァイさん」

　リーヴァイの考え方や想いに感動していた。こうして他人を思いやれる優しさや強さを持っているリーヴァイのことを、オフィーリアは心から尊敬していた。

「それに今はオフィーリアが側にいてくれる。俺はそれがとても嬉しい」

「私もです。リーヴァイさんの側にいると心が温かくなります」

　オフィーリアは胸を押さえてリーヴァイを見上げた。優しげに細められる瞳を見て、リーヴァイと出会えたことが嬉しく思えた。

「好きな料理を思いきり作ることができるのも、国を魔獣から守ってくれたことで民の笑顔が増えたことも、人を愛する幸せを感じられるようになったことも、全てオフィーリアのおかげた。本当にありがとう」

　最近では魔獣がハリブリア王国に入ってこないため、リーヴァイが見回りや警備隊の助っ人をすることもなくなった。ゆえに時間ができたようで、彼が手料理を振る舞ってくれる回数も増えた。前は常に気を張っていたが、こうして心から安らげる日がきたことに感謝しているのだと、リーヴァイは繰り返し言った。

「そんな、私なんか全然……！　精霊達がっ」

「確かに実際に結界を張ったのは精霊達かもしれない。だが、スーリア王国からオフィーリアについてきた精霊達だ。みんな、オフィーリアが大好きなのだろう？」

　精霊達はリーヴァイの言葉に同意するように頭の周りを飛び回り、肩に乗った精霊は彼に擦り寄って満足そうだ。

「精霊は心が綺麗な者にしか従わないと文献で読んだことがある。きっと、オフィーリアの心はとても美しいのだろう。俺も、そんなオフィーリアだからこそ心惹かれている」

　リーヴァイの言葉に、顔が面白いくらい真っ赤になっていくのがわかる。

　夕日に照らされて、空はオレンジ色に染まっていた。そよそよと優しい風がオフィーリアの頬を撫でた。

　いつも側にいる精霊達も、キュッと縮まったり忙しなく動いていたりと、オフィーリアの落ち着かない気持ちを表しているように思えた。

（私も、自分の気持ちを伝えなくちゃ）

　リーヴァイに手を引かれながらオフィーリアは考え込んでいた。するといつの間にか、中庭の一角にあるリーヴァイのお気に入りの料理スペースに来ていた。

　オフィーリアはグッと手のひらを握り込んでから勇気を出して顔を上げた。

「あのっ、あの……！　私も……その、リーヴァイさんが……っ」

「……え？」

　リーヴァイが不思議そうにこちらを見ている。

「――私も、リーヴァイさんが大好きですっ！」

　城に響き渡るような大声になってしまったことに気づいて、オフィーリアは口元を押さえた。けれど恥ずかしさは感じつつも、自分の思いを伝えられたことがなによりも嬉しかった。

「俺もオフィーリアが好きだ」

「ぁ……」

「愛してる」

　ふたりの想いが通じ合ったことが嬉しくて、オフィーリアの心は幸せでいっぱいだった。




　そんな初々しいふたりの様子を草むらの陰から見守る影がふたつ――ラルートと国王だ。国王は鼻を啜りながら涙している。

「おお……！　ラルート、見てくれ！」

「はいはい、見ていますよ。陛下」

「ワシの息子がぁ！　ついに愛を掴んだぞっ」

「ですねぇ」

　ふたりで話していたところに、たまたまオフィーリアとリーヴァイがやってきたので、急いで草むらの陰に隠れたのだ。

　ハリブリア国王は今にも飛び跳ねそうな勢いで喜びながら、いつものようにラルートの肩を掴んで揺さぶっている。ラルートから聞いて心配をしていたが、リーヴァイのまっすぐにオフィーリアを思いやる気持ちが伝わったことを喜ばしいと思っていた。

　しかし、そこは一国の王。このままハッピーエンドとはいかないだろうと思いを巡らせる冷静さも持ち合わせていた。

　ふたりの幸せな未来を願いながら、ハリブリア国王の頭には、オフィーリアに迫る不穏な影のことがよぎっていた。

「ラルート、先ほどの話の続きじゃが……スーリア王国の様子はどうだ？」

「徐々に魔獣達がスーリア王国に入り込んでいるようです。長年、結界があったからか魔獣達も近付けない場所だとわかっているのでしょう。ですが確実に被害は広がっているようです」

「ふむ、そうか」

「しかし陛下の予想通りでしたね。警備隊に声をかけておいてよかったです」

「ああ、スーリア国王は必死になってオフィーリアを取り戻すために動くだろう。なにか目撃情報はあったか？」

「ちょうど今、みんなが報告のために集まっております。こちらへ」

「うむ！　……にしても、よかったのぉ」

　先ほどのリーヴァイ達の様子を思い出して、国王は再び感傷的になっていた。

「陛下、鼻水を垂らしながら歩かないでください。リーヴァイ殿下に見つかったらまた冷めた目で見られますよ」

「固いことを言うな！　それにワシらが先にここにいたんじゃ！」

「はいはい」

　いまだスンスンと鼻を啜っている国王は、ラルートと共に廊下を歩いて行く。

「しかしオフィーリアのおかげで、いいことばかり転がり込んでくる。聖女の力がこれほどまでのものとはな。スーリア王国がオフィーリアを隠したがるのも頷ける」

「そうですね」

「あんなに献身的で勤勉で可愛い娘を、よく虐げたもんじゃな。スーリア国王やその倅も一体なにを考えているのやら」

「目先の欲に溺れると、ろくな目に合わないということですよ」

「ああ、その通りだな」

　目的の部屋に着き、ハリブリア国王とラルートが共に中に入ると、国の家臣達が集まっていた。

　ふたりに少し遅れてリーヴァイが現れる。先ほどオフィーリアといた時とは真逆の無表情のまま、感情の乗らない声でさらりと詫わびる。

「遅れてすまない。大切な用事があったんだ」

「いやいや、いいんじゃ、いいんじゃ。大切……うん、大切、そうだろう。人生の一大事じゃ。そんな用事ならいくらでも待つぞ！　いや、ワシはなにがあったかは知らんがな！　うん！」

　リーヴァイとオフィーリアの逢おう瀬せを知るハリブリア国王は、口元がにやけるのを抑えられない様子でデレデレと頬を緩める。

　その様子にラルートは呆あきれ顔、リーヴァイは訝いぶかしげな視線を向ける。

（内心、オフィーリア様とのことが嬉しくて仕方がないでしょうに）

　ラルートは、無表情――と言えど、いつも以上に迫力があるリーヴァイの様子に、きっと家臣達の手前、小躍りしそうな嬉しさを押し殺して固くなっているのだろうと苦笑した。

　そんなことは知らない者達は、リーヴァイのあまりの気迫に圧倒されている。

「リーヴァイ殿下……今日はいつも以上にすごいですね」

　コソコソとそんな声が聞こえた。ラルートは気を取り直して、場を引きしめるべく声をあげる。

「陛下、リーヴァイ殿下。おふたり揃われたところで、早速始めてよろしいでしょうか」

　室内がピリッとした空気に包まれる中、席に着いたリーヴァイがそれに応える。

「ああ。みんなご苦労、状況を教えてくれ」

「はい、殿下。相変わらず魔獣の被害はありません」

「ひとつもか？」

「はい」

　この場にいる全員に聞いても魔獣の被害はひとつも出ていないようだ。改めてオフィーリアの力に驚かされるが、リーヴァイはもっとも気にしていたことを口にする。

「そうか。スーリア王国の使者を見たという報告を受けた者はいるか？　どんな情報でもいい」

　するとある男性が控えめに手を挙げた。それはオフィーリアが倒れていた国境付近を警備していた騎士達のリーダーだった。

「ひとつだけ……無関係かもしれないんですが、スーリア王国との国境付近で異様なほどにボロボロの馬車を見たんです」

「異様なほど？　どういうことだ」

「スーリア王国の馬車かどうかはわからないのですが、ハリブリアや他国の馬車であれば護衛がつくので、あれほど被害を受けることはないと思います。魔獣に対抗する術を持っていないために、あのような傷を受けていたのかもしれません」

　リーヴァイはその言葉を聞いて考え込むように顎下に手を当てた。

「ただ通り過ぎただけか？　話しかけられたりはしたのか？」

「いいえ、そのまま引き返してすぐに帰って行ってしまったんです。だから無関係かとも思ったのですが、一応ご報告をと思いました」

　警備隊のリーダーはそう言ったあとに椅子に腰かけた。続けてリーヴァイは自らの考えを話していく。

「そうか。オフィーリアが倒れていた場所もその辺りだった。もしかしたらスーリアの国王達が国に帰ってきて、オフィーリアを捜そうと動き出したのかもしれない。なんらかの方法でオフィーリアがいることを確かめていた、と考えるのが妥当だろうか」

「リーヴァイ、それはもしかして……」

「そうです、父上。聖女にしか見えない結界を確かめに来たのだと俺は考えています」

「リーヴァイ殿下の考えは正しいかもしれませんね。それならば人に話を聞かずとも確認だけでいい。けれどこちらも、オフィーリア様にどのように結界が見えているか確かめなければなりませんね」

　ラルートの言う通りだった。精霊は聖女以外には見ることができないと分かっているが、結界は聖女の目にどう映るのか、確認する必要があった。

「他にもなにかあれば早馬で知らせてくれ」

　リーヴァイは周囲を見回しながら頼むと、皆は大きく頷いた。

「了解です。すぐにリーヴァイ殿下に知らせます」

「ありがとう。これからはオフィーリアがハリブリア王国にいるということがスーリア王国側にはわかっている前提で動いた方がいいかもしれないな」

　リーヴァイの話を聞いていた国王は難しい顔をしながらため息を吐いた。

「そろそろスーリア王国からの手紙が届く頃かのぉ」

「そうですね……」

「さて、どう動くのか……追い詰められればなにをしてくるかはわからない。警戒は怠るなよ。リーヴァイ」

「はい。もちろんです」

　そのあとは各おの々おの、国の状況について話していったが、殺伐としていた以前とは違って、嬉しい報告で溢れかえっていた。

　魔獣の被害や死亡報告がなくなり、ハリブリア王国には余裕が生まれ始めていた。

　オフィーリアはその力で希望と様々な富をもたらしてくれたのだ。

　しかしその絶大な力をハリブリア王国が得た代わりに、スーリア王国は魔獣によって追い詰められている。

　このままスーリア国王がなにもせずに終わることはないだろう。

（オフィーリアはなにがあっても俺が守ってみせる）

　リーヴァイのそんな決意とは裏腹に、先ほどまであんなに晴れていた空に暗雲が立ち込めている。まるでこの先になにかが起こることを暗示しているようだと思った。

　そしてこの数日後、予想通りの事態が起こった。










６章　決別




　オフィーリアがいつものようにリーヴァイと共に教会や街を巡り、家族に会って城に帰ると、そこには神妙な面持ちをしたラルートの姿があった。

　ラルートの手には紙が握られており、なぜかそれをくちばしで突こうとする精霊達に、オフィーリアは首を傾げた。そしてラルートの口から衝撃の事実を告げられる。

「スーリア国王が、オフィーリア様に会いたいと手紙を送ってきましたよ」

「やはりきたか……」

　リーヴァイは眉を顰め、先ほどオフィーリアとふたりでいた時とは打って変わって低く、明らかに怪訝そうな声色で呟く。そして隣に立つオフィーリアを守るように、ぐっと自分の方に抱き寄せた。

　一方のオフィーリアは、もう関わることもないと思っていたスーリア国王の名前を聞いて言葉を失っていた。

「えぇ、それから今回の『勘違い』を謝罪したいそうです。王太子を騙してオフィーリアを追放するように仕向けた犯人も連れてくると書いてあります」

　王太子というのはアティカスで、その犯人というのは間違いなくシャーリーのことだろうとオフィーリアは理解したが、しかし内容はこれだけではなかった。

「それと……『国に帰ってきてはくれないか？』というか『我が国の聖女を返せ』と」

「ぁ……」

　オフィーリアはそれを聞いて愕然とした。居場所がバレたことも驚きではあるが、なにより平然と「帰ってこい」と言ってくることが信じられなかったのだ。

「オフィーリアが不在になって魔獣の被害が拡大しているのだろうな。しかし今更よくもそんなことが言えたものだ」

　ラルートから渡された手紙を読んだリーヴァイは、嫌悪感を隠そうともせず、益々その表情を険しくする。オフィーリアは横目でその手紙を垣間見たのだが――。

「嫌……!!」

　オフィーリアの唇から、無意識に言葉が漏れた。

　スーリア国王の手紙には『自国民の』『アティカスの婚約者』『我が国の大切な聖女』と繰り返し書かれており、オフィーリアがスーリア王国の人間であることを強調したいようだった。

（あの国に帰りたくありません……！）

　オフィーリアは強く願った。このハリブリア王国での幸せな生活を手放して、あんな苦しい生活に戻りたいなんて思えなかった。震える手でリーヴァイのシャツの端を掴む。

「……オフィーリア」

「わたし……私は、ここにいたいですっ！　あの国に、帰りたくありません！」

　オフィーリアの言葉に同調するように精霊達も鳴き声をあげている。パタパタと目の前を飛び回って不満を訴えているようだ。まるで、オフィーリアを守りたいという決意を伝えてくれているように。

　けれどそれと同時に、ハリブリア王国に迷惑をかけてしまうのではないかとオフィーリアは心配であった。

「ですが私が我儘を言うことで、国王陛下やリーヴァイ様を困らせてしまいませんか？」

　自分の存在がきっかけとなってハリブリア王国とスーリア王国の間に亀裂が入ってしまったら。迷惑をかけてしまったらと考えると怖くなった。祈るように手のひらを合わせたオフィーリアはギュッと目を閉じた。

「……聞いてくれ、オフィーリア」

「リーヴァイ、さん？」

　名前を呼ばれてオフィーリアはそっと目を開いた。

　オフィーリアを見つめるリーヴァイの表情は今までにないくらい真剣だった。そしてリーヴァイの手がオフィーリアの頬を伝う涙を優しく拭った。

「オフィーリアのおかげで、ハリブリア王国には今笑顔が溢れている。それはオフィーリアの聖女としての力が大きいこともあるだろう。けれど、俺にとってはそれだけじゃない」

「どういうことですか？」

「もしオフィーリアに聖女としての力がなかったとしても、俺は君に同じことを言う。オフィーリアにはずっと俺の側にいてほしいんだ」

「リーヴァイさん……」

「オフィーリアを心から必要としている。なにより俺が手放したくないと思っている」

　オフィーリアはリーヴァイの言葉を聞いて、嬉しくて堪らなくなった。ポロポロと溢れる涙は止まることなく流れ続けた。

『聖女』だから、この国に必要とされているだけなのではないか――。

　ハリブリア王国の人々にどれだけ優しい言葉をかけられても、心の中でどこかそうした不安が拭えずにいた。

　だから毎朝、早起きして一生懸命働いていた。もし役に立てなければ、またスーリア王国にいた時のようにひとりぼっちになるかもれない。小さな不安はふとした時に大きくなる。

　ハリブリア国王やリーヴァイは、オフィーリアの家族にも家や畑を当たり前のように与えてくれた。その恩に報いたいという必死な気持ちもあったのかもしれない。

　けれどリーヴァイの今の言葉は、オフィーリアが心の中でひとり抱えていた不安を吹き飛ばすものだった。

　リーヴァイはいつでもオフィーリアの側にいて、少しでもその負担が軽くなるように支え続けてくれていた。オフィーリアの気持ちに寄り添うように、温かい言葉をかけてくれた。恐らく、リーヴァイはオフィーリアの不安に気づいていたのだろう。今も慎重に言葉を選びながら、自分の気持ちを伝えようとしている。

「オフィーリアをあの国に渡さない！」

「私もです！　リーヴァイさんの側に……ずっと一緒にいたいんです！　この国が大好きだから」

「なにがあっても俺が守ってみせる」

　固く抱き合いながら気持ちを確かめ合い、ふたりはその足でハリブリア国王の元に向かって意思を伝えた。話を聞いたハリブリア国王は、「そう言ってくれてワシは嬉しい……！」とオフィーリアの手を握りながら号泣していた。

　しかしすぐに顔をしかめたリーヴァイがその手を淡々と振り払う。

「嫉妬深い奴め！　そんなところまでワシにそっくりだ」

　国王が笑いながらそう言ったのを聞いて、オフィーリアの張り詰めていた気持ちは少し和らいだ。

　その後オフィーリアは、スーリア国王に自分の意思を示すために、直筆で「謝罪はいりません」「国に帰りたくありません」と手紙に書き記した。本音を言ってしまえば「もう顔も見たくありません」と書きたいくらいだ。

　最後には念押しとして、たとえ国に帰ってもスーリア王国の聖女として働く意思はないこと、アティカスやシャーリーにいわれのない罪を被せられて恨んでいること、そしてハリブリア王国の支援のおかげで家族と再会できて真実を知ったことを書き加えた。ずっと騙されていたことが許せない、とも。

　オフィーリアを騙していたことがバレていないと思っているであろうスーリア国王や王妃は、この手紙を見てきっと驚くことだろう。

　しかし知らなかった時には戻れない。約束を破られていた怒りと、裏切られ続けた恨みはオフィーリアの心に傷を残した。

　そして二度とこのような手紙を送らないでほしいと書き添えて、ハリブリア王国にこのまま残る意思を示した。

　スーリア王国へは早馬で手紙が送られた。すると、入れ違いにハリブリア王国の諜ちょう報ほう員が帰ってきた。

　その情報によれば、スーリア王国にはオフィーリア追放後あっという間に魔獣が入り込んで、抵抗する手立てはなく国は混乱状態だそうだ。

　こんな風に平然と手紙を送ってくる余裕はないほどに事態は切迫しており、僅わずかに残った聖女達は城を中心とした小さな結界を張るのが精一杯だそうだ。

　是が非でもオフィーリアを連れ戻したいだろうに、手紙の強気な態度は実態と明らかに乖かい離りしている。

「なぜこんなにも強気なのだろうか。こんなにも追い詰められているのに」

「スーリア国王は、返事を見ても平然としていられますかね？」

　リーヴァイとラルートはスーリア王国からの手紙を改めて読み返しながら吐き捨てるように言った。

　オフィーリアは今のスーリア王国の状態を聞いて胸が痛んだ。

　自分がいなくなったことで、罪のない人達が巻き込まれてしまっていることが心苦しいと思ったからだ。

「スーリア王国の国民達は守ってもらえているでしょうか？」

「オフィーリア……」

「きっと、今頃……魔獣に襲われて逃げ惑っているでしょう。でも王家はなにもしてくれないのでしょうね」

「こんな手紙を送ってくるくらいだ。そうなのだろう」

　スーリア王家はハリブリア王家とは違って、自分達の身は守っても、辺境の人々や国民を大切にしている様子はなかった。

　国民の暮らしも、ハリブリア王国のように温かいものではなく、身分で分けられて辛い思いをしている人々がほとんどだ。オフィーリアもそのひとりだった。

　街に降りるたび、税に苦しみ王家への不満を募らせている国民の様子を見て、オフィーリアはいつも苦しい思いをしていたことを思い出した。

　リーヴァイとラルートは侍女を呼び、オフィーリアに椅子に腰かけるように促した。リーヴァイとラルートもオフィーリアを挟むようにして腰を下ろす。

　温かい紅茶とお菓子がオフィーリアの前に置かれて、いつもならばすぐに手を伸ばすところだが、今日はお菓子を食べる気分になれないくらい落ち込んでいた。

「私が結界を張るために力を貸してくれている精霊達を連れてきてしまったことが原因だと思うのです」

「それはオフィーリアのせいではない。精霊達の意思なんだろう？」

「……ですが」

「それに精霊は他にもいるのだろう？」

「もちろん、います。でも他の聖女達は精霊とよい関係を築いていた様子はなかったので……」

　長年、ほとんどの仕事をオフィーリアに押し付けていたため、他の聖女達は精霊と心を通わせられていなさそうだ。オフィーリアは国中にいる全ての精霊を連れてきたわけではない。ハリブリア王国についてきたのは、オフィーリアと仲良しで良好な関係を築きあげてきた子達ばかりだった。

　もし残っている聖女の中に人型精霊と仲がいい人がいるならば、オフィーリアの代わりに教会で結界を張る祈りを手伝ってもらえることもあるかもしれない。けれどシャーリーを含めて聖女達が精霊を大切にして、仲を深めている様子はなかった。

　となれば力を貸してくれる精霊は限りなく少ないため、たとえ聖女が十数人いても、小さな結界しか張ることができないだろう。

　しかしそれで今まで平和に暮らしていた人達が被害を受けるのは違うような気がした。オフィーリアが暗い顔をしているとリーヴァイは紅茶を飲み込んでから、オフィーリアにある提案をする。

「オフィーリア、俺にいい考えがある」

「なんでしょうか？」

「ハリブリア王国の騎士達を派遣して、スーリア王国の国民達を保護しよう」

「ですが魔獣が……！」

「俺達は誇り高きハリブリアの騎士だ。罪なき人々を、見捨てることなどできはしない。なによりこれ以上、オフィーリアを悲しませることはしたくない。父上に話して今すぐ動こう」

「本当ですか……？」

　オフィーリアの言葉に頷いたリーヴァイはラルートに指示を出す。

「父上の許可が出たらすぐに、スーリア王国で魔獣の被害にあっている人々を助けるために騎士団の派遣を」

「はっ……！」

　ラルートが了承したと言わんばかりに頭を下げる。

「オフィーリアは魔獣で怪我をした騎士の治療を頼む」

「はい！　任せてください」

「ラルート、全体を見ながら援護に回ってくれ」

「おまかせください。リーヴァイ殿下」

「オフィーリアの護衛をしつつ、俺が指揮をとり、スーリア王国の国民を救い出す」

　リーヴァイとラルートは、顔を見合わせ力強く頷いた。

　不安を掻き消すようなリーヴァイの言葉にオフィーリアは胸が熱くなった。こうして人のために動けるリーヴァイを見ていると自分も頑張ろうと思えてくる。

　カタリとカップを置いたリーヴァイは静かに立ち上がった。そしてオフィーリアに向かって手を伸ばす。オフィーリアはリーヴァイの手を取って立ち上がった。

「行こう、オフィーリア」

「はい！」




　ハリブリア王国がスーリア王国の国民の救出に動き出した頃、スーリア王国にはハリブリア国王とオフィーリアからの手紙が届いていた。

　スーリア国王やアティカスは聖女達が集まる大聖堂へ様子を見に訪れていたタイミングで、げっそりと頬がこけた宰相からその手紙を受け取った。スーリア国王は、読み進めていくうちにブルブルと腕を震わせて、紙を破りそうになっていた。

「――馬鹿にしおって！」

　複数の聖女達はその姿を縋るように見つめていた。その横では逃げないように騎士達に捕えられているシャーリーが、国王とアティカスを睨みつけている。

「父上……！　落ち着いてくださいっ」

「ハリブリア国王め！　スーリア王国に偵察を送ったのだな!?　相変わらず姑こ息そくな奴だ。こちらの足元を見てデカい態度を取っているのだろう！　これだから野蛮な国とは話が通じないんだ」

　ハリブリア国王の手紙には、事情は全てオフィーリアから聞いていること、オフィーリアの家族共々、ハリブリア王国で保護しており、オフィーリア自身がスーリア王国に戻ることを拒絶しているため、彼女を返す気はないことが書き記されていた。

　そして望むならばスーリア王国をハリブリア王国の庇護下に置き、魔獣の脅威から守ると書かれていた。

　しかしそれは、スーリア王国がハリブリア王国の支配下になるということを示していた。

　ヒラヒラと床に落ちた手紙を拾い上げたアティカスは、それを読みながら絶望感に苛さいなまれていた。ハリブリアに統合されるとなったら、今まで王太子として振る舞ってきた自分が王位を継げなくなるどころか、国も失うということになるからだ。

　アティカスは訴えかけるように大声をあげた。

「俺は反対だ！　こんな……こんな要求、受け入れられない」

　スーリア国王は怒りに震えながら血が滲むくらいに唇を噛んでいる。

「オフィーリアも今までの恩を仇あだで返しおって！　許さんぞ……！」

「どうにか魔獣から国を守る方法はないのですか!?　こんなことあんまりだ……っ！」

「ええい！　元はと言えば誰のせいだと思っている！」

「大切なことを黙って俺達を騙していた父上や母上だって同罪ではありませんか！」

「なんだと!?　貴様……っ！」

　バンッ！と壊れそうなほどに壁を叩いてスーリア国王がアティカスに掴みかかる。

　掴み合いの喧けん嘩かが始まりそうになる中、王妃が小さな声で呟いた。

「もう……聖女達も限界よ」

「なに!?　なにを言っているんだ！　聖女に限界があるわけなかろう！」

「普段から精霊と心を通わせることもなく、力を使うことにも慣れていない彼女達を助ける精霊はいない。ここに張られている結界も、もう崩れかけているわ」

「せめてオフィーリアを取り返すまで持たないのか!?」

「無理よっ！　もう無理なのよ！」

　両手で顔を覆ってしまった王妃の啜り泣く声が響いた。

　そんな緊迫した空気の中、騎士に捕えられているシャーリーが狂ったように笑い出したかと思いきや吐き捨てるように叫んだ。

「……こんな国、もう終わりよ！　さっさと消えてしまえっ！」

　その言葉に周囲はシン……と静まり返った。

　国王とアティカスだけは悔しそうに唇を噛んで肩を震わせている。

　聖女の力を過信していたスーリア王国に、魔獣と戦う術はなかった。もうハリブリアの庇護下に入るしか生き残る道はない。誰もがそう思っていた時だった。

　アティカスはハリブリア国王の手紙に同封されていたひと回り小さい手紙に気づいた。それはオフィーリアが直筆で書いた手紙だった。

　オフィーリアの手紙を読み進めていたアティカスがゆっくりとそれを折り畳んでいく。そして力が抜けたように呆然としていた。

「アティカス？　その紙は？」

　王妃の言葉に反応した国王は、すぐさまアティカスの手に握られている見覚えのない紙に気づいた。ブツブツと「オフィーリアめ」と呟くアティカスの声が聞こえたことで、それがオフィーリアからのメッセージなのだと察する。

「それはオフィーリアからの手紙だな？　寄越せっ」

　スーリア国王と王妃は、アティカスの手に握られたオフィーリアの手紙を奪い取ったあと、上から目を通していく。内容は明らかにスーリア王国を拒絶したものだった。

『謝罪はいりません』『国に帰りたくありません』『スーリア王国で聖女として働く意思はない』『ずっと騙されていたことが許せない』

　そう綴られたオフィーリアからの手紙を見て、ふたりは全てが彼女にバレていると悟った。

　スーリア国王は血が滲むほどに唇を噛み、王妃は悔しそうに瞼を伏せた。

「クソッ！　なにもかもハリブリアの手のうちということか……！」

「もう終わりよ！　諦めましょう。オフィーリアが騙されていることに気づいたの。やっぱりカーウィラ子爵家に少しは金を送っておくべきだったのよ！　そうすれば家族がハリブリアに行くことはなく、彼らが大好きなオフィーリアは帰ってきてくれたかもしれないのにっ」

「全部食費に当てればいいと言ったのはお前だろう!?　まさか……こんなことになるなんて！　クソッ！　くそぉっ」

　まさにこの状況は『絶望』という言葉がぴったりだった。

　追い詰められて挽回の余地もない。オフィーリアを取り戻しに行ったとしても、圧倒的な武力を持っているハリブリア王国に敵かなうはずがないのだ。

「ふっ……くくっ！　ハハッ…………！」

　しかし突然、その場に似つかわしくない笑い声が響いた。肩を揺らしているのは目を見開いて笑うアティカスだった。

「ははっ、オフィーリアめ！」

「………アティカス!?」

「そんなに俺に気にかけてほしかったのか！　まぁ、そうだろうな。あんな態度では伝わるものも伝わらない。それに仲良くしたがっていたもんなぁ？」

「お、おい……アティカス？」

「これはハリブリア王国まで迎えに来いと、そう言っているに違いありません！　こんな当てつけをするなんて、オフィーリアはやはり世間知らずですよ」

　オフィーリアのことを語るアティカスの言葉に、周囲にいる者達は驚いていた。まるでこんな現実は見たくない、信じないとでもいうようにアティカスは喋しゃべり続けた。

「謝罪はいらないけど国に帰りたくないなんて、まるで駄々を捏こねる子供のようだと思いませんか？　オフィーリアは寂しかっただけなんだ！　そうだ。そうに違いない！」

「ア、アティカス、どうしちゃったの……？」

　王妃がおろおろと息子に語りかけるが答えはない。

「そうか、だから精霊を奪って俺を困らせたんだな？　けれど許してやろう。間違いは誰にだってあるのだから」

　まるで自分に言い聞かせるように事実を捻ねじ曲げているアティカスを前に、みんななんと言葉をかければいいのかわからなかった。彼はただ、辻つじ褄つまを合わせようと必死なのだろう。

「シャーリーに婚約者の立場を奪われて、さぞ悔しい思いをしたのだろうな？　しかし父上と母上が彼女の悪事を暴いて捕えたじゃないか……！」

「なんですって!?　ふざけるなっ！　全部、無能な王家のせいよ！　王家が悪いっ」

　シャーリーはアティカスの言葉に怒りを示すように暴れたが、すぐに騎士達に口を塞がれてしまう。

「もう安心だ。オフィーリア……俺が必ず助けに行くからな」

　ひとりで喋り続けているアティカスはもう正気じゃない、誰もがそう思っていた。

「今すぐ、ハリブリア王国に行きましょう！　オフィーリアが俺の迎えを待っている！　我々はオフィーリアを大切に扱っていた。全て聖女達が悪い！　オフィーリアを虐げていたのは聖女達だ！　今すぐオフィーリアを取り戻しに行かなければ。残っている騎士と聖女を全員集めろっ」

　アティカスの高らかな宣言は非現実すぎて、聖女達や護衛の騎士達は愕然としている。

　そんな中、スーリア国王だけはアティカスの言うことに賛同するように頷いていた。

「ですが……！　みんな、魔獣との戦いで疲弊しています！」

「それに城の周りに集まった民はどうするのですか!?　聖女達がここからいなくなれば、結界は――」

　ボロボロの騎士達が泣き叫ぶように訴えかける。だがアティカスは、自分に意見した騎士を責めるように冷めた目で見ていた。

「致し方ない犠牲だ。それにオフィーリアを取り戻すまでの辛抱だ」

「うむ、アティカスの言うことにも一理ある。仕方ない犠牲だな」

　民の犠牲をものともしない王族達に、騎士達はいよいよ言葉を失う。

「なっ……！」

「なんてことを！」

　顔を歪める騎士達と不安から瞳に涙を溜めて小さな声をあげる聖女達を無視するように、アティカスは指示を出していく。

　追い詰められた国王はアティカスの無理な言い分を押し通すつもりだった。

「必要とあらばシャーリーや他の聖女達を犠牲にすればいい。そうすれば、少しはオフィーリアの気も収まるだろう」

「……ああ！　いい考えですね」

「それにオフィーリアがいれば他の役立たずの聖女など、いてもいなくても同じだ」

「そうです！　その通りですよ！　贅沢ばかりして遊び呆ほうけて、精霊も力を貸さない。こんな奴らは本物の聖女ではない。結界を張れない役立たずの聖女などスーリア王国にはいりません」

「その通りだ！　こんな聖女は必要ないな。それにここには役立たずの精霊しかいない。オフィーリアを取り戻したら王都の精霊を全員、追い出せばいい」

　その言葉にシャーリーや、王妃すらも目を見開いている。先ほどまで国を守ろうと必死に祈りを捧げていた聖女達もあまりの言い草に涙を流し、怒りに震えていた。

　そして外では轟ごう々ごうと風が吹き荒れて空には雲がかかり始めた。聖女達の悲しみと精霊を蔑ろにする発言に、精霊達が怒りを示していたのだ。

　そうとも知らずに、スーリア国王とアティカスはまるで自分達が勝つことが当然というような態度で大聖堂から出て行ってしまった。

　残された者達の心に、大きな影が差していた。

　その後スーリア国王は『オフィーリアを迎えに行く。国境付近で引き渡しを要求する』『我が国から奪った聖女を返せ』といった手紙を再び送って、勝手に日取りも決めた。

　そして約束の日、城の周囲に集まり、王家を責め立て暴動を起こしている国民を前に高らかに宣言する。

「ハリブリア王国は我が国を貶おとしめるために聖女を奪ったのだ……！　今から我々は国民のために危険を冒して聖女を取り戻してくるからな！」

　オフィーリア追放の顛てん末まつを知らない者達は、何事かと騒めきを増す。市井しせいの彼らにしてみれば、この魔獣騒ぎがひとりの聖女の有無によって生まれたものだとは到底想像もつかないのだろう。まして、その聖女を追い出したのが王太子であることなど知る由もない。

　ゆえに、国王と王太子が自らの危険を冒し、なにかをなそうとしているように見えたのだ。民達は僅かに見えたその希望に縋るしかなかった。

　スーリア国王とアティカスは、ハリブリア王国へと向かう馬車に乗り込んだ。

　声高らかに『国民のために危険を冒して』と表明したにも関わらず、実際には、聖女達を全て後ろの馬車に詰め込み、魔獣に襲われないようにしていた。

　聖女と精霊の力を失った王都の結界はそのうち消えて、城の周囲にも魔獣が入り込んできてしまうだろう。

　そのことを知る者達は絶望し、スーリア国王達に大きな恨みを抱いたことにも気づかずに馬車は走り出した。

　ハリブリア王国に向かう途中、スーリア国王はある違和感に気づく。ハリブリア王国に近づけば近づくほどに民の姿がなくなっていったのだ。そして不思議なことに魔獣もいない。

「どういうことだ……？」

「隠れているのではないのですか？　魔獣に怯えて」

　同じく違和感に気づいたアティカスが答えるが、スーリア国王はすぐさま否定する。

「だが、静かすぎる。騎士達は嘘をついていたのか？　我が国に魔獣などいないではないか」

　ハリブリアの騎士達がスーリア王国の民を魔獣から救い出して、自国に保護しているとも知らずに、ハリブリア国王とアティカスは馬車の窓から周囲を窺っていた。

　魔獣がいなかったおかげで、誰も傷つくことなく、馬車はスーリア王国とハリブリア王国の国境へと向かった。そして国境付近にさしかかった時。目の前に大勢のハリブリアの騎士達が並んでいることに気づいた。

　その中に、見覚えのある小柄な女性がいた。その姿を認めた瞬間、アティカスは声を張り上げた。

「――オフィーリア！」

　そこには無理矢理にでも連れて帰ろうとしていたオフィーリアの姿があった。いつも着ていたスーリア王国の聖女服ではなく、ハリブリア王国の紋章が胸元に刺繍されている真っ白なワンピースを身にまとっている。

　その背後には、剣を携えて鋭い目付きでこちらを睨みつけている体格のいい男性と、背に弓を抱えて不気味な笑みを浮かべている青年が立っていた。

　久しぶりに見るオフィーリアは、肌艶もよく髪も綺麗に整えられていて、美しく輝いて見えた。背筋はピンと伸びて、まっすぐにこちらを見据えている。

　自信がなさげで、いつも申し訳なさそうに周囲の様子を窺っていた以前の彼女とは別人のようだと、その場の誰もが思った。

「そろそろ来ると思っていた」

　ずらりと並ぶハリブリアの騎士達。リーヴァイはオフィーリアの肩に手を乗せて、まるで任せてくれとばかりに大きく頷いて前に出た。

「なにか頭の悪い手紙がきたが……説明、してもらえるか？」

「――オフィーリアは我が国の聖女だっ！　今すぐ返してもらおう!!」

　アティカスの怒鳴り声にリーヴァイはまったく動じることはない。

「ここに来る途中、なにも気づかなかったか？」

「なに？」

「随分と焦っているようだが、周りの状況すら見えなくなったのか？　自分の国がどうなっているのか、興味すらないというのか？」

　挑発するようなリーヴァイの言葉に、アティカスは怒り、震えている。

「民が魔獣にやられたことはわかっている……！」

「そうか。わかっていながらその対応とはな」

「だからなんだというのだっ」

「まさかここまで落ちぶれていたとは。スーリア王国には失望したぞ」

　がっかりとした表情で瞼を伏せて首を横に振るリーヴァイの姿に、アティカスは顔を真っ赤にして激げっ昂こうしている。

「仕方ないだろう！　不測の事態だったのだっ」

「その不測の事態に備え、民を守るための準備を怠らないのも王家の仕事だろう？」

　その言葉にアティカスは押し黙ってしまった。しかしすぐに開き直ったように叫んだ。

「それがどうした！　民が犠牲になったところで王家が残っていれば国はいくらでも再建できるではないか！　この俺が素晴らしい王となり、国を立て直してみせよう！」

「はぁ……我々は民の上に立たせてもらっているのだ。なぜそのような考えになるのか、まったく理解できない」

「な、なんだと!?」

「それと手紙の内容をちゃんと読んだのだろうな？　あまりにも稚拙な返事に驚いた。オフィーリアが拒絶しているにも関わらず、迎えに来たと平然と言う無神経な対応にもな」

　その言葉にスーリア国王が我慢できずに声をあげた。

「くそっ……！　このような侮辱、許されんぞ！」

　続いてアティカスも負けじと大声を出す。

「俺はスーリア王国の王太子だぞ!?　確かに我が国は魔獣の脅威に晒さらされている。しかしそれは不幸な勘違いのせいだ！　俺はオフィーリアを誤った罪で追放してしまっただけだ！　オフィーリアと愛し合っていたにも関わらず……そこにいる女、シャーリーに嘘を吹き込まれて、オフィーリアにひどい仕打ちをしてしまった。全ては誤解だったんだ」

「それで？」

　リーヴァイは表情ひとつ変えることなく、アティカスに視線を送り続けた。オフィーリアも同様に冷めた視線を送っている。焦ったアティカスは言い訳を繰り返す。

「オフィーリアとは長年、婚約関係にあった。そしてオフィーリアは俺と国を愛して懸命に尽くしてくれた。しかし王も俺もシャーリーに騙され……間違いに気づいた時にはもう、オフィーリアがいなくなっていたんだ。だが必死の捜索でハリブリア王国にいることがわかった！　今日やっと彼女を迎えに来ることができた！　さぁ、一緒に帰ろう。オフィーリア」

「嫌です」

　オフィーリアはキッパリと拒絶した。

「間違いは誰にでもある。そうだろう？　優しいオフィーリアならば俺の間違いを許してくれるはずだ。ふたりで明るい国を築いていこう！」

　オフィーリアが拒絶しているにも関わらず、聞こえないふりをしているのだろうか。

　リーヴァイはため息を吐き、オフィーリアは目を見開いていた。

　こんなにも強い怒りや憎しみが湧き上がってきたのは初めてで、オフィーリアは吐き気を覚えるほどだった。

　そしてこうも平然と嘘と妄言を吐きながら手のひらを返すアティカスを心の底から軽蔑していた。

『こうなったのは全てシャーリーや他の聖女達に騙されていたせい』

　自分が愛していたはずのシャーリーですら簡単に捨ててしまうアティカスの性根は腐っている。それに今更オフィーリアを愛しているなどと嘘をついて、オフィーリアが今まで受けた仕打ちを許し彼の手を取ると本気で思っているのだろうか。

　こんなことでオフィーリアを取り戻せると思っているのが、そもそもおかしいのだ。轟々と心の奥底から湧き上がってくる怒りに精霊が反応しているのがわかった。

　オフィーリアは、己と精霊達を落ち着かせるように大きく息を吸い込んだ。そして自分に向けて手を伸ばすアティカスを冷めた目で見ながら吐き捨てるように言った。

「私は、あなたのことを心の底から軽蔑してます」

「は……？」

「アティカス殿下を愛していると思ったことは一度もありません。むしろ二度と顔も見たくないと思っていました。それに気づかせてくれたことには感謝しています」

「一体、なんの話をしているんだ？」

「アティカス殿下に婚約を破棄されたことで私の人生は大きく変わりました！　今はとても幸せです」

「だから迎えに来たと――」

「私は、スーリア王国には戻りません」

　まるで本気で意味がわからないとでも言いたげなアティカスの態度にオフィーリアは愕然としてしまった。これだけ拒絶しているにも関わらず、なぜ言葉が通じないのだろうと思ってしまう。あれだけのことをしておいて、全てを忘れてしまったかのような態度に言葉が出てこなかった。

（……もう限界ですっ！）

　オフィーリアは風船のように徐々に膨らんでいく怒りを必死に押さえつけていたが、もう限界だった。

「今まで、私にしてきたことを忘れたのですか!?　芋聖女、田舎貴族、穀潰しと、散々私のことを罵っていたではありませんか！」

「ああ、それは愛情の裏返しだが？」

「……なにを言っているのですか？」

「オフィーリアの気を引きたかっただけさ！　駆け引きのひとつだ。オフィーリアには、まだ難しかったかもしれないな」

　オフィーリアは拳を握りしめて苛立ちを抑えていたが、隣で凄まじい怒気を放っているリーヴァイに気づく。

　今にもアティカスに向けて剣を向けそうな勢いのリーヴァイをラルートが押さえるように耳打ちしたり、肘で突いたりしている。

　オフィーリアは自らを落ち着かせるようにリーヴァイの手を握った。

「私は二度とスーリア王国のために力は使いません！」

「オフィーリア、どうしてそんなことを言うの？　あんなに国のために頑張ってくれていたじゃない！」

　今にも泣きそうな王妃が前に出る。しかしオフィーリアは毅き然ぜんとした態度を貫いて言った。

「手紙にも書いた通りです。私は家族に嘘をついて辛い思いをさせたあなた達を恨んでいます」

「それは……仕方なかったのよ！」

「私を家族に会わせなかったのは、嘘を知られないようにするためでしょう？　手紙もお金も届けていなかったと知りました。私は、もうあなた達にいいように使われるのはごめんです。騙されません」

「……っ」

　グッと唇を噛んだ王妃はそれ以上、なにも言うことはなかった。

「母上を責めないでくれ！　オフィーリア。全ては、お前のためにやっていたことなんだ」

「そんな言葉には騙されません！」

「一緒にスーリア王国に帰ろう！　俺と一緒にやり直そう」

「絶対に嫌ですっ！」

　両手を広げてこちらに近づいてくるアティカスを見て、怒りに顔を歪めたリーヴァイはオフィーリアを背に隠すように庇う。

　そして腰に下げた剣を静かに抜いた。

「……それ以上、オフィーリアに近づくな」

　アティカスは剣を見て進めていた足を止めた。鋭い剣先は彼の首元へと向いている。

「オフィーリアに近づくなら容赦はしない」

　最初は驚いていたアティカスだったが、次第に怒りに体を震わせてこちらを指さして叫んだ。

「お前！　俺を誰だと思っているっ！　スーリア王国の王太子だぞ!?」

「……そうか。だがそれがどうした？　忠告はしたからな」

「俺がオフィーリアに触れるのは当然の権利だっ！　婚約者なのだからな」

「――違いますっ！　それ以上、適当なことを言わないでください」

　オフィーリアはアティカスに向かって叫んだ。精霊達も羽や体を膨らませて怒りを露わにして戦闘態勢である。

「嘘ではない！　いい加減、俺を困らせるのはやめてくれ」

「あの時、私とアティカス殿下の婚約は破棄されました！」

「破棄などしていない！　父も母もそれを認めなかった。だからまだ俺達は婚約者同士なのだ！」

「シャーリー様と結婚するからと言って私を馬車に乗せて、この場所に置き去りにしました。私はアティカス殿下に罵られて国外に無理矢理追い出されたのです！　アティカス殿下の指示で騎士に引きずられて――」

「そんな騎士、どこにもいない！」

「え……？」

「俺が追い出したという証拠はないと言っているんだ。騎士も馬車もない。記憶違いではないのか？」

「……まさか、あの騎士達は」

「さぁ、オフィーリア。我儘ばかり言っていないで帰るぞ」

　そう言って笑顔でオフィーリアに手を伸ばしてくるアティカスにはもうどんな言葉も届かないのだと思った。

　再びこちらに近づいてくるアティカスを制止しようとした時だった。

　――ヒュッ！

　風の切るような音と共に、リーヴァイが一瞬でアティカスの手を引いて足をかけた。そのままひっくり返ったアティカスは無惨にも地面に尻餅をついた。

「痛っ……！　な、なにをする!?」

「俺は忠告したぞ？　次にオフィーリアに手を出したら容赦しないとな」

「貴様……！」

　フラフラと立ち上がったアティカスは、リーヴァイに殴り掛かろうとするが、リーヴァイは一瞬で剣をしまうと、アティカスの頬を殴り、思いきり吹き飛ばした。ドンッという重たい音と共に、アティカスは再び地面に倒れて痛みに悶もだえながらうめき声をあげている。

　あまりにも一瞬で、なにが起こったのかわからなかったが、リーヴァイは心配そうにオフィーリアの肩を抱いて引き寄せた。

「オフィーリア、大丈夫だったか？」

「はい。リーヴァイさんが守ってくれましたから」

「そうか」

　オフィーリアはリーヴァイににこやかな笑みを返した。それを見ていたスーリア国王達は呆然としている。圧倒的な力量の差を見せつけられて、言葉も出ないのだろう。

　しかし泥だらけになっているアティカスは腫れた頬を押さえながらなんとか起き上がると、リーヴァイを睨みつけて怒りに震えている。

「ふざけるな……！　一国の王太子に手を出して許されると思っているのか!?」

「オフィーリアは俺が守る。そう約束した」

「言い訳無用だ！　叩き斬ってやる！」

　アティカスも腰から、宝石がギラギラと埋め込まれた剣を抜いた。

　ラルートが「あーあ、馬鹿ですねぇ」と呟いたその瞬間、リーヴァイは軽く剣を振り、アティカスが持っていた剣を弾き飛ばした。アティカスは手首を押さえながら膝をついている。誰がどう見ても勝負はついているだろう。

「こんな風にすぐ剣を離すとは……剣術の基礎からやり直したらどうだ？」

「この～～～っ！　貴様、名を名乗れっ！」

　アティカスのその言葉に、リーヴァイは剣を鞘にしまいながら静かに答えた。

「リーヴァイ・ラグル・ハリブリアだ」

「はっ……？　ハ、ハリブリア……だと!?」

「一国の王太子に手を出して許されるのか、だったか？　お前はどうなのだ。アティカス」

「ぁっ、おまえ、は」

　アティカスはリーヴァイの名前を聞いた途端、先ほどまでの勢いをなくしてしまった。

「それに今は、オフィーリアは俺の婚約者だ」

「……なっ!?　婚約者だと？」

「ゆくゆくは結婚しようと思っている。もちろん、オフィーリアとカーウィラ子爵の承諾も得ている」

「結婚……？　嘘、だろう？」

「オフィーリアを蔑ろにし続けたにも関わらず、必要だと気づいたら手のひらを返し妄言を吐き散らしているお前と違ってな」

「くっ！」

　リーヴァイはそう言って優しい視線をオフィーリアに向けた。

　オフィーリアもリーヴァイの気持ちに答えるように笑顔で頷いた。誰が見てもふたりは想い合っているように見えるだろう。

　しかしアティカスは納得できないのか、頭を掻き乱して首を横に振っている。

「嘘だ……そんな！　俺の未来がっ！　なぜこんなこと、おかしい、ちがう……！」

　涙を流しながら頭を抱えているアティカスを見て吐き捨てるように「馬鹿め」と言ったスーリア国王は、まだ諦めていないとでもいうように鋭くリーヴァイとオフィーリアを睨みつけている。

　これまで静観していたハリブリア国王は、それを認めた瞬間、スッとリーヴァイとオフィーリアの前に立ち、スーリア国王と対峙した。ここから先は、一国の王同士が決着をつけねばならないことなのだ、とでも言うように。

　そして、真剣に問いかける。

「さぁ……どうする？　このまま朽ちていくのもよし。我が国に助けを求めるもよし」

「くっ！」

「ところで、まだ周囲にいる者達に気づかないのか？」

「なに!?」

　スーリア国王はぐるりと辺りを見回した。ハリブリアの騎士達に混じって、明らかに平民と思われる人間が並んでいる。

　そして、ここまでの道のりで民が消えていたことを思い出したスーリア国王は、それらが自国の民だと気づく。憎悪の籠った視線が周囲から突き刺さる。そこにいるのは明らかにハリブリア王国の人間ではなかった。

「ま、まさか……我が国の民を!?」

「ああ、お前が切り捨てた民を、我々は魔獣の脅威から救い出して保護していた」

「許可なく、我が王国に立ち入ったのか!?　許されることではないぞっ」

「民を見捨てたのだろう？　我が息子――リーヴァイが動かなければ、多くの民が犠牲になっていた」

「そんなことはどうでもいい！　早くオフィーリアを返せっ！」

「仮にオフィーリアと結界が戻ったところで、スーリア王国の行き着く先は目に見えている。もう諦めろ」

「クソッ!!」

「そこの聖女達も皆、震え上がっているではないか。可哀想に」

　ハリブリア国王の視線は傷だらけの騎士達や泣いている聖女達へと向けられる。

　オフィーリアは拘束されて悔しそうにしているシャーリーに視線を向けた。目の下には深い隈があり、髪も乱れて服もボロボロで、以前のシャーリーの輝きや面影はない。他の聖女達も同じようなものだろう。

　シャーリーはオフィーリアを見てグッと唇を噛んで顔を歪めたあとに、思いきり顔を背けてしまった。他の聖女達も項うな垂だれている。

　涙ながらに《ごめんなさい》《ゆるして》と訴える複数の聖女達の心の声が、精霊を通してオフィーリアに伝わってくる。

　そしてオフィーリアには先ほどから気になっていたことがあった。

（こんなにたくさんの黒いモヤモヤ、初めて見ました。これは一体……）

　今まで見たことのない量のモヤモヤとした黒い影にオフィーリアは驚いていた。それは王妃や聖女達にも巻きついている。

　周囲に精霊達はほとんどおらず、特にスーリア国王とアティカスの周りはどんどんと黒いモヤモヤが巻き付くように増えていく。これがよくないものだというのは聖女ならばわかるだろう。

（どうして浄化しないのでしょうか……？）

　オフィーリアが精霊をスーリア王国から連れてきたといっても全てではない。確かに結界の柱となる精霊を多く連れてきてしまったが、他にも精霊はいるはずだ。

（もしかして精霊達は彼女達に力を貸すことをやめてしまったのでしょうか？）

　残された聖女達は精霊の力を借りることもできずに、ずっとこうして悪いものを溜め込んでしまっているのではないだろうか。

　今まではオフィーリアが気づいた時にその都度祓はらっていた。精霊達がこの黒いモヤを嫌っていることがわかっていたからだ。

　長年観察し続けてきた結果わかったのは、絶望、恨み、憎しみ、苦しみ、怒り……そういったものが黒いモヤの正体なのではないかということだ。

　オフィーリアはいつものように浄化しようと手を伸ばした。けれど、彼女達を前にすると、辛い記憶や傷つけられた言葉が蘇よみがえってきて無意識に腕が下がってしまう。

（この人達を救う理由はあるのでしょうか？　でも……私は……）

　オフィーリアはギュッと唇を噛んだ。心配そうに擦り寄ってきた精霊達はオフィーリアがなにをしたいのか意を汲んでくれたのだろう。オフィーリアが「ありがとう」と言って、再び腕を伸ばした時だった。

「田舎から出てきたお前に王妃教育を施し、あんなに贅沢をさせてやったのに、なにが気に入らないというのか！」

　スーリア国王がオフィーリアを睨みつけて厳しく咎めるように叫んだ。

　オフィーリアはその言葉に手をピタリと止めた。やはりあの優しさや笑顔の裏にはこうした私利私欲が隠されていたのだろう。アティカスだってそうだ。こうして追い詰められて尚、悪態をついてオフィーリアを責め続けている。

「聖女や精霊など道具にすぎん！　大人しく国を守っていたらそれでいいんだ！　城で暮らさせてやっただけでもありがたいと思え！　それなのに家族が、家族がと……！　あんな貧乏貴族、早々に追い出してやればよかった」

「精霊達は道具ではありません！」

　オフィーリアは声を震わせながらも、必死に平静を保とうと努めた。

「ハリブリア王国はずっと我が国を潰すチャンスを窺っていたのだ！　下げ賎せんな奴らめ」

　すると、先ほどまで項垂れていたアティカスも意識を取り戻したのか立ち上がり大声で叫んだ。

「父上の言う通りだっ！　こんな武力しか誇れない野蛮な国の王子のなにがいいと言うんだ！　俺の方が優秀なんだ！　美しく知性も気品もある。なのになぜ、そいつを選ぶ!?」

「役立たずの聖女共め！　騎士を厳しく鍛え直し、聖女は今度から高位な令嬢達からは選ばずに平民の中から選べばいい！」

「……っ、俺が一番なんだよ！」

　アティカスとスーリア国王は自分の気持ちを吐き出すように喚わめき散らしている。耳を塞ぎたくなる暴言に怒りや悲しみが集まってくるような気がした。

　ふたりが暴言を吐き出すたびに黒いモヤが広がっていき、彼らの頭から足先まで包み込んでいる。

　もうほとんど姿が見えないほどにふたりを覆い尽くしてしまった黒いモヤを見ながら、オフィーリアは震える拳を握った。聖女や精霊を道具扱いしたことも頭にきているが、それよりも許せないことがあった。

（ハリブリア王国のことも、リーヴァイさんのことも、なにも知らないくせに！）

　オフィーリアは、アティカスがリーヴァイのことを『野蛮な国の王子』と罵ったことに怒りを感じていた。自分のことならば多少の暴言は慣れているし我慢できる。しかし、他国から来たオフィーリアにも親身に寄り添い、温かく受け入れてくれたリーヴァイやハリブリア王国の人々のことを悪く言われるのは許せなかった。

　ハリブリアの人達は、民も王族も関係なく手を取り助け合って力をつけてきた。

　それに対してスーリア王国は聖女の力に頼り、欲に溺れて、民を蔑ろにして、自分達のことしか考えていない。今もこうして自分達の思い通りにならないことに腹を立てて暴言を吐き散らして、権力を盾に事実を捻じ曲げようとしている。

（……もう、許せません！）

　オフィーリアは自分の中で激しい怒りが膨らんでいくのを感じた。そんなオフィーリアの感情に反応するように精霊達が大きく禍まが々まがしい姿になっていく。

　それを見た聖女達が「ひっ……」と声を上げた。

「おふたりとも黙ってくださいっ！　それ以上の暴言は許せません！」

　オフィーリアが声を張りあげたその時――。

　いつも側にいる精霊達が大きく成長した姿で翼をはためかせ、アティカスとスーリア国王に襲いかかった。

「え……!?」

　突然の出来事に驚いたオフィーリアは、慌てて戻ってくるように精霊達に手を伸ばすが、時すでに遅し……。

「なんだ、これは!?　やめろ！　なにをした」

「うわあぁあぁあぁっ、離せっ、離せ……！」

　精霊達はふたりの体を持ち上げていく。彼らの体は黒いモヤに覆い尽くされているが、聖女以外にはただ浮いているように見えるのかもしれない。

　空高く昇っていくふたりはすごい勢いで黒いモヤに飲み込まれていく。

「助けてくれぇ！」というふたりの悲鳴が周囲に大きく響いた。あっという間にふたりは消え去り、彼らの身につけていた王冠や宝石だけが空からポトリと落ちてきた。

　目の前で起こったことに対する恐怖に、みんな言葉を失っているようだった。

　ラルートとリーヴァイはオフィーリアに問いかけた。

「一体、なにが起こったんですか……!?」

「オフィーリア、これは精霊達がしたのか？」

「はい……精霊達が急に大きくなって、それで……！　黒いモヤの中に飲み込まれてしまいましたっ」

「黒いモヤ？　オフィーリアがいつも浄化しているという……？」

　隣にいるリーヴァイ達には、やはりオフィーリアとは違う景色が映ったのだろう。

「精霊達は――私は……なにをしたのですか？」

　そんなオフィーリアの呟きに応えるように、体の大きさが元に戻った精霊達がオフィーリアの元に飛んでくる。そして「浄化して」と言わんばかりに、必死に体をすり寄せてくるではないか。体が大きくなったことも驚きではあるが、そのあとまた小さくなったことや、精霊達の黒いモヤモヤが増えたことも気になるところだ。

　なぜスーリア王国でだけ聖女と精霊の関係が発達したのか。精霊はなぜ聖女にしか見ることができないのか。どこからやってくるのか。聖女と精霊については、まだ解明されていないことも多いそうだ。

　そしてアティカスとスーリア国王がどこに消えてしまったのかはわからない。もちろん精霊達に問いかけても答えてはくれなかった。

　王妃は突然消えた息子と夫がいた場所に縋りついて「いやぁああ！　返してぇ、返して」と叫んでいる。

　精霊達は彼らになんらかの罰を与えたのだろうか。

　そして王妃とシャーリーや数人の聖女達の両手首には黒いモヤが染みついてアザのようになっていた。

　シャーリーは「精霊は？　なにも見えない！」と叫んでいる。黒いアザを持つ他の聖女達も同様だった。

　中にはアザの色が薄い聖女もいたが、彼女達も精霊の存在をぼんやりとしか認識できないようになってしまったようだ。

　オフィーリアは精霊達が元気になれるように力を使っていたが、不思議な能力を持っている精霊達にはいつも驚かされてばかりだった。

　精霊達にまとわりついている黒いモヤを取り去っていると、肩を揺らして泣き腫らした目で、なにかを伝えようと申し訳なさそうにこちらを見ている聖女達に気づく。

　精霊達はオフィーリアを庇うように前に出ると、羽を刺々と膨らませてこちらに近付くなとアピールした。

「……みんな、ありがとう」

　そしてリーヴァイやラルートも精霊達と同じようにオフィーリアを守るように前に出た。

　泣きじゃくる聖女達に、オフィーリアからかける言葉はなにもなかった。

　長年、オフィーリアは彼女達に色んな方法で苦しめられてきた。やってきた方にしてみれば大したことではなく謝れば終わりかもしれないが、嫌がらせや暴言を受けていたオフィーリアの傷は深く、今はとても許せそうになかった。だけど憎しみを抱いたり、自分と同じように苦しめたりしてやろうとは思わなかった。

　ただ彼女達から視線を逸らして背を向けて、リーヴァイの手を取って歩き出した。

　王妃は「アティカスを返して！　お願い」と縋るように泣き叫んでいる。聖女達もなにかを言っていたような気がしたが、その言葉をオフィーリアは受け取らなかった。




　――あれから数カ月の時が経ち、スーリア王国はハリブリア王国の庇護下に置かれて、統合されることとなった。

　もちろん、スーリア国王もアティカスもいなくなり、王妃もあのあとフラリとどこかに消えてしまったため、ハリブリア国王が指揮をとって国を建て直すことになった。

　ハリブリアに避難していた国民達は、旧スーリア王国の領地に戻ることになった。国外に逃げていた貴族達も少しずつ帰ってきたが、以前のスーリア王国のやり方とは異なったため、反発も起こったそうだ。

　貴族達にとってもっとも変わったことと言えば、過度なパーティーや、彼らだけが贅沢できるような仕組みがなくなったことだろう。

　煌びやかな生活には戻れないが、やはり安全を優先したのか、貴族達は最終的にはハリブリア国王のやり方に従った。多くの民達は重い税がなくなり、伸び伸びできる暮らしを喜んでいた。

　両親はオフィーリアの側にいたいと言ってくれて、カーウィラ子爵領へ帰ることはなかった。

　そして、聖女達は力を失った。オフィーリアは今より広範囲の結界を張ることも考えたが、ハリブリア王国とスーリア王国の両国土を守ることは、さすがに不可能だった。

　オフィーリアはどうにか両国を守れないかとずっと考えていたが、そんな様子を見たリーヴァイは「オフィーリアが無理をする必要はない」と言ったのだった。

「ですが、それでは魔獣達が入ってきてしまいませんか？」

「確かに結界は便利で生活を豊かにしてくれる。だが、そのためにオフィーリアだけが無理をするのは違うと思う」

「……え？」

　結界を張り、聖女として仕事をすることが当たり前だったオフィーリアは、リーヴァイにそう言われたことが驚きだった。

「無理をしてまで聖女の役割を果たさなくてもいい。なにか別の方法だってあるはずだ」

「別の、方法ですか？」

「それにオフィーリアの力に頼りきりになってしまうのは危険すぎる。スーリア王国の二の舞になる可能性もある」

「確かに、そうかもしれませんけど……」

「だから、民達も武器の扱い方を学んで、いざとなったら身を守れるようにするのはどうだろうか？　きっとスーリア王国の民もわかってくれるはずだ」

「はい！」

　今回、魔獣に襲われたことで、旧スーリア王国の国民も自分の身を守る術を身につけるべきだと思ったのだろう。ハリブリア王国の騎士達や国民に武器の扱い方を教わり、魔獣を倒す方法を教えてもらうことに異論を唱える者はいなかった。

　そしてオフィーリアは、力をコントロールすることで、結界を今までよりも薄く広く張り巡らせることに成功していた。

　完全に魔獣の侵入を防ぐことはできないが、魔獣を弱体化させることで、民達が武器を使って倒しやすいようにすることはできる。

　これまでのような強力な結界ではない分、精霊達の負担はずっと軽くなったようだ。

　オフィーリアも強力な結界を作り出す必要がないため、毎日教会を回る必要もなくなった。スーリア王国はハリブリア王国と統合されて、いい方向に向かっている。

　そしてオフィーリアはハリブリア王国にいる小さな精霊達を見つけることができた。

　どうやらスーリア王国から連れてきた精霊達に圧倒されて出てこられなかったようだが、小さくてふわふわとした子達が教会の隅に浮いていた。

　しばらく一緒に過ごしていると、オフィーリアの側にいる精霊達と同様に成長しはじめた。意思の疎通ができるようになると、他の精霊達の元へ案内してくれたことでどんどんと輪が広がっていき、ハリブリア王国にも精霊が見える少女が存在していることがわかった。

　リーヴァイとオフィーリアが歩いていると、オフィーリアの精霊に反応している子や、精霊が見えていたけれど黙っていたという少女が悩みを打ち明けてくれたのだ。

　元々、その存在をはっきりとは認識していなかったようだが、オフィーリアに感化されたことで聖女としての力が強まったようだ。

　それを見たリーヴァイは「他の国にも精霊が見える聖女達がいるのではないか」と言っていた。

　気になったオフィーリアが他の国々に手紙を送り、精霊が見える少女はいないかと問いかけると、各国から聖女の素質を持った少女が発見された。

　オフィーリアはハリブリア王国に集められた聖女見習い達の前に立って、精霊と心を通わす方法や力の使い方を教えるようになった。おかげで精霊についての認知は広まっているようだ。

　力を悪用されたり、自分と同じように苦しい思いをしたりする聖女達がいなくなるようにと、オフィーリアは聖女達の名前を登録して保護したり、悩み相談に乗ったりと様々な活動を行っている。

「オフィーリア様、ありがとうございました！」

「明日は精霊達を元気にしてあげる方法を教えてください！」

「こんな私が、自国を魔獣から守るために力を使えるなんて嬉しいです！」

　そんな聖女見習いの言葉にオフィーリアは笑顔を浮かべながら答えた。

「無理はいけませんよ！　力を使うためには、なによりも自分の健康と元気な気持ちが大切です」

「はい！　ありがとうございます。オフィーリア様」

「力の強さや得意不得意もあると思います。けれど精霊達を信じて、自分の今ある力を誇りに思ってください！　もし、あなた達の身になにかあるようなら私がボコボコに……っ！」

「そうなった時は俺に守らせてはくれないか？　オフィーリアになにかあったら俺は耐えられない」

「リーヴァイさん！」

　リーヴァイがオフィーリアを守るように手を取った。聖女見習い達はそんなふたりの姿に頬を赤らめて「きゃー」と言っている。聖女見習いの間で、リーヴァイに溺愛されているオフィーリアは羨せん望ぼうの的だった。

　オフィーリアは「頼もしいです」と柔らかい笑みを浮かべる。

「わたしも、オフィーリア様みたいに愛されてみたい」

「……ほんと素敵」

「羨ましいわ！　きっとオフィーリア様の力の源はリーヴァイ殿下よ」

「おふたりとも幸せそうね！」

　そんな聖女見習い達の声が聞こえたのか、リーヴァイがしっと人差し指を唇に当てた。オフィーリアが照れ屋なのを気遣ってのことだろう。そんな隠れた優しさに聖女見習い達から感嘆のため息が漏れた。

「オフィーリア、遅いから迎えにきたんだ」

「あっ……！　すみません」

「もう準備はできている」

「今日のメニューはなんですか？」

「オフィーリアの大好物ばかりだ。最近、頑張っているからな」

「ありがとうございますっ！　リーヴァイさん、大好きです」

「最近、自分の料理にも嫉妬しそうだ」

「えっ!?　料理に嫉妬ですか？」

「ああ」

「あはは！　でも私の一番は、リーヴァイさんですから！」

「ありがとう、オフィーリア」

「これからもずっと一緒にいてくださいね」

「もちろんだ」

　ふたりは手を繋いで歩き出した。

　オフィーリアはリーヴァイの温かい手料理を今日も幸せいっぱい頬張っていた。ハリブリア王国に来てから、オフィーリアの未来は一変した。

　精霊達は今日も元気にオフィーリアの頭の上を飛び回っている。

「美味しいか？」

「はい……！　とっても！」

「そうか。俺は今日もオフィーリアの可愛い顔を見ることができて満足している」

　正式に婚約関係になったことがきっかけで、リーヴァイの溺愛っぷりはさらに拍車がかかったような気がしていた。

「最近、頭の中がオフィーリアでいっぱいになってしまう。どうすればいい……？」

「へっ？」

　オフィーリアは口に運んでいたスプーンをピタリと止めた。じっとこちらを見つめているリーヴァイと目が合って、恥ずかしくなり視線を逸らす。

　リーヴァイの伸ばされた手はオフィーリアの顎に向かう。指が触れて強制的に視線が合った。

　眼前にリーヴァイの顔があり、オフィーリアは大きく目を見開いた。

「――えっ!?」

「オフィーリアのこの姿を見られるのは、この先、ずっと俺だけがいい」

　オフィーリアが腕をバタつかせて戸惑っているのを見て、リーヴァイがフッと笑みをこぼした。

　頬に唇が触れて、リップ音を立てる。その頬を押さえると、次は額、反対側の頬に優しい感触があり、顔を真っ赤にしてギュッと目を閉じていると最後に唇が重なった。長い口付けに驚き、オフィーリアはリーヴァイの胸を押して離れようとするが、離れてくれるどころか、指を絡められてしまう。

「ん～～～っ！」

　呼吸ができなくてオフィーリアが叫ぶとリーヴァイの唇はやっと離れた。オフィーリアが肩で呼吸している姿を見て顔を綻ばせた。

「ははっ！　可愛いな」

「リ、リーヴァイさんってば！　いい加減にしてくださいっ」

「もっともっと、俺しか考えられないようになればいい」

「も、もう、いっぱいですから！」

「もっとだ」

「……そ、そんなぁ」

「俺は結構、独占欲が強いのかもしれない」

「なっ……！」

　精霊達はその様子を見ながら嬉しそうに肩を寄せ合っていた。

　のちにふたりが結婚して、素晴らしい国を創っていくのはまた別のお話……。




end
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不器用な想い




　スーリア王国とハリブリア王国が統合して落ち着きをみせ始めた頃、リーヴァイは自室で書類と向き合いながら考え込んでいた。

　最近はハリブリア王国とスーリア王国を行き来することが多いため、オフィーリアとはすれ違い気味の日々が続いている。

　なるべく会いに行こうと時間を作るものの、次々に問題が起こり時間を奪われる。今もやることが山積みだ。

　こうなる前は毎日一緒に過ごして手料理を振る舞っていたが、今では三日に一度会えればいい方だ。

（オフィーリアはお腹を空かせていないだろうか……。なにか嫌な思いをしているんじゃないか？）

　常にオフィーリアのことで頭がいっぱいで心配しているせいか、この間はラルートに注意されてしまった。

　どうやら周囲の者はリーヴァイの圧が強まったように感じているらしく、あまりの迫力に声をかけることができず、頻繁にラルートに助けを求めに行くらしい。

　無意識に眉間に皺を寄せているせいで怖く見えるのだと言ったラルートは、容赦なくリーヴァイの眉間に指を当ててほぐすようにグリグリと動かしてくる。

「リーヴァイ殿下が険しい顔をしているから怖すぎて近づけないと報告を受ける身にもなってくださいよ」

「すまない。ところでラルート、オフィーリアの様子はどうだろうか？　なにか報告を受けているか？」

「まったく、リーヴァイ殿下は相変わらずオフィーリア様のことで頭がいっぱいですね」

「元気にしているか？　お腹を空かせていないだろうか……！」

「オフィーリア様はハリブリア王国の大聖堂で聖女見習い達の指導をするのにお忙しそうですよ。それと毎日、しっかりと食事はされています」

「そうか。ならいいんだが」

「昨日も同じ質問をされた気がするのですが……」

　オフィーリアのお腹が満たされているのは嬉しいが、やはり自分が調理したものを食べてもらった時のあの笑顔が忘れられない。

　オフィーリアがご飯を食べている時の可愛らしい顔を思い浮かべていると……。

「これはリーヴァイ殿下には言わないでと言われましたが、オフィーリア様もリーヴァイ殿下の料理をお腹いっぱい食べたいと仰ってましたよ」

「オフィーリアが!?　本当にそう言ったのか？」

　勢いよく問いかけたリーヴァイは、ラルートの肩を掴みガクガクと体を揺さぶる。

「落ち着いてください！　親子でそっくりなんですから」

　ラルートのその言葉を聞いて、スッと手を離す。どうやら国王である父と同じことをしてしまったようだ。

「オフィーリア様は忙しいリーヴァイ殿下に迷惑を掛けたくないからと、気を遣っていましたよ」

「そうか……オフィーリアが」

「我慢しているのはリーヴァイ殿下だけではないということです」

　リーヴァイはラルートの言葉を聞いて喜びを感じつつ、ホッと安心したように息を吐き出した。

　オフィーリアは誰にでも優しく、いつも人に囲まれている。可愛らしい小動物のような容姿も、愛らしい笑顔も全てを愛おしく思う。

　他国の聖女達に知識を分け与え、保護するために懸命に動いている。全ては自分がスーリア王国で受けたような扱いをされないようにするためだ。

　そんなオフィーリアの勇気と行動力にリーヴァイは感銘を受けていた。

　今オフィーリアをサポートしているのは、旧スーリア王国の〝元〟聖女達だという。

　リーヴァイが旧スーリア王国の領地で剣術の指導をしたり、街の復興に向けて指示を出したりしている際に、数人の女性達に声をかけられたことがあった。

『ハリブリア王国の王太子であらせられるリーヴァイ殿下ですか？』

　その言葉に頷くと女性達はすぐに頭を下げた。

『オフィーリア様を救ってくださり、ありがとうございます』

　手を合わせて祈るように言ったその言葉が気になったリーヴァイは、彼女達から詳しく話を聞いた。

『私達は以前、聖女として働いておりました』

　その言葉を聞いて不思議に思った。あの時、スーリア国王と王太子が消えてしまうのと同時に、スーリア王国の聖女達はみんな精霊が見えなくなり力を失ったはずだったからだ。

『私達は〝元聖女〟なんです』

『元……？　どういうことなんだ？』

『実は……』

　彼女達は、以前は城で聖女として働いていたが、身分が低い故に、オフィーリアと同じくシャーリーという令嬢に虐げられていた。その結果、精神を病んだり、体調を崩したりして聖女として働けなくなったのだと話した。

　オフィーリアは彼女達が城を追われたあとも、忙しい合間を縫って会いに行っていたのだと言う。

『オフィーリア様がいなければ、私達はどうなっていたかわかりません』

『城でもシャーリー様達から私達を一生懸命守ってくださいました』

『城から出た後も、精霊達を連れて励ましに来てくれたのです』

　リーヴァイはその話を聞いて感動していた。

『オフィーリアのおかげで生きる気力を取り戻せた』『オフィーリアがいたからまた頑張ろうと思えた』という彼女たちの言葉から、オフィーリアの行動が彼女達を支え続けたことは明白だった。

　だが、そんな素晴らしい行いをしていたにも関わらず、そのことがオフィーリアの口から語られることはなかったからだ。

『オフィーリア様にどうしても御礼を言いたいのです！』

　その言葉を聞いてどうするべきか迷ったが、オフィーリアに話すと『ぜひ会いたいです！　元気になってよかったです』と、明るい返事が返ってきた。

　そうして再会したことを機に、オフィーリアは旧スーリア王国の元聖女達と協力して色々な国の聖女を育成することになった。

　オフィーリアは彼女達と仲良さげに働いており、毎日とても楽しそうである。

　そんな彼女を知れば知るほど惚れ込んでいく。

（こんなに心惹かれるのはオフィーリアだけだ）

　こまめに愛情を伝えているつもりだが、まだまだ伝え足りないくらいだ。

　リーヴァイが想いを口にすると、彼女はいつも恥ずかしそうに両手で顔を隠してしまう。一目惚れがきっかけではあるが、共に過ごせば過ごすほどにオフィーリアを好きになる。

　リーヴァイが考え込んでいると、ラルートが乱暴に肩を叩いてきた。

「……なんだ？」

「なんだ、ではありません。何度も名前を呼んだのですよ？」

「ああ、すまない」

　最近、楽しそうなオフィーリアを気遣って遠慮している部分があった。

（邪魔になったら申し訳ないからな）

　オフィーリアと元聖女達を気遣い、ラルートに護衛を任せていた。

　本当は毎日一緒に居たいし、たくさん触れたいと思っていた。どんどんと想いは募っていき、溢れ出しそうになっている。

「ゴホン……そういえばオフィーリア様はリーヴァイ殿下に会えない日はとても寂しそうにしているような気がするのですが」

「え……？」

「悩むなんてリーヴァイ殿下らしくないですよ」

　ラルートのその言葉にハッとする。

「この後の予定は？」

「その書類で終わりですよ」

「オフィーリアは……!?　大聖堂にいるのか？」

「はい。たしか今日は午後から久しぶりに時間があると仰ってましたよ」

「ラルート、ありがとう！」

「いってらっしゃいませ」

　リーヴァイは書類をすぐに片付けて、馬に乗り込むと大聖堂へと急いだ。

　ちょうど、オフィーリアは聖女見習い達を送り出しているところだった。

　馬から降りて繋いでからオフィーリアの元へと向かう。

「――オフィーリアッ！」

「えっ!?　リーヴァイさん？」

　オフィーリアは大きな目を見開いている。

　すぐに手を引いて彼女を包み込むように抱きしめた。久しぶりに感じるオフィーリアの体温と石鹸の香りに気分が高揚した。

「どうしたのですか？」

「ずっとオフィーリアに会いたいと思っていた」

「……あ」

　そう言うとオフィーリアの頬がほんのりと赤く染まっていく。なにか言いたげに開いた唇からこぼれた音は言葉になることなく消えてしまった。

「楽しそうなオフィーリアを邪魔しないようにと思っていたんだが、やはり我慢できそうにない」

　我儘だっただろうかとオフィーリアの表情を窺うと、彼女は体をプルプル震わせている。

「オフィーリア？」

「私も……私だってずっと我慢していたんですからっ！」

　涙目になったオフィーリアは、リーヴァイの背中に小さな手を回し、今まで溜め込んでいたことを爆発させるように何度も何度も「リーヴァイさん」と名前を呼んでくれた。

「会いに来てくれて、とても嬉しいです！」

「オフィーリアの迷惑になってはいけないと思っていたのだが……」

「そんなことありません！　私もリーヴァイさんに会いたいと毎日思ってましたからっ」

　オフィーリアが同じ想いでいてくれたことに感動していると、彼女は笑顔から一転、暗い顔で俯きながら呟いた。

「リーヴァイさんは国や民のために駆け回っていてお忙しそうで……。私もたくさんがんばらなくちゃって思ってたんです」

「……オフィーリア」

「こんなことを言ったら我儘になってしまうと我慢していました！　ですが本当は……とても寂しかったんです」

　目に涙をいっぱい溜めながら、オフィーリアは上目遣いでこちらを見ている。

　リーヴァイはあまりの可愛さに心臓を撃ち抜かれ、額に手を当てて自らを戒めていた。

「それにリーヴァイさんの料理が一番好きです」

「俺もオフィーリアにはやく自分の手料理を食べてほしいと思っていた」

「ふふっ、ふたりとも同じ気持ちだったんですね」

「ああ」

　ふたりで遠慮し合っていることに気づいて笑い合った。こうしてオフィーリアと共に過ごせる時間を大切にしたいと改めて思った。

　そしてオフィーリアをもっと喜ばせたい。笑った顔を見たいと思う。たまには婚約者らしいことをしようと、オフィーリアの元に跪いて手を取った。

「オフィーリア、たまには俺とゆっくりデートしないか？」

「―――デ、デッ、デートですかっ!?」

　オフィーリアは顔を真っ赤にしている。

「最近、ふたりきりで過ごす時間がなかったからな。どうだろうか？」

「はっ、はい！　ぜひお願いします」

　可愛らしいオフィーリアを見て、デートをする日はどろっどろに甘やかそうと心に誓ったリーヴァイであった。




end










あとがき




　この本を手に取ってくださった皆様、はじめまして、こんにちは！

　やきいもほくほくと申します。

　この度は物語を最後までお読みいただき、ありがとうございます。

『精霊に愛されすぎた腹ペコ聖女、追放されたけど隣国王太子に溺愛されて幸せいっぱいです』いかがだったでしょうか？

　初めての書き下ろしでドキドキでございますが、楽しんでいただけたら嬉しいな、と思っております。

　素敵なイラストにも惚れ惚れとしてしまいますね！

　今回、普通の聖女とはちょっと違うけど明るくてよく食べるヒロインと、男らしく強いヒーローかと思いきや料理好きという相性ピッタリなふたりの掛け合いを、楽しみながら書くことができました。

　食べることで精霊に力を分け与えていたことに気づかないまま過ごしていたオフィーリアですが、リーヴァイとの出会いで状況が一変しました。

　元々、努力家で優しく健気なオフィーリアでしたが、リーヴァイとの愛を育んだことで自分に自信もついて更にパワーアップできたようです。

　お腹も心も満たされて最後はハッピーエンド……！

　リーヴァイのオフィーリアへの溺愛は更に加速していきそうですね。

　甘酸っぱい果実のようなふたりの関係も、チョコレートのように甘くトロトロになっていくことでしょう。

　皆様も人と違うという悩みを抱えたことは、ありますでしょうか？

　意外にも環境を変えたり新しい出会いによって、まだ見ぬ自分の魅力に気づけるかもしれません！




　最後にここまでお付き合いしてくださった皆様に感謝を申し上げます。

　ありがとうございました！




やきいもほくほく
















この物語はフィクションであり、実在の人物・団体等には一切関係ありません。

本書の無断複写・転載を禁じます。
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